
国街中割遺跡

九十九地区生涯学習センター建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

2018 

群馬県安中市教育委員会



国街中割遺跡

九十九地区生涯学習センター建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一

2018 

群馬県安中市教育委員会



|長|有判明IJ遺跡泣長 o!rから)

Ir 20号住居祉

胤]形 1 :製品と然侃|到~遺物

H-L1サイ主f，'i':-J:止 盤/:;r.~~ ・ 風宇硯



序

安中市は群馬県の西南部に位置し、妙義山の東麓に広がる緑豊かな田園都市です。市内を流れる碓氷

川とその支流によって形成された河岸段E上には、悠久の昔から私たちの祖先が残した遺跡が数多く存

在しています。また古来より交通の要として栄え、古代律令制下の官道である東山道、近世の中山道、

そして近代にはアプト式鉄道に代表される鉄道施設等、多くの歴史遺産を有しています。これらの遺産

は国民共有の財産であり、後世へEしく伝えることが私たちの責任であると考えます。
こくかなかわりいせき

今回報告する「国街中割遺跡]は、安中市松井田町国街地区にあり、碓氷川の支流である九十九川と

増田川|に挟まれた細野原丘陵上に位置しています。細野原丘陵は、市北西部に位置する剣の峰から南東

に延び、る正陵で、本遺跡が位置する一帯は比較的なだらかな台地状を呈し、その多くが水田や畑地等の

農地として利用されています。

また「国街j と言う地名からも、古代よりこの地が松井田地区の中心地域として、人々の生活の舞台

となっていたようで、歴史遺産も多く存在しています。
ニ くかな 77'わりいせき つくも

「国街中割遺跡j の調査は九十九地区生涯学習センター建設事業に先立ち実施いたしました。発掘調

査により古墳時代と平安時代の村の跡が確認されました。

古墳時代は6世紀から 7世紀の住居士止などが 7棟、平安時代は 9世紀から 10世紀の住居土止などが 14

棟検出されました。遺物も土器を中心に多くが出土しました。注目されるものとしては、古墳時代の住

居士止からシカの形をした土製品が出土しています。

このように今回の調査により、国街地区の古墳時代と平安時代の歴史に、新たな 1ページを加えるこ

とができました。このように調査を一つ一つ積み重ね、歴史を正しく記録して後世に伝えていくことが

重要な責務といえます。調査した遺跡は元の姿に戻すことができません。本報告書が国街地区を始め安

中市域の歴史を解明する一助となり、幅広く活用されることを願います。

最後に、調査に参加していただいた皆様、報告書刊行にご協力・ご指導をいただいた多くの方々に厚

く御礼を申し上げ、序といたします。

平成 30年 3月

安中市教育委員会

教育長桑原幸 E



仁コ

本書は、安中市が実施した九十九地区生涯学習センター建設事業に伴い、平成 26年度より安中市
こくがなかわりいせき

教育委員会が発掘調査及び資料整理を実施した、国街中割遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。
こくがなかわりいせき

調査地は群馬県安中市国街宇中害IJl15-1他である。遺跡名は国街中割遺跡(遺跡略号K8)、
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調査面積は約 732rrfで、ある。

発掘調査・資料整理は、安中市教育委員会と安中市教育委員会文化財保護課埋蔵文化財係主事

菅原達彦の指導のもと、有限会社毛野考古学研究所日沖剛史・有山径世が実施した。

発掘調査は平成 27年 1月 5日より平成 27年 3月 31日まで、資料整理は平成 28年度から 29年度
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の間断続的に実施した。

本書の編集は有限会社毛野考古学研究所有山径世が行った。執筆は第 1章を安中市教育委員会文

化財保護課埋蔵文化財係主幹千田茂雄が、他を有限会社毛野考古学研究所有山径世が担当した。

発掘調査における資料、出土遺物は一括して安中市教育委員会で保管している。

発掘調査・資料整理及び本書の作成にあたり、以下の方々に各種ご指導をいただいた。記して感謝

の意を表したい。(順不同・敬称略)

有限会社毛野考古学研究所
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調査組織

平成 26年度

安中市教育委員会事務局
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伸明
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王査

千田茂雄(事務総括)

行政事務嘱託

平成 28年度

安中市教育委員会事務局

教育長:桑原幸正

教育部長:田村昌俊

文化財保護課長須藤

埋蔵文化財係長(主幹・文化財保護主事)

小川l知哉

朗

壁
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主査(文化財保護主事)井上J慎也

主事(文化財保護主事)菅原達彦(整理担当)



平成 29年度

安中市教育委員会事務局

教育長:桑原幸正

教育部長・田中秀雄

文化財保護課長大竹将夫

埋蔵文化財係長(主幹・文化財保護主事) 千田茂雄(事務総括・整理担当)

主査小川知哉

主査(文化財保護主事)井上慎也

主事壁崇志

9 発掘調査・資料整理従事者

発掘調査 生駒朝男、今井保美、岩井英雄、岩坂康男、上原上、鬼形栄子、染谷綾子、多胡柴夫、

多胡わぐり、萩原治枝、湯本久江

資料整理 鬼形敦子(整理作業総括、遺物実測)、買上良枝(遺物実測)、中里徳子(遺物実測)、

鬼形栄子、染谷綾子、磯 洋子、大塚規子、小野浬絹子、瀬尾則子、竹中美保子、田村健志、

山下奈邦子、渡辺博子

凡例

1 遺構図中の方位記号は磁北を表している。座標系は世界測地系を使用した。

2 遺構実測図は 1/40を基本とし、全体図は 1/200とした。

3 遺物実測図は 1/4を基本とし、土製品・石製品・鉄製品は 1/1・1/2・1/3・1/8とした。

4 遺物実測図中の断面黒塗りは須恵器の還元焔焼成を、 トーンは以下の意味を表している。

[2]灰軸 陸型緑紬 Eヨ黒色処理怒璽羽口・鉄淳ガラス質

羽口熱変色 盤整事鉄津サビ

5 本文および表中等で記す火山降下物の名称は、以下の略号を用いている。

浅間A軽石 (1783年): As-A、浅間B軽石 (1108年): As-B、

浅間C軽石 (3世紀後葉~末葉): As-C、浅間板鼻黄色軽石層:As-YP 

6 遺構名の略号には、竪穴住居士止 :H、溝 :M、土坑 :Dを用いている。

7 竪穴住居祉の遺物取り上げは竪穴を4分割にして行い、カマドは別として扱った。

分割方法はカマドを上に設定し、カマドの左側を 1 区とし、時計四りに 1~4 区

と呼称した。

8 遺物観察表内の( )は復元推定値を、< >は残存値を表している。

9 遺構土層および土器の色調観察は『標準土色帖~ (農林水産技術会議事務局 財団法人日本色彩研

究所監修 2006) に従った。

10 遺物番号は、実測図・観察表・写真図版ともに共通である。

11 本書掲載の第 1図は安中市発行1/2，500I安中市都市計画基本図J、第 2図は国土交通省国土地理

院発行1/25，000I松井田JI三ノ倉」を使用した。
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H~13号住居社カ7 ド完掘状況 H~17号住居祉カマド完掘状況 出土遺物

日 13号住居士止カマド遺物出土状況 H~19 号住居社完掘状況 PL. 22 H ~ 3 . H ~ 4号住居士止出土遺物

PL. 6 I-! ~13号住居社遺物出土状況 PL.13 I-! ~18号住居祉完掘状況 H~5 号住居祉出土遺物 (1 ) 

日一13号住居士止遺物出土状況 日 21号住居士止セクション PL. 23 H ~ 5号住居社出土遺物(2) 

日 20号住居壮遺物出土状況 D~ 1号土坑完掘状況 日 II号住居社出土遺物

H~20号住居社遺物出土状況 D~2 号土坑完掘状況 日 12号住居牡出土遺物(1 ) 

日 20号住居士止遺物出土状況 D~3 号土坑完掘状況 PL. 24 H ~12号住居社出土遺物( 2) 

I-! ~20号住居社遺物出土状況 D~4 号士坑完掘状況 H~14' H~15' H~16 ・

H~20号住居祉カマド完掘状況 D → 5号土坑完掘状況 日 17号住居祉出土遺物

PL. 7 H ~20号住居士止完掘状況 D~6 号土坑完掘状況 PL. 25 H ~18 ・I-! ~19 ・ H~21号住居祉

H~ 1号住居社完掘状況 PL. 14 D ~ 7号土坑完掘状況 出土遺物

H~2 号住居士止カマド完掘状況 M~ I号溝完掘状況 PL. 26 M ~ 1号溝出土遺物

日一2号住居社カ 7 ド遺物出土状況 M~2 号潜完掘状況 遺機外出土遺物

PL. 8 H→ 2号住居士止遺物出土状況 M~4 号潜完掘状況 墨書赤外線写真

日 3号住居士止完掘状況 M~3 号溝完掘状況

H~3 号住居社カマド完掘状況 M~5 号潜完掘状況

日 4号住居士止カマド遺物出土状況 M~6 号溝完掘状況



第 1章 調査に至る経過

、It.}北2511310刀、安中市兵;化センターより 九卜jし地|実生涯学習センター辿投*業の実施に伴うl.illJ蹴文

化財の!照会があった。 事業地|人lは哩版文化財包服地内にあることから、市業実施に先立ち~II!JÍ~文化財の

取り撒いについて耶!間協議を文;)j包する必要のある門を安巾lIi文化センターへ伝えた。

その後、安，+，市丈化センタ}と市教Tf~n会のI I1 Jで文化財保護のための協般を行った。 協議において

は、文化財保護のための計1IIIj変吏をも合め再三にわたり行われた。 しかし、計四変~を行っても坦蔵文

化JI~・への路部は避けられないこ とから、、''!-iv.Jの，~1・Ilhjどおり市泌を実施することとなった。そのため、発

嗣調査による記録保存の柿iはを訓ずることとなった。
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第 2章調査の方法と経過

第 1節調査の方法

~Á自跡の笠Ø，k Æ= 号は'zé中市m跡No.U 88 である。 Il{{和 60 年度の町道国術 ・ )~Jn 線改良工、JHこ先立ち文.

脳された発品IIiU，'H!Eで、制.)iJI，'f代から平交11寺代の抱合辿刷であることがすでに判明している。

発掘間査 iT(機による表上崎n削後、ジョレンを用いて入力による辿榊検出作業を行った。、lゆjの辿榊

1ill[認I(IÎは A~ s ・次J世相)\" 'i ドの瓜褐色ヒで、~仰の検山が岡県(fiであった。 そのため、まずは;!1m作 1:8:"E域

をカバーするようにグリッドを設定し、 i投宿する遺物を取り上げることとした(第 |而)。グリッドは

4mX4mで、北からry，iへA ・B・C"'K、IJyから-*へ1・2・3・4と以し、」ヒ両角をグリッドの11予

林とした。 ;vm査阪北1(1 をJ長行'1 としたグリッドのため、 J'1H~~'わ1411 とグリッ ド*Ibは ・致しておらず、い<1家j恒開

(世WdllJJ山系)へも取り付けていない任訟のものである。遺物取り上げ後に、 m機により約 25cmドの惚

穴住)，(，'t止を雌認できるI(Uまで下げて制在を行った(第2而)。 しかし、このluiで‘も拠えきれない辿仰が

あり、知2rfriの制査後にjlfびi山地で約 30CIllドげ枇終仰認を行った (W;3凶i)。

辿榊のíU，'~fEに|烈し、安中市教育委Lt会では辿常、 1蟻火住)，l}JII:について「分間 16 分~Iill r.去J を川い泣物

全取り lてげるが、今1"1の調査では上}c，')1fM，綴川の 1-乍ベノレトをJJiにして4分割|で取り 1:げた。前は泊目:r.

間観熊川ベノレトをi投入Eし、上坑は半俄した。除Il(u• 'Ij.・真による記録は、 |て肝|折l[ii. J立物出七状況 ・先制

状況部の各段I~・?において行った。 i世十時似l は市r(1)~ 1 /20 を必本とし、 Wr市~Iは光波会川い、上M断面|タ|は

手~iJllJで測屯 した。 びょ:.t:は 35 111111のプJ ラーおよびそノタロアイノレムで刊誌臨した。 作業進捗状悦勺の記似

mにはデジタノレプJメラを泊iJ.'LJIJし、た。航明写真はファントムにて搬影した。

資料整理 辿物のn:氾には次の18~記号を使川した。 辿跡4'，→K 8 、 l経穴住J.lHlr→ 11、上坑→D、前→

Mである。J良介にはセメダインCを、組元にはエポキシ樹JI¥1を使用した。遺物'.k測は刈(、J'で行い、制J且

日it智;の破片については1:(Î本を川いた。 泣物写ょ~はエコンデジタノレー"良 レフ D750で帰路した。|判断トレー

スについては、 i立榊1;:(1は AdobclllustrLorCS2、遺物除|はロ ットリングによる下トレースで行った。遺

物写真.の加 ιには PhoLoshop6.0、報作11Fの制，~1Uには Adoho lnDosignCS2を月]し、た。

第 2節制査の経過

発掘胴査 ;拭抑制作!は平成 26 年 1 2)~2n から同作 12 刀 4 nに行われた。制査区内に 3本のトレン

チを設定して硝~~，したところ、占・代の住民:'.111:、1)1[止の市 ・|て坑および、純文時代~占代の辿物が多数検

出された。この紡呆を受:け、平成27~ I三 1 )J 5日から同年 3)J3 1 日にかけて本調査を実地した。 立~ 1 

節に記したように 3n'fiにわたる制有となった。第 11師は 1J1 5日-22日にかけて辿物取り lニげとM-

1肘昨の制作、第 21(liは1刀23日-2月 20，1にかけて卜1-1........6号住mJ止、 M 2-II (}イ昨、 0-1......6

U土坑の制何、第31加.は2月23n "-' 3刀31FIにかけて日ー7"'21号住肘J止、o7号七坑の調在を行った。

資料整理 強抑制作!の終 f後、平成 30ip 3)~ 31 Uまで断統的に実施した。安中市教育委n会にて遺

物の洗仲 ・注記、接合 ・復元、実討lリ・好i本:および、辿相iの図I市修正 ・トレース ・凶版作成まで行った後

に、 (川毛日lr巧・ 15学研究所にて辿物の"玉県航路 ・ 加工 ・ 岡版作成、泣物実捌IJ図および桁本の修疋、 i山;物~

測肱|トレ←ス ・図版作成、原稿執柄、報告書の編集作業を行ーった。
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第3章遺跡の位置と環境

第 l飾 地理的澱境

v:中dilよ|比nu平野の周辺1'mで・めるl昨i時以阿部に位置する。 diの北阿部からl'f¥j阿部にかけては、木県と

此野県別を分かつ{~:'{，c，'j lOOOm会越える111々 が辿なっている。この付近からは数多くの小M)IIが流111して

おり、これらは合流をinねつつrli束計11の平野へと至る。これらの河川のうち、比般的大胤棋なものが碓

氷川とその文流のん |叫ん)11、)L1 ・ん川の文流のj廿川川である。この 3河川は、北阿から I':~ìPI~ )j，ri)へ並行

するように流下している。各河川のrHJにはMJ'r:段任が発よ主し、分水制となる丘陵が阿川に並返して延び

ている。千千斤:1控は北帆!Jから、 m山川/i:;;kの長者久保 ・1--野正|境、 j刊凹川と九トjし川に伏・まれた車)11野似丘

陵、九卜j山|と靴氷川|に侠まれた松)~O ll壬|控 となる。

本遺跡が立地するのは釧野Dj(丘陵の末端部であり、九卜jし川のft) ;~段丘上にあたる。細野原則l去は、

京IJの|時 (1429.6rn)からl拘・米に延びる松川田 町俊よりf易相グムm);付近で分11出し、日戸科111 (739.31ll) 

を経て刷凹川 ・ 九 卜 )L川の合流点へと縦く丘陵である。 丘陵上はJ月'{ ，Î~ 500m付近以下より、なだらかな

わ地状を~~するようになる。そして、 l\YJHI)11 と九 |づし川の什流点が近づく際的j 250m付近以ドになると、

J由形はいっそうなだらかとなる。九 |づL川Je)誌の段丘出は、 fl王位段丘IJ6は;J<m、II.J位段l主出は住宅地 ・

水田 ・対IJ地、上位段斤:Iuiは畑地として lc:に平IJJtjされている。

み:1立跡は、この rl'位段If: lflìの 1 1<1術j山内に位出する。 閉M1f.区 |人lの~~:'l ，l'ljは北点|刊で、 250. 18mを測り、北

米から市阿側へのごく ゆるやかな傾斜をもっている。遺跡の|軒凶には松川|十|丘陵越しに妙持山が伸容を

ぷし、 IJI{には浅I /IJII I、北阿から阿にかけては長野Y1~JJZの 111 々を 唱噌できる。

第 2節歴史的環庇

本泣跡(1 )は1'<1術遺跡昨を榊成する遺跡のひとつである。I附!可辿跡i伴:ではこれまでに同術遺跡昨日

( 2)、1'1)術下辻辿跡 ( 3 )、IJil制下辻H辿跡 (4 )、 下刷凹松原泣跡 ( 5 )、 日同|門f担術!町可河嬬保打削削n.1削M削1F円1i辿立ω『跡亦 (何6)， 、

下j哨甘回 FIl川lけ|い川l刊|ド1].辿世跡 (7) ，、 |卜ド、イ"j~111川11 上悶 r巾ドi辿t也i助跡: (8) などが捌」作~作4守tされている。 ここでは本i辿世削跡;~梯洋のj主ミ(体本を

なすf制品文11.1

綱文時代 }前判削J月期p切lに1集i品i針F滞拡が硝認され始め、下j刑円悶松原遺跡で2祁荷磯式JlJIのl経穴千1:J，r'}j-I 1: ， j-N旧川tE;誌のJk将

久保 ・ヒ!Ilf丘陵ょに位置する FJ-t;1田ド原遺跡(12)および、九卜九川布j苧に位世する高梨子二次郎遺跡

(28) で|刻山式期のl経穴住);i:'i3'11:が検 /1\ されている。 巾期)JII':~I不I] E式WIには岡術i山:1跡l昨 日で川鋭、 |イ明In

上田中遺跡で納-鋭j降敷布住川J止が検山されている。本辿跡m:の京方に展開する小日向J白区辿跡昨におい

ても、小IIII1J'記丁同日辿跡(1 7) で加竹ポ!J E式加の列石が検11 1 されている。後Jl11には、 r~11可遺跡昨 nで

称名手P式Wlの伏班、小日向田rl'丙遺跡 (j5) でJjll\~こ内式J~I ""_)JiJ内平I] B式J~lの敷イ7住居J:II:が検出されてい

る。また、国街群れIì ・ 1閉門~跡では遺構は認められないものの、前期から後期!の遺物が一定位出七し、

本遺跡の北I@に位叫する下j・円旧天村JJJ;l泣跡(9 )では三角J1i)J移十.製lplが採集されている。

弥生時代 中期後半の栗林日式期以降に遺構が検山され始める。挺林日式j明の盟穴住居j-II:は国術遺跡

i作11・|妥|術下辻辿跡 ・小日 rr1J述地谷戸i山;跡 (20)で数棟検11¥されるのみであり、小規模な集落であった

と惟測される。国術 I'":i上追跡の墜穴住居:-j-止からは独鈷石状石器が/:liヒしている。これは此野県?I1含光寺平
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知2伝] }i'iJ Jliの遺跡f\Lffl~図

j内Jìll地域の~跡出 |てのものと附li似 しており、と!!j政JVJにおける|川地域の必流を示唆するものでめる。 続く

後期樽式j切になると 、 大胆棋な集落が'尚占れるようになる。 本辿跡i作では凶術~y:亦昨 11 ・ 同術下辻 II ~

WVJiで数隙の略穴住)'1Jil~ を検/J Iするに閉まるが、小円 II" JJ山 I~(辿跡i作においては小 Il 向問中辿跡 (1 6) ・ 小

11向壱丁目IU遺跡(17)・小nIhJ壱丁凹辿跡 (18)・小I=ll向制辿跡(19)・小 FI向述地特戸遺跡で計 ]78

械にも此ぶ!控火住居JII:が検出されている。なお、‘'i~友朋の唱flllJについては不明な点が多いが、小円 |何 1 11

9 'IJg遺跡で後期の陳床盟が 1)J~検山されている。

古墳時代 弥生時代後期の大集落は占出時代に人ると姿をmす。前月|には小刻棋な集落が小日向七新

浜遺跡(13)・小1111iJm中辿跡・小日向澗辿跡・小nIr'l述J山村戸辿跡および、 )L卜jし川イJ)誌の尚梨子森

ド辿跡 (2iJ)で倒Z恋される。 5 世紀前半は同術下U:~立跡で岐火住居士11: 1械を硝認するのみである。 5世

紀後半に入ると再び入;胤棋な1Uf'拡が営まれるようになる。同術下辻遺跡 ・IJ、n向fU[1コ西遺跡 ・ 小円 Ir~ J述

メL辿跡 (21)・尚武i子森下辿:跡などがあり、これらの集棋は6世紀......7世紀前半まで継続してし、く。 6
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縄 弥 古 メノサ丈 中 近
No 遺跡名 所在地

文 生 墳 世 世平

1 国街中割遺跡 安中市松井田町国街 115~1 他 * 
。。ム

2 国街遺跡群E 安中市松井田町国街 40他 ム 。。。
3 国街下辻遺跡 安中市松井田町国街 329他 * 

。。
* ム

4 国街下辻E遺跡 安中市松井田町国街 348他 * 
。。ド ム ム

5 下増田松原遺跡 安中市松井田町下増田 447~1 他 。
* * 

6 国街森i南・朝日遺跡 安中市松井田町国街 21ーl他 * 
。。。

7 下増田下回中遺跡 安中市松井田町下増田甲 360他 。 。。
8 下増田上田中遺跡 安中市松井田町下増田 554他 。 。。
百 下増田天神原遺跡 安中市松井田町下増田 996他 ム 。
10 下増田十二平遺跡 安中市松井田町下増田 2599他 。
11 下増田百石遺跡 安中市松井田町下増田 2763他 。
12 下増田下原遺跡 安中市松井田町下増田 2674~1他 。 。
13 小日向上新浜遺跡 安中市松井田町小日向 522他 。
14 小日向白山遺跡 安中市松井田町小日向 456他 。。
15 小日向田中西遺跡 安中市松井田町小日向 259他 。。。。
16 小日向田中遺跡 安中市松井田町小日向 116他 。。
17 小日向壱丁田 E遺跡 安中市松井田町小日向 842他 ム 。。
18 小日向壱丁田遺跡 安中市松井田町小日向 821他 。。ム

19 小日向瀧遺跡 安中市松井田町小日向 943~3 他 。。ム

20 小日向遠地谷戸遺跡 安中市松井田町小日向 1155~1 他 。。
21 小日向遠丸遺跡 安中市松井田町小日向 1252他 * * 

。
22 天皇塚遺跡 安中市松井田町小日向 1188他 。
23 琴平山古墳 安中市松井田町小日向 857他 。
24 両梨子森下遺跡 安中市松井田町両梨子 409他 ム 。。
25 高梨子柳下遺跡 安中市松井田町両梨子 447~1 他 。
26 両梨子八木田遺跡 安中市松井田町八木田 * * * 
27 両梨子中貝戸遺跡 安中市松井田町尚梨子字中員戸 * * 
28 前梨子三次郎遺跡 安中市松井田町両梨子甲 1117他 。 。ム * 
29 愛宕山遺跡 安中市松井田町松井田 1058他 * * 

。。
* 。大規模な遺跡(集落祉・古墳等) 0:中規模な遺跡(住居土Il:.土坑等)

ム 小規模な遺跡(土坑・溝等) * 遺物が出土した遺跡

第 1表周辺の遺跡一覧表

(参考文献)

1 ~国街遺跡群 II ~ 1992 松井田町教育委員会

2 ~国街下辻遺跡~ 2010 安中市教育委員会

3 ~国街下辻 H 遺跡~ 2014 安中市教育委員会

4 ~下増田松原遺跡~ 2006 松井田町教育委員会

5 ~下増田上田中遺跡~ 2012 安中市教育委員会

6 ~下増田天神原遺跡~ 1993 松井田町埋蔵文化財調査会

7 ~下増田下原遺跡~ 2001 松井田町下増田下原遺跡調査会

8 ~小日向地区遺跡群~ 2010 安中市教育委員会

9 ~小日向遠地谷戸遺跡~ 1994 松井田町教育委員会

10 ~高梨子地区遺跡群~ 2008 安中市教育委員会

11 ~高梨子三次郎遺跡~ 1998 松井田町埋蔵文化財調査会

備考

本書報告遺跡

弥生・平安時代集落

弥生・古墳時代集港、古墳 1 (1号古墳 5c 

末~6 初ヵ)

弥生・古墳時代集落

縄文時代集落

昭和田~ 60年松井田町教育委員会調査

平成6年松井田町教育委員会調査

縄文・平安時代集落、古墳 2 (1号古墳円墳・

6c前・ T字形石室、 2号古墳円墳・ 6c前・

無袖形石室)

縄文時代集石、平安時代集落

平成8年松井田町教育委員会調査

平成5年松井田町教育委員会調査

縄文・奈良・平安時代集落

古墳時代集落

古墳・平安時代集落

縄文・古墳・奈良・平安時代集落、弥生機床

墓 1

弥生・古墳時代集落、古墳 1 (権現塚古墳。

6c前)

縄文列石、弥生・古墳時代集落、古墳4

弥生時代集落、古墳周溝 1

弥生時代集落、古墳 2 (1号古墳。 5c末、

2号古墳不明)

弥生・古墳時代集落

古墳時代集客

形象埴輪(馬・人物等)出土・ 6c iII]カ

前方後円墳.6 c初~前・石見型盾出土

古墳・平安時代集落

As~B 下水田

遺跡散布地

遺物散布地

縄文・奈良・平安時代集落

古墳~平安時代集落(高年通費出土)

12 ~愛宕山遺跡~ 2000 群馬県教育委員会・(瑚群馬県埋蔵文化財調査事業団
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世紀代に新たに形成される集落としては圃街遺跡群E・小日向白山遺跡 (14)・小日向遠地谷戸遺跡が

ある。本遺跡でも 6世紀および7世紀後半の竪穴住居士止が検出されている。

古墳については、国街遺跡群と小日向地区遺跡群で多数の存在が確認されている。国街遺跡群では、

国街下辻遺跡で 5 世紀末~6 世紀初頭に比定される国街下辻 1 号古墳の周堀を調査している。下増田上

田中遺跡では IT字形石室Jを有する 6世紀初頭の下増田上田中 1号古墳があり、その隣りに「無袖形

石室Jを有する 6世紀前半の下増田上田中 2号古墳が所在する。小日向地区遺跡群では全体で 10基の

古墳が調査されている。 5世紀末の小日向瀧 1号古墳、 6世紀前半と推測される天皇塚古墳 (22)、小

日向田中遺跡に所在する 6世紀前半の権現塚古墳、古墳後期の小日向瀧2号古墳などがある。国街下辻

1号古墳および小日向瀧 1号古墳は、九十九川流域においては最古級のものと考えられおり、本流域の

古墳出現期を検討していく上で重要な資料である。また、琴平山古墳 (23) は6世紀初頭~前半の前方

後円墳で、全長 50m強を測り、安中市内においては築瀬二子塚古墳に次ぐ規模を誇る。築i頼二子塚古

墳は碓氷川左岸の安中台地に位置し、安中市域に初めて登場した 6世紀初頭の大型前方後円墳である。

加えて、群馬県地域で最初に横穴式石室を採用した古墳でもある。規模は群馬県地域で当時としては最

大級に属する。 7 世紀になると、本遺跡の北東方向にある秋間丘陵に古墳が形成される。同地では 7~

8世紀にかけて須恵器・瓦を生産する窯が操業されるようになり、秋間正陵の古墳はこの集団との関係

で捉えることができるだろう。

奈良・平安時代に入っても引き続き集落が営まれるが、古墳時代後期のような大規模な集落は確認さ

れない。奈良時代の集落は九十九川右岸に集中し、本遺跡の立地する九十九川左岸には少ない傾向がみ

られる。 8世紀の竪穴住居士止は下増田下原遺跡・小日向田中西遺跡・高梨子森下遺跡・高梨子三次郎遺

跡で、数棟ずつ検出されている。 9~ 10世紀の集落は、国街遺跡群rr.下増田上田中遺跡・下増田下原遺跡・

小目前]白山遺跡・小日向田中西遺跡・高梨子森下遺跡・高梨子三次郎遺跡などで確認されている。本遺

跡でも 9 世紀後半~ 10世紀初頭および、 10世紀後半の竪穴住居土止が検出されている。なお、 11世紀の

竪穴住居土止は高梨子森下遺跡で 1棟を確認している。また、九十九川の南に対時する松井田丘陵上に位

置する愛宕山遺跡 (29) は、 7 世紀後半~9世紀初頭の小規模集落であるが、 9 世紀初頭の焼失家屋か

ら鋸・撃・鎌・斧・小刀・紡錘車などの鉄製品、腰帯具、高年通賓、石製品、木製品、布、建築部材な

ど非常に良好な資料が出土していることで特筆される。

この時期の生産遺跡としては、国街遺跡群EでAs-B下の畝状遺構が、高梨子柳下遺跡 (25) でAs-B

下の水田士止が検出されている。高梨子柳下遺跡の水田土l上は九十九川右岸の緩やかな北斜面上に位置し、

地形の制約を受けた比較的小区画なものである。九十九川上流方向より上位段E下に沿うような大規模

な溝も検出され、 As-B下水田への導入路の可能性が指摘されている。

国街地区周辺は「国街」という官街に関連した地名であることや、古代律令体制期の官道である東山

道駅路の推定ノレートであることから従来より注目を集めてきた。これまでに官街に関連する遺構は検出

されていないが、木遺跡および国街遺跡群Eで布目瓦が出土していることを記しておきたい。東山道駅

路については九十九川沿いに造られ、本遺跡の南側を通過していたと考えられている。国街遺跡群Eの

調査原因となった町道国街・朝日線にその可能性が求められたが、東山道駅路と判断される遺構は検出

されなかった。ただし、国街下辻遺跡において顕著な硬化面を有する As-B混土層が、現農道下に数百

mにわたって検出された。現存する地割りと併せると、中世以降の道路の可能性が高いと考えられる。

6 



第4章 基本 層序

基本層序は調査区北東隅の東面で観察した。大きく以下の 7層 250.20m 

に分層される(第 3園、 PL. 15)。遺構確認は、第 1面をW層上面、

第2面をN層上面より 25cm下の面、第3面をさらに 30cm下の百

で、行った。

I層 暗褐色土7.5YR3/3:現耕作土。As-Aを多量に含む。しまり・粘性弱いo

H層 黒色土 7.5YR2/1: As-Bを多量に含む。しまり・粘性弱い。

E層 As-B一次堆積層

N層 黒褐色土 7.5YR3/1:白色粒 (As-Cヵ)・黄樫色粒 (As-YP)を少量含む。

しまり・粘性やゃあり。

V層 黒褐色土 7.5YR3/1 白色粒を多量、黄櫨色粒 (As-YP) を少量含む。

しまりあり、粘性やゃあり。

VI層 灰黄褐色土 10YR4/2 白色粒・黄燈色粒 (As-YP)・同ブロックを

多量に含む。しまり硬い、粘性やゃあり。

VII層 明褐色士 7.5YR5/8 しまり硬い、粘性やゃあり。ローム層。

249.80m 

249.40m 

249.00m 

248.60m 

248.20m 

247.80m 

。

E 

h E Fコ与E 

V 

1司

市直

(1・40)

第3図 基 本 層 序

第 5章遺構と遺物

第 1節概要

←第l面

←第2面

←第3面

2m 

国街中割遺跡は、九十九川左岸の中位段丘面に営まれた集落遺跡である。検出された遺構は、竪穴住

居杜 21棟、溝口条、土坑7基である。なお、 H-6号住居士止については、発掘調査段階でH-5号住居

士止と同一遺構であることが判明していたため、資料整理時に欠番とした。

竪穴住居土止の時期は古墳時代後期と平安時代の 2時期に大別される。古墳時代は6世紀初頭が 1棟 (H

-7号住居吐)、 6世紀中頃が 1棟(日-9a号住居杜)、 6世紀後半が 3棟(日 -10・13・20号住居杜)、

7世紀後半が 2棟 (H-8・9b号住居祉)である。特筆されるのは日 -20号住居士止より出土した鹿形土

製品で、石製模造品の破片とともに床面直上で出土した。平安時代は9世紀後半が 1棟(日 -12号住居

杜)、 9 世紀末~ 10世紀初頭が 1棟 (H-21 号住居土止)、 10 世紀後半が 12 棟(日 -1~5 ・ 11 ・ 14 ~ 19 

号住居土止)である。出土土器には土師器、須恵器、灰紬陶器、緑粕陶器があり、須恵器均二・碗の中には

墨書が数点認められる(日 -3・11・19・21号住居士止)。土器以外では砥石、鉄製品、羽口、鉄浮など

がみられ、 H-11号住居士止からは風宇硯が出土している。

溝および士坑は基本的に中世の帰属と考えられ、 D-7号土坑のみ古墳時代と推測される。遺構外出

土の遺物は、竪穴住居士止に比する時期のものが多い。鉄津の出土が目立ち、住居壮から羽口が出土して

いることを併せると、周辺に小鍛治遺構が存在する可能性が指摘される。また、小破片で、はあるが銅製

品も確認されている。それ以外の時期では、縄文時代後期中葉の加曽未!jB式期に比定される深鉢の突起、

7 世紀末~8世紀の上野地域に特徴的な技法をもっ須恵器、布目圧痕のある平瓦がある。
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第 2節古 墳時代

( 1 )竪穴住居土l上

①日 7号住居士止(第 6 ・ 7 ・ 8図 、 第 2表 、 PL. 2 ・ 16)

位置 B-1~2、 C-1~2グリッド。 重複 日 5号住居士止およびM ← 7・ 9号溝と重複する。新

旧関係は古い方から本遺構<H-5号住居士止<M-7・ 9号溝となる。 平 面 形 態 方形。 規模 長

軸 4.38mX短 軸 4.34mX深さ 0.41m。 主軸方位 N -38
0 -w。 覆土 自然堆積と推測される。

AS-YP・ 白色 粒・炭化物粒を含む黒褐色土を 主体とする。覆土下層から床面直上にかけて炭化材が多数

出土する。 カマド 北西壁の中央に位置する。全長1.16 m。焚口部の鳥居状石組みと袖が残存する。

F 248.70m . F

・P-4 P-l 

G 248.70m . G' . 
P-5 P-2 

。 (l : 40) 2m 

遺構名 層番 居名 しまり 粘性 混入物 備考

H-7住 1 黒色土層7.5YR2/1 やや弱し、 ややあり 白色粒.As-YP 炭化物位を少量吉む。

2 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり やゃあり 白色粒・ As-YPを中量、炭化物粒を少電合む。

黒褐色土層7.5YR3/1 やや弱い やゃあり 白色粒・ As-YPを中量、炭化物粒を少量含む。

褐灰色土層7.5YR4/1 やゃあり やゃあり 白色粒 As-YPを中世、炭化物粒を少量含む。

5 褐灰色土層7.5YR4/1 ややあり ゃゃあり 白色栓 As-YPを多量、炭化物性を少量古む。

6 黒褐色土層7.5YR2/2 ややあり ややあり 炭化物を多量、白色粒 i¥s-YPを少量、焼土を微量含むe

黒褐色土層7.5YR2!2 やゃあり ややあり 焼土炭化物を多量、白色粒・ As-YPを少量吉む。

黒色土居7.5YR2/1 あり ややあり 炭化物 白色粒 As-YPを少量含む。

9 褐灰色土層7.5YR4/1 ややあり やゃあり 白色粒 As-YP 炭化物位を微量含む。

10 褐灰色土層7.5YR4/1 ややあり ややあり 白色粒 As-YP 炭化物位を微量含む。

11 黒褐色土層7.5YR3/1 弱し、 ややあり 間色土を多量、白色粒を少量、炭化物粒を微量吉むc

カマド 1: 黒褐色土居7叩 /1 ややあり ややあり 黄栓色土を多量、焼土を少量、炭化物粒を微量吉む。

B-B' I 2 i昌灰色上層7.5YR4/1 ややあり ややあり 黄控色土を多量、焼土を微量含む。

3 灰褐色土層7.5YR'V2 ややあり ややあり 焼土を多量、黄笹色土・炭化物粒を少量含む'.

黄栓色土層7.5Y間 /B あり ややあり 廃土を微量、黒褐色土を少量含む。

褐色土居7.5YR4/6 ややあり ややあり 焼土在大量、黄I草色土 炭化物世を少量吉む。

6 褐色土層7.5YR'!/6 ややあり ややあり 焼土炭化材粒を少量吉む。

明黄褐色土層10YR6/S あり やゃあり 黒褐色土・焼土を少量吉む。

明黄f目色土層10YR6/8 あり やゃあり 鹿土を中量、黒褐色土を少量含む。

9 1昌灰色土層7.5YR4/1 ややあり ややあり 黄憶色土焼土炭化物粒を少最古む。

カマド 1: 黄櫨色土層7.5YR8/S あり やゃあり 黒褐色土を中量、白色粒を少量含む。

C←ぐF つ 黒褐色土居7.5YR3!1 あり やゃあり 黄憧色土を中E、白色位を少1;1;古む。

黒色士層7.5YR2/1 ややあり やゃあり 黄怪色土 白色粒を少量含む。

4 黄怪色土層7.5YR8/8 あり ややあり 黒褐色土を多量、焼土 白色粒を少量;吉む。

黒褐色土層7.5YR3/1 やゃあり やゃあり 黄憧色土を中量、白色粒を少量吉む。

赤色焼土層lOR4/6 弱L、 弱い カマド掘り方

7 黒色土層7.5YR2/1 ややあり 干ゃあり 黄桂色土 焼土を中量、白色世を少量吉む。 カマド掘り方

D-l I 1 黒褐色土層7.5YR3/2 やや弱い やゃあり 焼土・黄佳色土を多量、炭化物位を少旦吉む。

2 黒褐色土層7.5YR2!2 やや弱し、 やゃあり 黄燈色土を中E、焼土炭化物位を少量含む。

黒褐色土居7.5YR3/1 やや弱し、 干ゃあり 黄世色土を少量、峰土炭化物粒を微量吉む。 種子 1点出土

黒色土層7.5YR2/1 やや"'い やゃあり 黄栓色士を多量、焼士炭化物世を少量吉む。

第 6図 H-7号住居土止 (1)
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知 8~1 H-7サ住民.111:山 |二地物

ap}・ 出品tAl tllJ.I，'( u:t 1./.;1'" ( CII¥ ) 。仇成 ③色刷 ③月li1二@)f.l1.(f: JJ~ ・ 椛j移!/( Illの特徴

l二師骨量 口lf.11. 2 ωJ.Hf (2)ほ色 (3)(1 C己純、以色 外1I1日 n'止郎ロコナヲ. I.j.;fltlへヲサ i~. 民郎へラケズリ.一1'10.6、
向、 31>1: J!.'l:t:宅 校， 18色倣 @I訂正'l{-.J移 内山 口ヨナデの後、 nU書11-体問1l:1立にJ~射状のミガキ.

総高 5.1 
2 上倒i総 114 11 1l~ (11.fl) ①tl'iW ②HH2 @I/II刈{-i， 1'1色 外1m 11 *;1(郎副オナデ.体制iへラウズ九

w mもー *，r， (1) 11林郁~体的 I/~ l州(II 訂コナグの後、 IH ltl'fllに"J(q.t~Rのミ :JJ''i-.
総，1司<4.2>

3 1:1'1111総 3区 111韮(13.0)①fHf (2)位色 ③fll閃行、内色 外llii 11'草剤i可ヨナデ.体制l-btil1lへラケズリ.
J;f' l広1~ - 1官、他色総 @ 1/6 内IIU !Jコナデの1量， IIUtflllこ欣射状のミ :JJ々 .

世!fl何 4.0

4 l附』昔 3・41ベ 111壬(14.5)①fW ②IYhがm色 ω1(11刈打、 外1111 Il，j附 iヨヨナデの後、徽・斜)il;')のミ )Jキ.体制lへラケズリ.
何: m萱ー 1'1色l:lZ @11般向1-(本書sL依 1/6 内llii 日ロナデの後、 1判 ・ 料)jrl~Q) ミプIjc干.

5 11耐li総

仰向 <3.7> 1)、'11Iliに1，(1(2処泊1.

111現(13.4)ωrw. ②l列，J，<1l¥¥色 ③肉色位、 外Itll 11 除制iヨコナヤ.1本郎-JlUIIへ7ケズリ. 一険、 l
制: 舷f畳 ー !MM也、小側 ⑪f Ilま術11/2欠m 内Ifli 討ヨナデの1母、 nUfflllζ繍)i向のミグキ、Ii'l:珂に -Jil何の

6 
骨骨抑i5.5 ミガキ.

土師~ I1ff. 16.4 ①JHI (2)明IJJ~尚色 ③白色村、 外山 f..l t車問iヨコナデ.11>側1-路樹lへラウ λ リ. 一1'10.4 
J，j~ JJ'!:I予 1品色純 ⑥tlltjéJr~ 内l自i ~I ::Jナデの役、 円総仰に例)JlÎJ!のミガキ、 htílíiに n状のミ

似時期 6.6 プIキ向
7 ~rli，由~~ C3グリγド nl翌(26.4)①.i!l.il:焔 ②灰色 ③"1色村 外Ifli 11クロナデ.n紋再11上位に5本 IlIi似の御前状1.U-による

~ 2凶1 b'!.:l現ー ω11総書111/12 波状文.

総高 <5.3> 1付I.tli ロタロ寸デ.

H 七削'ìt~ 2区 nt~ (18.3) ①怖iW ②lζぶい~H1.色 Cl) I'l色 外l而 11*車問l司ヨナデ.胴tflI上位へラケズリ.

~ lκf官 ー 問、以色枚 011'北開1-胴銅uニ{立 内111I n紙百科目2 ナダ.胴樹u二位に欄)nl'lのへラナデ.
W，Mi <6.2) 1/6 外lilis同期iは総炎l伺申11附.

日 1:自li総 21文 111! (17. r，) ①J;(ff ②i'.I!此械色 ③ 1'1色徹、 外品i nl3t再11日ロナデ74"• 
ì~ u'l!l'1l 一 以色料 @口Utr111/5 1ムIItii 11'!'t官1¥8つ )'7'.l'f(湖HI武力11'1のへラナデ.

総1向 <5.G) 

10 I: r~1t紛 ぬ2・3 111~ 27.8 ①l=HI ②恨色 ③J¥ 口、 l当色位、 外而i n録制iヨコナデ.例制i上位に償)il;ijのへフケズリ.
噴k l邸主 ー Il¥C己勉 @ロWllI-胴ml上位 内而 11録音sヨョナデ.M翻1-制問U-I立に償}j防)O)̂-'7サlデ.

:!'~~有 <8.9)

前二号 総f，Il IIiじ位償 ①11d止(CIII・Il)②材質③代作。1)/戊・唱をl隠岐f去の特徴 ⑥側身

11 百If布 3区 ①長さ 9.6、制 7.1、f7.さ 3.2、lli1i1:175，38 ②蜘干i(3)光形 @. I:lfIi を'Iil~úû として{史JIl
12 a軍縮1， 31ベ ①燥さ 12目 15‘相5.30、/7.さ 3目 13、lIHJl302.03 ②'火山む ③完形 @ー ⑤写』誕のみ

13 保 F 。l ①長さ 2.2、制&1. 5、厚さ 1.26， 1((m; 1. 02 <IDそ・モ ③一部品:m (1)ー ⑤'1].""のみ

1'1 II子 1'10.6 ①燥さ 2.1、制1.3、j取さ 1.05、町紙0.50 ②モt ③郁欠倒 @ー @写真のみ

第2表 H-7号住居士11:t:l¥上遺物観絹衣
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4見!Il部は*1，¥36 cm、，ujさ28cmをiJllJる。制l石には|山i1lUJ凶iの平らな叫さ 6CIIIの究山Aj_:.i-仙川している。S2

は取り上げIl，'fに';I}IJれるほど、非常に脆くなっていた。事111榊壌土にはtJ1.ほ色村質 |てと黒褐色 |二の出 kがm
いられ、下部がJIl褐色 |二主体、上日11が持位色粘質 |て巨体となる。内壁および火床而は腕 lて化がMA符であ

る。燃焼の111央に小ピット(符 25X 23 CI1l、深さ 4cm)が検出される。 柱穴 主柱穴を 4.1&・検11¥した。

P-lは径 38x 32 CIII、深さ 93<':111、P-2は経 37X 36 CI11、深さ 76<':111、P-3は待 35X 32 CIII、深さ 82<':111、

P-4は 40x 32 CI11、深さ 85CIIlをallJる。 貯蔵穴 プJγ ドの右側に枕附する (D-1)。宇凶j)隠は村i円形

を呈し、特 95X 611 CJ11、深さ 82cm を~jJlリる。 'I!!Iり外側には長方形の浅い問みが検出され、設の痕跡と

J削1lJされる。 ピッ ト 6 ).~を検 11\ した (P - 5'" 10)。 このうち、 P 5....... 7は深さ 57....... 103 CIlIで同1:

穴と同組度の深さをもち、 P-2と併せると }j)隠に品nむことができる。このことから、先に]'>-2・5....... 

7を宅住穴とする小J限の!韮穴があり、その後P 1.......4を主位穴とするI経穴に拡張したものと椛d(IJされ

る。 床面の状態 全体的に締まっており、特にカマド)清からl韮穴'1'央にかけて強く脱化している。l'旬

以盛下に1]1日狭い脱化面がみられ、 11¥人り 1I部分と推測される。貼床でw制色上を全体とする。 壁j構

全問する。'1Iu¥6 ...... 10 CIII、深さ 3.......5 CI11。 遺物 I-. nlli総郎 ・ 現 - tilt、組以総翌日、砥石、 lr.~k;wl布、炭化

柿子などが11¥ t:した。概ね櫨 l:rilk1.......ドWiで、 /1¥ヒl止は少なし、。 5のj不は力マドの手li11に枕位する。円

紋宮11が半分欠けていたが、床から :3<':IIIJ二、正位の状態で11¥ヒした。13の利チはJl"'r'雌ン'(ドiI'づから、 11の

組チはドー6JVJ，の凶liuuJ:じから11¥ 1-:した。 時期 6世紀加 11珂半WJ と折f~"とされる。 i備珊考 品M焼，Ié~火Jた-吋{住主)，1

P-3のヒl而市からl民i足;化材材.が日山i上しており、住を|除去した後に火をかけたと挑測される。

②H-8サ{Jミ)，l;'lJI:(節9......1'1以|、第3.......6点、 PL. 2・3・16....... 18) 

位置 C.......E 1""2グリッド。 盤複 11-5号'1t)，l;'.111:、 M-1・2~}ìN，~、 lコ ー 7 -8・ 1 :坑と if(仰する。

新 IHI則供は ~1いぶからD -7サ |二J;/i:<本辿榊くIト 5l}{ }.:);-i}tll: < M い 2り刊fとなる。 平面形態 l判

北にやや民い制iN:民)j}形。 規模 民lliih5.39 m X全日141111.99m X深さ 0.57m。 主軸方位 N -911
0 

-E。

覆土 I'l然堆制と椛測される。(1色粒 '!A柑色杭 ・炭化物粒を含むm褐色 1:を主体とする。 カマド

*恨の北計りに位位する。--r.Jをl.22 mo frhが伐存しており、榊築上には14色ローム ~~ と U~尚色ヒの

出上がHJいられる。火山出は腕ヒイヒが叫l杵である。 柱穴 凶ti'(を4)I~~食 1 1\ した。 P - lは何 47X37cIll 、

深さ 56CI11、P-2は作 57X 39 cm、i集さ 85CII1、P-3は 45X 23 CIll、深さ 81α11、P-4は 56X 29 CIll、

深さ 68cmを測る。 貯蔵穴 カマドの布側にイ立はする (0-1)。平副j隠は桁円形を宅し、何 107X 59 

CII1、深さ 38cmを7JlIJる。 ピット 9 )，~を検 1 1 1 した (P -5"-' 13)0 P -5・6はカマドの庄脇に他山する。

1" - 5からは上師~~現 (62) の 11特許[1がE位で山ヒし、 ヒ捕手?としての仙川が推測される。P 6には上

附部民胴制 (58)がE位で加えられていた。ほ押11が半分ほど欠けており、米から阿へやや傾いた状簡で

あった。外l市にスス、内面に!列|峡なコゲが付押しており、カマドで使)11された部と推測される。 床面

の状態 全体的に締まっており、特にプJマドIlírから !謹穴']1央にかけて強く硬化している。 川床で]X~褐色

ヒを主体とする。 壁j膏 令.周するが、北壁中央部およびJ~L!笠北附で途切れる。 幅 5...... Il CIII、深さ 3

....... 7 cm。 遺物 土師器tf• I~可郎 ・ 班 - 7111、須必~.Þf' . lf. ・ I~~~J5f・聡 ・叩 ・1位・平)眠 ・信州、鉄製f111、

If.S制石などが多~M~に川土した。 ll:Giiiイ[は堕穴の南 I)叩'].\と北岡附の大きく 2 ヵ所にまとまっていた。 |半j西

附は概ね床而IJ'I上、北回目'J.\は床 Lú~iより 6 CIllほど浅く作む<riti聞から同上した。床而11'[上の泣物としては、

カマド左!協に位位する逆{立の仁師器郎(lO)、横仰のI:fllli器規 (57)がある。24の土削指鉢は内版画に

布口圧痕が認められる。鉄製品はJJ(-や鉱・織などである。 時期 7世紀ID3阿半期と挑定される。
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G 248.70m . 

日 248.70m. 

遺構名

H-8住

カマド
B~B' 

カマト
c-c' 

D-1 

P-5.6 

~ G' 

69 35 75 . 
6

・
4
 

d
吟 日~日

P-l 
P-4 

50 H' . 
65 51 

76 30 ・.

P-3 P-2 

。 (1 :40) 2m 

層番 層名 しまり 粘性 混入物

黒褐色土層7.5YR3/1 ゃゃあり ややあり 白色粒 As-YPを少量古む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ゃゃあり やゃあり 黄債色土を多量、白色粒を少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり やゃあり 焼土炭化物粒 白色粒を少量、 As-YPを微量吉む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 焼土を多量、炭化物粒・白色粒 As-YPを少量吉む。

黒褐色土居7.5YR3/1 ゃゃあり ややあり 白色位 As-YPを少量、炭化物粒を微量含む。

黒色士層7.5YR2/1 やゃあり やゃあり 焼士炭化物粒を中量、白色粒・ As-YPを少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 白色位 As-YP 炭化物位を少量吉む。

8 黒褐色土層7.5YR3!1 ややあり 干ゃあり 白色粒.As-YP 炭化物粒を中量含むD

9 黒色土層7.5YR2/1 ややあり ややあり 黄憧色土を中量、炭化物粒 白色粒を少量含む。

10 黒褐色士層7.5YR3/1 ゃゃあり ややあり 黄桂色士ー白色粒炭化物粒を少量吉む。

11 黒色土層10YR2/1 あり ややあり 白色粒 As-YP'炭化物粒を少量含む。

12 黒色土層lOYR2/1 やゃあり やゃあり 炭化物粒を少量、白色粒 As-YPを微量含む。

13 黒褐色土層7.5YR3/1 やや弱い やゃあり 白色粒炭化物粒を少量含む。

14 黒褐色土居7.5YR3!1 やゃあり ややあり 黄控色土を多量、白色栓 炭化物粒を少量吉む。

15 黒褐色士層7.5YR3/1 ややあり ややあり 黄憧色士を中量、白色位 炭化物粒を微量含む。

目 黒色士層7.5YR2/1 やゃあり ややあり 黄憧色土を少量、白色粒 炭化物粒を微量含む。

17 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 白色粒炭化物粒を少量吉む。

1 褐灰色土層7.5YR4/1 やゃあり ややあり 黄燈邑土を多量、炭化物粒を中量、白色粒 焼士を少量含む。

陸色焼土居2.5YR6/8 なし なし

黒褐色土層7.5YR3/1 ゃゃあり ややあり 焼土を多量、白色粒を少量含む。

にぶい笹色土層7.5YR6/4 あり やゃあり 焼土ー黒褐色土を中量含む。

褐色土層7.5YR4/3 干ゃあり やゃあり 黄櫨色土・焼土を多量、炭化物位を少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり にぷい栓色士を多量、焼土・炭化物粒を少量含む。

褐灰色士層7.5YR4/1 やゃあり ややあり 焼土を多量、黄憧色粧を少量含む。

黄色ロ ム層2.5四18 硬い ややあり 黒褐色土 白色粒を中量含む。

樟色土層2.5YR6/6 硬い やゃあり 白色粒を中盤、黒褐色土を少量吉む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり As-YP 炭化物粒を少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり As-YP 炭化物粒を多量吉む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ゃゃあり ゃゃあり 褐色土を多量、 As-YP 炭化物粒を少量吉むロ

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり やゃあり 褐色土 As-YPを少量含む。

黒色土層7.5YR2/1 やゃあり ややあり As-YPを少量吉む。

第 10図 日 8号住居主止 (2)
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番号 器種 出土位置 法量 (cm) ①焼成②色調③胎土@:残存 成・整形技法の特徴

1 土師器 3・4区 口径(12.6)①良好 ~燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部へフケズリ。

杯 底径 一 粒、褐色粒 ④口縁部~体部1/5 内面 口縁部~体部ヨコナデ。
器高く4.0>

2 土師器 1・4区 口径(12.4)①良好 ~燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部へフケズリ。

珂= 底径 一 粒 @口縁部~体部1/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。
器高く3.5>

3 土師器 4区 口径 10.9 ①良好 ②燈色 ③白色粒、褐色 外面 口縁部ヨコナデ。{木部~底部へフケズリ。

杯 底 径 一 粒④ 3/4 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。
器高 2.8 

4 土師器 No.22、 口径 11.3 ①良好 ②櫨色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。

杯 4区 底 径 一 粒 ④ほぼ完形 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。
器高 3.4 

5 土師器 1・4区 口径 10.9 ①良好 ②燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
珂ミ 底径 粒 ④底部 1/2欠損 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高 3.8 

6 土師器 Nα115、 口f圭 11.0 ①良好 ②にぶい燈色 ③角閃石、 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ→体部上位ナプ。
土干 l区 底径 白色粒 ④ほぼ完形 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高 3.4 

7 土師器 No.23 口f圭 (11.3) ①良好 ②燈色 ③石英、白色粒、 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
士干 底径 一 黒色粒 ④1/2 内面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へラナデ。

器高く3.4>

B 土師器 2区 口径 (14.2)①良好 ②にぶい燈色 ③白色粒、 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
土干 底径 黒色粒 ④口縁部~体部 1/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高く4.3>

9 土師器 l区 口径 (9.7) ①良好 ~燈色 ③石英、白色粒、 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
主不 底径 黒色粒 ④ 1/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部ヘラナデ。

器高 2.8

10 土師器 No.136 口径 (9.5) ①良好 ②燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部へフナデ。底部へフケズリ。
長不 底径 粒④2/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高 3.2 

11 土師器 No.54、 口径 (10.5)①良好 ~燈色 ③角閃石、白色 外面 口縁部ヨコナデ。体部へフケズリ。底部へフナデ。
長不 l区 底径 粒④ 1/3 内面 白縁部ヨコナデ。体部~底部へラナデ。

器高 3.4 

12 土師器 No.16、 口径 (10.6)①良好 ②燈色 ③角閃石、白色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
士干 4区 底径 粒 ④口縁部1/2欠損 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部ヘラナデ。

器高 3.1 

13 土師器 2・4区 口径~ 11. 0 ①良好 ~燈色 ③角閃石、白色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
珂= 底径 粒 ④口縁部 1/3欠損 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高 3.3 

14 土師器 4区 口径 (11.1) ①良好 ②桜色 ③角閃石、白色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
土干 底径 粒④2/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高 2.8

15 土師器 3区 口径 (10ヲ)①良好 ②燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
士干 底径 粒④ 1/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高く3.D 

16 土師器 2区 口f圭(11.2) ①良好 ②燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナゲ。体部~底部へフケズリ。
士干 底径 粒④1/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部ヘラナテ。

器高く3.0>

17 土師器 4区 口f圭 (11.5) ①良好 ②燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
士不 底径 粒 ④口縁部~体部 1/2 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高く3.0>

18 土師器 No.32、 口径 (12.0)①良好 ②にぶい燈色 ③白色粒 外面 口縁部ヨコナプ。体部~底部へフケズリ。
土干 4区 底径 ④ 1/2 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高 3.5 

19 土師器 4区 口径 (12.3)①普通 ②燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナプ。体部~底部へフケズリ。
長不 底径 粒④2/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高く3.5>

20 土師器 1 . 4区 口径 (13.4)①良好 ②鐙色 ③石英、白色粒、 外面 口縁部ヨコナプ。体部~底部へフケズリ。
土不 底径 黒色粒 ④ 1/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナテ。

器高く4.7>

21 土師器 No.36 口径 (15.0)①良好 ②にぶい黄褐色 ③雲母、 外面 口縁部ヨコナプ。体部へフケズリ。
士干 底径一 白色粒、黒色粒 ④口縁部~体部 内面 口縁部~体部ヨコナデ。

器高く3.3> 1/3 

22 土師器 2区 口f圭 13.3 ①普通 ②にぶし、黄褐色 ③石英、 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
事不 底径 角関石、白色粒 @3/4 内面 口縁部~体部に横・斜方向のミガキ。底部に一方向のミガキ。

器高 4.3 内面に黒色処理。

23 土師器 1・4区 口径 (15.9)①良好 ②燈色 ③白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
主不 底径一 粒④1/2 内面 口縁部~体部上位ヨコナデ。体部下位~底部へラナデ。

器高 5.2

24 土師器 2区 口径 (20.5)①良好 ~櫨色 ③角閃石、白色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。

鉢 底径 粒④ 1/4 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底面に布目圧痕。
器高 <8.2>
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番号 器種 出土位置 法量 (cm) 邸完成②色調③胎土④残存 成-整形技法の特徴

25 土師器 4区 口f圭 (25.7)①普通 ②にぶい櫨色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナゲ。体部に斜方向のへフケズリ。
鉢 底 径 一 白色粒、褐色粒 ④口縁部~体部 内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

器高く6.0> 1/8 内面は摩耗。

26 須恵器 No.139 口t釜 (8.3) ①還ゴじ焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。天井部手持ちへフケズリ。
幸ヰ喜 底径 一 ④口縁部 2/3欠損 内面 ロクロナデ。

器高 2.8 外面口縁部に自然袖付着。

27 須恵器 3・4区 口径 (9.1) ①還克焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。天井部は回転へフケズリ。
蓋 底径 一 ④1/5 内面 ロクロナデ。

器高 2.6

28 須恵器 4区 口径百 2 ①還克焔 ②灰色 ③白色粒、黒 外面 ロクロナデ。天井部手持ちへフケズリ。
華皿 底径 色粒 ④ 2/3 内面 ロクロナデ。

器高く3.3> 外面天井部に自然袖付着。

29 須恵、器 No.129、 口径 (10.4)①還冗焔(やや軟質) ②灰色 外面 ロクロナプ。天井部は回転へフケズリ。口縁部と天井部の
蓋 4区 底径 ③白色粒 ④1/2 境に横位沈線が 1条めぐる。

器高く3.D 内面 ロクロナデ。

30 須恵器 No.28、 口径 11.6 ①還冗焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。天井部は手持ちへフケズり。
主且き 3区 底径 ④ 2/3 内面 ロクロナデ。

器高 3.2 外面に自然勅が付着。

31 須恵器 1・4区 口径(11.0) ①酸化焔気味 ②淡黄色 ③白色 外面 ロクロナデ。天井部手持ちへフケズリ。
芸血 底径 粒、小機 ④ 1/4 内面 ロクロナデ。

器高 2.8

32 須恵、器 4区 口径 (11.0) ①還冗焔(やや軟質) ②灰黄色 外面 ロクロナアo 天井部手持ちへフケズリ。
芸且 底径 ③黒色粒 ④1/4 内面 ロクロナデ。

器高 3.3 

33 須恵器 1 .4区 口径 (14.4)①酸化焔気味 ②にぶい黄燈色 外面 ロクロナプ。天井部手持ちへフケズリ。

蓋 底径 ③黒色粒 ④1/3 内面 ロクロナデ。
器高く3.3>

34 須恵器 No.13、 口径 10.0 ①還元焔 ②灰色 ③黒色粒 外面 ロクロナプ。天井部は回転へフケズリ。
芸且 4区 底径 ④摘み・口縁部一部欠損 内面 ロクロナデ。

器高 <2.D 外面に自然紬が付着。

35 須恵器 No.55 口径 (9.5) ①i呈フE焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。天井部回転へフケズリ。
蓋 底径 ④ 113 内面 ロクロナテ。

器高く2.9>

36 須恵器 No.127、 ロネ歪 8.6 ①還フE焔 ②灰白色 ③白色粒 外面 ロクロナプ。体部~底部回転へフケズリ。
均て 1・4区 底径 ④ 3/4 内面 ロクロナデ。

器高 <2.5> たちあがりは内{領、受部はほぼ水平。

37 須恵器 2区 口径 (14.9)①還冗焔 ②灰白色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。
主不 底径 ④口縁部~体部 1/8 内面 ロクロナデ。

器高 <2.3> たちあがりは内傾、受音Bはほぼ水平。器厚は薄い。

38 須恵器 1区、 口径(16.3)①還克焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。
珂= カ7 ド 底径 一 ④口縁部~体部 116 内面 ロクロナデ。

器高 <2.D たちあがりは内傾、受部はほぼ水平。器厚は薄い。

39 須恵、器 I区 口径 (11.4) ①還元焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。
主不 底径 ④口縁部1/4 内面 ロクロナデ。

器高く2.2> たちあがりは内傾、受部はほぼ水平。

40 須恵、器 1・4区 口径 9.4 ①還元焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。底面へフ切り。
事不 底径 ④口縁部~体部 1/3欠損 内面 ロクロナデ。

器高 3.9 

41 須恵器 No.33 口径(15.8)①還冗焔 ②灰白色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。体部下位~底部手持ちへフケズリ。
鉢 底径 ④ 1/3 内面 ロクロナデ。

器高 5.7 内面に自然勅が付着。

42 須恵器 1・4区 口f圭(13.1) ①還元焔(やや軟質) ②灰色 外面 ロクロナプ。

高杯 底径 ③白色粒 ④杯部1/4 内面 ロクロナデ。
器高く3.8>

43 須恵器 4区 口 径 一 ①還冗焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナプ。中位に横位沈線が 2条めぐる。

高杯 底径 ④脚部 1/2 内面 ロクロナデ。
器高く6.D 横位沈線を挟んだ上下に方形の透孔。

44 須恵器 No.63 口 径 一 ①還7G焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナァ、の後、体部下半に回転へフケズリ。屑部に横位
E車 底径 ④体部1/3 沈線が l条めぐる。

器高く5.9> 内面 ロクロナデ。
体部中{立に円孔。肩部外面に自然粕が付着。

45 須恵器 No.65、 口径 8.9 ①還元焔(やや軟質) ②灰色 外面 ロク口ナデ。
宜士E 1・2区 底径 ③白色粒 @口縁部のみ 内面 ロクロナデ。

器高 <4.6>

46 須恵器 3・4区 口f圭(11.9)①還元焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナプの後、横方向のカキメ。
宜で佐E 底径 ④口縁部 1/5 内面 ロクロナデ。

器高く5.D 

47 須恵器 No.62・98、口径 (13.5)①還元焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナプ。
宣士 1・4区 底径 @口縁部 3/4 内面 ロクロナデ。

器高 <4.9>

48 須恵器 No.64、 口 径 一 ①還元焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。
提瓶 2・3・4区 底径 ④頚部 2/3、肩部1/5 内面 ロクロナデ。

器高<7.6> 頚部内面に自然粕が付着。

第4表 H-8号住居土I上出土遺物観察表 (2)
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番号 器種 出土位置 法量 (cm) ①焼成cz:色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

49 須恵器 No.21、 口径 ①還元焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。頚部に横位沈線が 1条めぐる。
提瓶 1区 底径 ④頭部~胴部上半 1/4 内面 ロクロナデ。

器高く13.4>

50 須恵器 Nι26・112口径 (8.1) ①還7G焔 ②灰色 ③石英、白色 外面 ロクロナァ。口縁部に横位沈線2条。胴部上半に横位カキメ。
平瓶 3・4区 底径 8.8 粒 ④口縁部 1/3、胴部1/3、底部 胴部下半~底部は右回転へラケズリ。

器高 17.1 完形 内面 ロクロナデ。円盤部は指ナデ。
口縁部直下の内底面に自然紬付着。

51 須恵器 NO.8' 10・ 口径 (12.8) ①還フE焔 ②灰色 ③白色粒 ④ 外面 ロクロナデ。胴部下半~底部平行タタキ。
斐 11・15・ 底径一 口縁部 1/5、胴部1/2、底部 3/4 内面 ロクロナデ。胴部下半~底部同心円の当て具痕。

27・109、 器高 22.8
1 . 2・4区

52 土師器 No.61、 口f圭 14.3 ①普通 ②にぶい赤褐色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナゲ。胴部に縦方向→斜方向のへフケズリ。
小形窪 2・4区 底f圭 白色粒 ④口縁部~胴部上半 1/2 内面 口縁部ヨコナデ。胴部に横方向のへラナデ。

器高く7.3>

53 土師器 No.74、 口f圭(14.8)①普通 ②にぶい褐色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナヂ。胴部上位に縦方向のへフケズリ。
小形霊童 1・3区 底径 一 白色粒 ④口縁部~胴部上位1/3 内面 口縁部ヨコナデ。胴部上位に横方向のへラナデ。

器高く7.D 

54 土師器 No.75、 口f圭(15.3)①普通 ②にぶい褐色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナデ。胴部上位に縦方向のへフケズリ。
小形饗 2区 底径 一 白色粒 ④口縁部~胴部上位 1/3 内面 口縁部ヨコナデ。胴部上位に横方向のへラナデ。

器高(7.0>

55 土師器 No.79・ 口径 16.7 ①普通 ②にぶい燈色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナデ。胴部上位に縦方向のへフケズリ→胴部中
小形霊童 86・93・ 底 径 一 白色粒、黒色粒 ④1/2 ~下位に斜方向のへラケズリ。底部へラケズリ。

94・97、1. 器高 16.9 内面 口縁部ヨコナデ。胴部に横方向のへラナデ。底部へラナデ。
2・4区

56 土師器 NO.96 口径 (23.3)①普通 ②にぶい燈色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナデ。胴部上位に縦方向のへフケズリ。
護 底径 白色粒、黒色粒 ④口縁部~胴部 内面 口縁部ヨコナデ。胴部上位に横方向のへラナデ。

器高く6.8> 上位 1/5

57 土師器 No.108・ 口f圭 22.4 ①良好 ②にぶい燈色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナデ、指頭圧痕。胴部縦方向、下端は斜方向の
窪 110・135、 底径 3. 7 白色粒、褐色粒 ④ 2/3 ヘラケズリ。底部へラケズリ。

1・4区 器高 35.0 内面 口縁部ヨコナデ。胴部横・斜方向のへラナデ。底部へラナデ。

58 土師器 N江 138、 口径.24.3 ①良好 ②にぶい燈色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナデ。胴部縦方向、下端は斜方向のへフケズリ。
号車 I区 底径 (6.2) 白色粒、褐色粒 ④底部 1/2欠損 底部ヘラケズリ。

器高 40.1 内面 口縁部ヨコナデ。胴部上~中位は横方向、下端は斜方向の
へラナデ。底部ヘラナデ。

59 土師器 No.70・ 口径 (21.0) ①良好 ②にぶい赤褐色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナプ、指頭圧痕。胴部縦方向のへフケズリ。
護 82・91・ 底 径 一 石英、白色粒、福色粒 ④口縁部 内面 口縁部ヨコナデ。月間部横方向のへラナデ。

122、 器高 <28.6>1/4、胴部 3/4
2・4区

60 土師器 No.124・ 口径 23.0 ①良好 ②にぶい黄燈色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナデ、指頭圧痕。胴部縦方向のへフケズリ→下

き星 130 ~ 134 底径 石英、白色粒、褐色粒 ④口縁部 位斜方向のへラケズリ。
2・4区 器高く25.8>完形、胴部 1/2 内面 口縁部ヨコナデ。月間部横方向のへラナデ。

61 土師器 No.88・ 口径 ①良好 cz:燈色 ③片岩、石英、 外面胴部中位は縦方向→下位は横方向のへフケズリ。底部へフ

斐 89・92・ 底径 一 白色粒、褐色粒 ④月間部中位~底 ケズリ。
95・100・ 器高く19.5>部 3/4 内面胴部横・斜方向のへラナデ。底部へラナデ。
122、2区 外面胴部に粘土が付着。

62 土師器 No.165 口径 21.8 ①良好 ②にぶい燈色 ③雲母、 外面 口縁部ヨコナデ、指頭圧痕。胴部上位縦方向のへフケズリ。
警 底径 石英、白色粒、褐色粒 ④口縁部 内面 口縁部ヨコナデ。胴部上位横方向のへラナデ。

器高く8.2> ~目岡部上位

63 土師器 No.26・ 口f圭(22.0)①良好 cz:桂色 ③片岩、チャー 外面 口縁部ヨコナデ、指頭圧痕。胴部斜方向のへフケズリ。
査 31・34・ 底径 ト、白色粒、褐色粒 ④口縁部 内面 ロ縁部ヨコナデ。胴部横方向のへラナデ。

35・39・ 器高く33.0>1/4、目岡部1/2
120・121、
4区

64 須恵器 4区 口径 (25.7)①還元焔 ②暗灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。 2条の横位沈線を境とした上下に、 11本 1単
護 底径 ④口縁部1/8 位の櫛歯状工具による波状文を施文。

器高く4.4> 内面 ロクロナデ。

65 須恵器 No.20・51、口f圭(22.3)①還フE焔 ②灰色 ③黒色粒 外面 口縁部ロクロナデ。胴部平行タタキ。

霊童 4区 底径 ④口縁部~頚部 1/2 内面 口縁部ロクロナデ。胴部同心円の当て具痕。
器高く9.5> 外面月同部および内面口縁部に自然袖付着。

66 須恵器 No.28 口 径 一 ①還元焔 ②灰色 ③白色粒 外面 平行タタキ。自然紬付着。
雲監 底径 ④肩部破片 内面 同心円の当て具痕。

器高

67 須恵器 No.19、 口ネ圭 一 ①還フE焔 ②灰色 ③白色粒 外面平行タタキ→横方向のカキメ。
護 日4{主 底径 ③胴部破片 内面横方向のへラナデ。

器高 外面に自然紬付着、蓋の口縁部破片が付着。

68 須恵器 Nι160、 口径一 ①還元焔 ②暗灰色 ③白色粒 外面 平行タタキを擬格子状に施した後、横方向のカキメ。
横瓶力 I区、 底径 ④桐部破片 内面 同心円の当て具痕→横方向のへラナデ。

掘り方 器高 外面に自然紬付着。

番号 器種 出土位置 ①法量 (cm.g)②材質([残存④成・整形技法の特徴⑤備考

69 鉄製品 No.l ①全長 15.7、鍛身長 10.1、鍍身幅1.3、鍛身厚 0.2、主長 5・6、歪幅 0.7、茎厚 0.3、重量 25.96 ②鉄製 ③ほぼ|
刀子 完形 ④ 

70 鉄製品 NO.2 ①全長 10.7、茎長 7.9、茎幅1.0、茎厚 0.25、重量 15.33 ②鉄製 ③杢部 ④← 
刀子

第 5表 H-8号住居士止出土遺物観察表 (3)
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番号 器種 出土位置 ①法量 (Clll.g)②材質③残存@成・整形技法の特徴⑤備考

71 鉄製品 No.117 ①長さく7.5>、幅1.0、厚さ 0.2、重量 5.12 ②鉄製③両端部欠損 ④刃部あり
刀子

72 鉄製品 No.5・6 ①長さ 9.7、幅 0.8、厚さ 0.3、重量 9.38 ②鉄製③ほほ完形 ④刃部あり
刀子力

73 鉄製品 No.3 ①飯身長く4.5>、鍛身幅 <2.1>、鍛身厚 0.2、重量 5.08 ②鉄製 ③鍛身部のみ、逆刺部欠損 @柳葉形
鉄鍛

74 鉄製品 I区 a::鍛身長 3.5、鍛身幅1.9、鍛身厚 0.3、重量 4.30 ②鉄製 ③鍛身部のみ ④ 
鉄鍛

75 鉄製品 Nふ7 ①茎長く6.3>、茎幅 0.7、茎厚 0.3、重量 5.11 ②鉄製 ③茎部のみ、端部欠損 ④断面長方形
鉄鍛

76 鉄製品 No.120 ①長さく4.2>、幅1.3、厚さ 0.3、重量 4.13 ②鉄製③端部欠損 ④断面長方形
不明

77 薦編石 No.155 ①長さ 8.27、幅 5.35、厚さ 3.27、重量 182.93 ②安山岩 ③完形 ④← ⑤:与真のみ

78 薦編石 No.148 ①長さ 7.41、幅 4.74、厚さ 4.06、重量 208.20 ②流紋岩③完形 ④ー ⑤写真のみ

79 薦編石 No.153 ①長さ 9.33、幅 5.17、厚さ 3.40、重量 208.15 ②流紋岩 ③完形 ④ ⑤写真のみ

80 薦編石 No.142 ①長さ 7.96、幅 4.03、厚さ 3.22、重量 185.28 ②安山岩 ③完形④ ⑤写真のみ

81 薦編石 No.146 ①長さ 8.69、幅 5.42、厚さ 3.44、重量 177.06 ②安山岩 ③完形 ④ー ⑤写真のみ

82 薦編石 No.176 ①長さ 9.01、幅 4.85、厚さ 3.21、重量 179.47 ②安山岩③完形 ④ ⑤写真のみ

83 薦編石 No.149 ①長さ 8.91、幅 5.51、厚さ 2.03、重量 153.38 ②安山岩 ③完形③ー ⑤写真のみ

84 薦編石 No.141 ①長さ 8.72、幅 4.20、厚さ 4.71、重量 235.43 ②砂岩 ③完形④ー ⑤写真のみ

85 薦編石 No 159 ①長さ 10.59、幅 5.46、厚さ 2.47、重量 174.78 ②安山岩 ③完形④ー ⑤写真のみ

86 薦編石 No.168 ①長さ 8.98、幅 5.51、厚さ 3.18、重量 212.87 ②安山岩③完形④ー ⑤写真のみ

87 薦編石 No.179 ①長さ 9.31、幅 3.98、厚さ 2.48、重量 137.57 ②安山岩 ③完形④ ⑤写真のみ

88 薦編石 No.150 ①長さ 9.52、幅 4.73、厚さ 5.22、重量 313.39 ②安山岩 ③完形@ ⑤写真のみ

89 薦編石 No.143 ①長さ 8.84、幅 5.64、厚さ 4.50、重量 268.67 ~砂岩③完形 ④ ⑤写真のみ

90 薦編石 No.173 ①長さ 9.84、幅 4.78、厚さ 4.02、重量 233.15 ②安山岩③完形④ー ⑤写真のみ

91 薦編石 2区 ①長さ 9.47、幅 5.43、厚さ 3.31、重量 221.72 ②安山岩 ③完形④ー ⑤写真のみ

92 薦編石 No.174 ①長さ 9.51、幅 4.59、厚さ 3.56、重量 192.04 ②安山岩 ③完形 ④ー ⑤:与真のみ

93 薦編石 No.157 ①長さ 10.73、幅 5.13、厚さ 2.74、重量 166.37 ②安山岩 ③完形@一 ⑤写真のみ

94 薦編石 No.152 ①長さ 9.99、幅 5.87、厚さ 2.57、重量 165.29 ②安山岩 ③完形 ④ー ⑤写真のみ

95 薦編石 No.171 ①長さ 10.60、幅 5.59、厚さ 3.20、重量 273.49 ②安山岩 ③完形④ー ⑤写真のみ

96 薦編石 No.167 ①長さ 11.12、幅 6.39、厚さ 4.25、重量 371.01 ②砂岩 ③完形④ー ⑤写真のみ

97 薦編石 No.175 ①長さ 10.70、幅 5.75、厚さ 3.79、重量 262.55 ②安山岩③完形 ④ ⑤写真のみ

98 薦編石 No.172 ①長さ 10.60、幅 5.61、厚さ 4.40、重量 339.41 ②砂岩 ③完形④ ⑤写真のみ

99 薦編石 No.170 ①長さ 10.62、幅 6.57、厚さ 3.82、重量 393.58 ②安山岩③完形④ー ⑤写真のみ

100 薦編石 No.158 ①長さ 11.10、幅 5.52、厚さ 3.49、重量 295.80 ②安山岩③完形 ④ー ⑤写真のみ

101 薦編石 Nュ166 ①長さ 11.12、幅 4.94、厚さ 4.16、重量 326.26 ②砂岩③完形④ー ⑤写真のみ

102 薦編石 No.178 ①長さ 12.15、幅 6.02、厚さ 5.33、重量 510.62 ②安山岩③完形@ー ⑤写真のみ

103 薦編石 2区 ①長さ 13.05、幅 5.59、厚さ 3.67、重量 457.95 ②安山岩③完形 ④ ⑤写真のみ

第 6表 H-8号住居士止出土遺物観察表 (4)

③H-9a号住居士止(第 15~ 17図、第7・8表、 PL. 4・19)

位置 F-1、G-1グリッド。 重複 H-2・3・9b号住居社、 M-8号溝と重複する。新!日関係

は古い方から本遺構<H-9b号住居士止<H-2・3号住居土止<M-8号溝となる。 平面形態 北側が

調査区外となり全容は不明で、ある。 規模長軸 5.00mX短軸 2.84m以上×深さ 0.40m。 主軸方

位 N -570 

- E。 覆土 自然堆積と推測される。 As-YP・白色粒・炭化物粒を含む黒褐色土を主体

とする。 カマド未検出。 柱穴主柱穴を 2基検出した。 P-1は径 56X 55 cm、深さ 95cm、P-

2は径 51X 34 crn、深さ 77cmを測る。 貯蔵穴 カマドの右側に位置する (D-1)。平面形は隅丸方

形を呈し、下端の東側はオーバーハングする。径 81X 79 cm、深さ 97cmを測る。 ピット 1基を検

出した (p-3)。径 60X 34 cm以上、深さ 53cmを測る。 床面の状態全体的に締まっており、特に

竪穴中央部は強く硬化している。貼床で、黒褐色士を主体とする。硬化部分は黄樫色士を主体とした黒褐

色土との混土である。 壁溝南・酉壁下にめぐる。幅 6~ 16 cm、深さ 8~ 10 cm。 遺物 土師器

杯・高坪・窪・査、須恵器部・蓋・警・壷、管玉、鉄製品、薦編石などが多量に出土した。貯蔵穴の下

層から土師器の坪(5)・小形壷 (12)・奮 (14) の破片が、 P-1の最下層から土師器坪・高坪の破片が、

n
L
 

つム



P-2の 下 層 か ら土師器の杯(2)・高坪(8 )の破片が出土した。 16の管玉は4区下層の出土である。

薦編石は概ね床面直上である。竪穴の南東隅、貯蔵穴の上からは、大振りの安山岩が上層から流れ込ん

だ状態で出土した。床面直上の遺物は 1・3・6・7・15がある。 時期 6世紀中頃と推定される。

~1-i: 11日

iff~" ， 
10 
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QJ 16 
。 (17) 

第 15図 H-9a号 住 居 杜 出 土 遺 物

番号 器種 出土位置 法量 (cm) ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

l 土師器 No.17 口径 (12.5) ①良好 ②明褐色 ③片岩、白色 外面 口縁部ヨコナプ。体部~底部へフケズリ。
珂て 底径 粒④ 1/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高く5.7>

2 土師器 P-2下層 口径 (13.7)①良好 ②明褐色 ③白色粒、褐 外面 口縁部ヨコナァ。体部へフケズリ。
主不 底径 色粒 ④口縁部~体部 1/2 内面 口縁部~体部ヨコナデ。

器高く4.4>

3 土師器 NO.20 口径 (14.0)①良好 ②燈色 ③黒色粒、筒色 外面 口縁部ヨコナデ。体部へフナデ。
士干 底径 粒 ④口縁部~体部1/4 内面 口縁部~体部に横・斜方向のミガキ。

器高く3.6> 内面に黒色処理。

4 土師器 NO.7、1・4 口径 (12.6)①良好 ②桂色 ③白色粒: ④口 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。

ー、、、、、、

一一ー~、、

5cm 

10cm 

10cm 

士干 区、一括 底 径 一 縁部 1/3欠損 内面 口縁部横方向のミガキ。体部~底部に横・斜方向のミガキ。
器高 4.1 内面に黒色処理。

5 土師器 D-l 口径 (13.8)①良好 ②にぶい褐色 ③石英、 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
士干 底径 白色粒 @2/3 内面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へラナデ。

器高 <4.4> 内外面に黒色処理。

第 7表 H-9a号住居祉出土遺物観察表 (1)
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番号 器種 出土位置 法量 (cm) ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

6 土師器 No.6・8・9、口径 (16.0)①良好 ②燈色 ③白色粒、褐色 外面 口縁部ヨコナデ→斜方向のミガキ。体部~底部へフケズリ。
士干 f舌 底径 粒 ④口縁部1/2欠損 内面 口縁部ヨコナデ→横・斜方向のミガキ。体部~底部に横・

器高 6.0 斜方向のミガキ。

7 須恵器 No.19 口径 (12.8)①還克焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。体部下半~底部回転へフケズリ。
主不 底径 ④ 1/4 内面 ロクロナデ。底面に同心円の当て具痕。

器高 3.4 たちあがりは内傾、受部は上方へのびる。

8 土師器 P-2下層 口径 (17.0)①良好 ②明黄褐色 ③白色粒、 外面 口縁部ヨコナデ。杯部へフケスリ。
高杯 底径 黒色*立、渇色粒 ④口縁部1/8 内面 口縁部ヨコナデ。杯底部へラナデ。

器高く4.6>

9 土師器 No.32 口 径 一 ①良好 ②にぶい黄褐色 ③白色 外面脚部縦方向のへフナ/ 0

高志不 底径 粒 ④杯部底面~脚部上半 内面 i干部底面 方向のミガキ、黒色処理。脚部上位指ナデ。
器高 <5.2>

10 土師器 No.11 口径 ①良好 ②経色 @片岩、石英、 外面脚部縦方向のへフケズリ。
高杯 底径 角閃石、白色粒 ④脚部 内面 脚部上半に縦方向のへラナデ、下半に横方向のへラナデ。

器高く17.1>

11 土師器 括 口径 (8.2) ①良好 ②にぶい黄褐色 ③白色 外面 口縁部ヨコナデ。胴部斜方向のへフナデ。
小形査 底径 粒、褐色粒 ④口縁部~胴部上半 内面 口縁部ヨコナデ。胴部横方向のへラナデ。

器高く6.1> 1/3 

12 土師器 D-1 口径 (11.5) ①良好 ②にぶい燈色 ③チャー 外面 口縁部ヨコナデ。胴部は摩耗のため不明。
小形壷 底径 卜、白色粒、褐色粒 ④口縁部~ 内面 口縁部ヨコナデ。胴部横・斜方向のへラナデ。

器高く11.4> 胴部 t半 1/3

13 土師器 No.1 ~4 ・ 口径 (17.4)①良好 ②燈色 ③チャー卜、白 外面 口縁部ヨコナデ。月阿部縦方向のへフケズリ→下端横方向の

護 8・9、4区、 底径 (8.4) 色粒、褐色粒、黒色粒 ④ 3/4 ヘラナデ。底部へラケズリ。
一括 器高 30.7 内面 口縁部ヨコナデ。胴部下半縦方向のへラナデ→上半横方向

のへラナデ。

14 土師器 D-1 口径 (19.0)①良好 ②にぶい黄燈色 ③白色 外面 口縁部ヨコナデ、指頭圧痕。月阿部上位に縦方向のへフケズリ。

~ 底 径 ー 粒、黒色粒 ④口縁部~胴部上位 内面 口縁部ヨコナデ。胴部上位横方向のへラナデ。
器高く6.0> 1/7 

15 土師器 No.21、 口径 ①良好 ②にぶい黄燈色 ③白色 外面 胴部下半斜方向のへフナァ→斜方向のへフケズリ、下端は
号車 1・2区、 底径 9.1 粒、褐色粒、小磯④胴部下半~ 横方向のへラナデ。底部ナデ。

括 器高く12.0>底部 2/3 内面 胴部下半斜方向→横方向のへラナデ。底部ヘラナデ。

番号 器種 出土位置 ①法量 (cm.g)②材質③残存④成・整形技法の特徴⑤備考

16 石製品 4区 ①長さ 2.5、幅 0.9、厚さ 0.85、重量 3.31 ②緑色凝灰岩 ③ 部欠損 @非常に丁寧な研磨。
管玉

17 鉄製品 No.54 ①長さく1.6>、幅 <2.8>、厚さ 0.1、重量1.89②鉄製a:破片④
不明

18 薦編石 No.44 ①長さ 12.15、幅 6.37、厚さ 4.91、重量 511.52 ②安山岩 ③完形 ④ ⑤写真のみ

19 薦編石 No.43 ①長さ 12.95、幅 6.55、厚さ 5.75、重量 694.50 ②安山岩 ③完形 ④ ⑤写真のみ

20 薦編石 No.42 ①長さ 12.12、幅 5.90、厚さ 6.44、重量 683.82 ②安山岩 ③完形 ④ ⑤写真のみ

21 薦編石 No.35 ①長さ 13.45、幅 6.20、厚さ 5.37、重量 654.43 ②安山岩 ③完形④ー⑤写真のみ

22 薦編石 No.40 ①長さ 13.60、幅 7.38、厚さ 5.78、重量 782.85 ②安山岩③完形 ④ ⑤写真のみ

23 薦編石 No.38 ①長さ 13.30、幅 7.43、厚さ 4.99、重量 738.02 ②安山岩 ③完形 ④ー⑤写真のみ

24 薦編石 No.41 ①長さ 14.23、幅 7.16、厚さ 6.27、重量 931.64 ②安山岩 ③完形 ④ ⑤写真のみ

25 薦編石 No.46 ①長さ 14.15、幅 8.48、厚さ 5.59、重量 793.61 ②安山岩 ③完形④ ⑤写真のみ

26 薦編石 No.3ヨ ①長さ 14.38、幅 6.41、厚さ 5.04、重量 695.71 ②安山岩③完形 ④ ⑤写真のみ

27 薦編石 No.50 ①長さ 14.85、幅 7.07、厚さ 5.45、重量 649.95 ②安山岩 ③完形 ④ ⑤写真のみ

28 薦編石 No.45 ①長さ 15.15、幅 7.75、厚さ 4.95、重量 902.53 ②安山岩③完形 ④ー⑤写真のみ

29 薦編石 No.51 ①長さ 15.18、幅 6.61、厚さ 6.16、重量 766.62 ②安山岩 ③完形④ ⑤写真のみ

30 薦編石 No.37 ①長さ 16.85、幅 6.51、厚さ 6.60、重量 1，019.04 ②流紋岩 ③完形 ④ー⑤写真のみ

31 薦編石 No.36 ①長さ 15.58、幅 8.37、厚さ 7.29、重量 1，298.89 ②安山岩 ③完形④ー⑤写真のみ

第 8表 H-9a号住居土I上出土遺物観察表 (2)

④H-9b号住居士止(第 18~ 20図 、 第 9・10表、 PL. 4・19・20)

位置 E-L F-lグリッド。 重複 H-2・9a号住居士止、 M-l号 溝 と 重 複 す る 。 新 旧 関 係 は 古

い方から日-9a号住居土止<本遺構<H-2号住居士止<M-l号溝となる。 平面 形 態 北側が調査区外

と な り 全 容 は 不明である。 規模 南 北 軸 2.75m以 上 、 深 さ 0.46m。 主軸方位 N -111
0 -w。

覆土 自然堆積と推測される。 As-YP・白色粒・炭化物粒を含む黒褐色土を主体とする。 カ マ ド 西

壁に位置する。全長 0.96m以上。焚口部の鳥居状石組みが残存する。焚口幅は 28cmを測る。壁断面

に 明黄 褐色 粘質土と黒褐色土の混士がみられ、構築士に使用されたものと推定される。 柱穴 未検出。

貯蔵穴 未検出。 ピット 2基を検出した。 P-lは径 52x 42 cm、深さ 20cmを測り、中層から半分

ρ
h
u
 

n
，ρ
 



に割れた土製紡錘車 (14) が出土した。 床面の状態 全体的に締まっている。貼床で黒褐色士を主体

とする。 壁溝東・南壁下にめぐり、南東隅は途切れる。幅 8~ 14 cm、深さ 4~6cm。 遺物 土

師器罫・斐・童、須恵、器亦・蓋・墾・査、土製紡錘車、鉄製品、薦編石などが少量出土した。薦編石は

床面直上での出土である。なお、重援するH-2号住居士止出土の遺物で古墳時代に比定されるもの(3・4・

6・10・11) については、本住居士止に伴う遺物として扱った。 時期 7世紀第 3四半期と推定される。
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第四図 日-9b号住居士止 (1)
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遺構名 層番 層名 しまり 粘性 混入物

H-9b住 I 暗褐色土層7.5YR3/3 弱い 弱し、 As-Aを多世含む。

E 暗褐色士層7.5YR3/3 弱い 弱し、 As-s主体。

目 黒褐色土層 7.5YR3/2 ややあり ややあり 白色粒 As-YPを少量含む。

IV 黒褐色土屑7.5YR3/1 ややあり やゃあり 白色位 As-VPを中量、炭化物粒を少E含む。

V 黒褐色土居7.5YR3/1 あり やゃあり 白色粒を多量、 As-YPを中量含む。

I 黒褐色土層7.5YR3/2 やゃあり やゃあり 炭化物粒 白色位・ As-YPを多E、焼土を柑最古む。

黒褐色土層7.5YR3/2 ゃゃあり ややあり 炭化物立を大最 明黄褐色土ー焼土を中量、白色粒・ As-YPを多屯Jさむ。

黒褐色土層7.5YR3!2 ややあり ややあり にふい黄控色土を多量、炭化物粒・白色粒 As-YPを中量、焼土を微量含む。

4 黒褐色土層7.5YR3/2 ややあり ややあり As-YPを中塁、炭化物粒 白色生を少量、焼土を微量含む。

5 黒褐色士層7.5YR3/2 やゃあり やゃあり 白色粒・ As-YPを少量、炭化物粒・焼土を微最古む。

6 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり As-YPを多量、白色粒炭化物粒を少量吉む。

黒褐色土層7.5¥'R3/1 やや弱い やゃあり As-YPを多量吉む。

黒褐色土層7.5YR3/1 やゃあり やゃあり 明黄褐色士を多量、焼士・炭化物粒を中量、白色粒を少呈含む。

9 黒禍色士層7.5YR3!1 やゃあり ややあり 明黄↑白色土 白色粒ー炭化物粒焼土を少E含むD

10 黒褐色士層7.5YR3/1 ややあり ややあり 明黄褐色土を少量、白色粒 炭化物粒を微最古む。

II 明黄褐色土居lOYR7/6 強し、 ややあり 黒褐色土を多量、白色粒を少量 焼土を微量含むc

12 黒褐色土層7.5YR3!1 あり やゃあり 明黄褐色土を中畳、焼土 炭化物位を少量吉む。

13 黄桂色土層10YR7/8 守主し、 やゃあり 焼土を多皇、黒十島色土 白色1立を少量含む。

14 黒褐色土居7.5YR3/1 あり ゃゃあり 明黄褐色土を大量、焼士を微量含む。

15 黒褐色土層7.5YR3/1 ゃゃあり ややあり 焼土 明黄褐色士を少量合む。

16 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり やゃあり 明黄褐色土ー白色粧を少量、焼土を微量吉む。

17 黒褐色土層7.5YR3!1 ややあり やゃあり 白色位.As-YPを多量、炭化物粒焼士を少量含む。

18 黒褐色士層7.5YR3/2 ややあり やゃあり 明黄褐色土を多量、白色粒炭化物粒焼士を少量吉む。

19 黒色土居7.5YR2/1 あり やゃあり 明黄褐色土を多E、白色桂を少量、炭化物粒 焼土を微量含む。

20 黒色土層7.5YR2/1 あり ややあり 明黄褐色フロックを多量、白色粒を少量吉む。

21 黒色土層7.5YR2/1 ややあり やゃあり 黄艦色土焼土を少量古む。

第四図 日 9b号住居祉 (2)
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第 20図 H-9b号住居土止出土遺物
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番号 器種 出土位置 法量 (cm) ①焼成②色調③胎土④残存 成-整形技法の特徴

1 土師器 No.27 口径 (11.3) ①良好 ②明褐色 ③白色粒、黒 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
士干 底径 色粒 ④1/4 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部ヘラナデ。

器高 3.5 

2 土師器 No.26、 口径 12.2 ①良好 ②燈色 ③角閃石、白色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。
杯 l区 底径 粒、褐色粒 ④ 2/3 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高 4.0 内外面ともに摩耗。

3 土師器 H-2住一括 口径 (11.0) ①良好 ②燈色 ③石英、白色粒 外面 口縁部ヨコナァ。体部へフケズリ。
珂= 底径 一 ④口縁部~体部 1/4 内面 口縁部~体部ヨコナデ。

器高く3.4>

4 土師器 H-2住一括 口径 10.1 ①良好 ②燈色 ③石英、白色粒 外面 口縁部ヨコナァ。体部~底部へフケズリ。
士干 底径 ー ④ 1/2 内面 口縁部~体部ヨコナデ。底部へラナデ。

器高 3.1 

第9表 H-9b号住居士止出土遺物観察表 (1)
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砕け l!:H前 /1¥1.1立fn 1)，，11 (CIlI) ①II!.成。)i!!.品H.D附 lょ①伐{r ，，11， WH例主wの特徴

日 上師~:~ トh2~ 111唱(11.0) (oJ'W ~19J/ぬ色 CDI'I色料 外I(，i1"量的自コナデ.体的ι 応部へラウズリ"
!1: btl長 ー CD I/~ 内I(!I 11統制I~ (-f'倒1 ::J コ寸デ. )1'tffllへラナデ。

日~，I'r. 3.2 
日 f :自i[il!!~ 11 2 Il! nll1 (11.0) (l)fW (2)Ul色 @角似i石、 1'1色 外liII IIU側ヨ=ナラ {本部-b'¥:ffllへラウズリ

!1、 b¥:1官 純① 1/5 内1M nU:部-(事前1ロロナ.j'，)I¥:I郎iへラサデ
日時刈 3.0 外l而I~f~.

7 I:r，¥i!m ぬ62 IIl~1 1. 7 ωiW (4I)1lf色 @白色純、 mo.外I(U 11級制iヨコナヂ.({'(!¥I-k官官sへラケズリ.

.lf 版f世 ー f.，zω2/3 内山i11 ~車部-IMIIη っナデ. bt前iへラナデ. 
日時，I"i 3. a 

8 I :I~"~持 1 ¥>( 111畳(12.'1) ωUJ.lI (2)IPl ト~色 CiWll刈イ[、(1 外1M II.J制11ヨヨナデ.w削1-底的へラケズリ.
川1 JîH~ - 色村 (j) 2/3 liilM IIUT!lI-体的 ;，1コナデ.btrrnへラナデ.

:r.Mli 4.2 
日 須J以II'~ ぬ30 111主(10.G) 。溜J~焔 <lO灰色 ③1'1色純 外前j rIク Uナデ.人n仰|ぃl似へヲケズリ.

~r..よ k'!:l圭 一 O) I /~、 l向みt.11欠Hl l付Iflj I:Jタロ寸→デ.
総高<1.9> 

10 ~必目t 11 .2 (1 No.iJ， [11世(10.8)①i盤JLfffl (z)t)(色<IDi'1色t，'l. 外lfii t'タロナデ.X)I・官11手持ちへラケズ九
必 31正 広1~ - CD 1/:1 rillli μ タロナデ.

骨骨刈 2. ~ 
11 上r.ili昨日 11 211 N" njモ16.8 ①JHf ~HI.色 ③@j「幻‘1:1サ、 外1(1] 1 11，説書11 9 口 Fゾ、 mVJÏl IZli~. 11トl附i縦)1'1('1のへラケズリ.

5地 15・41え 1J¥:f世 ー 1'1色1'，1.、mC!!tll. 0) 11跡的-1I~tIl'fU 内I(!I n級官¥19:lナグ.11同問i例 .~n)/lr'I(/)へラナデ。
昔日高 <13.3>'I'(，'l2l:l 

12 凶lilf.~ ぬ22 Ilt1'l (22.0) (i)IH1- (2)にぷいf<'.色 @・R除、 外I/II 11 縁部ヨロナデ、 1l'Jいほ金イ1サる.ß~~骨ß 1:位1-縦)jjl..のへ
4曜 4't11¥ (1色1也、小限Cj)" '~削\-刷M上 ラケズリ.

:r.}~'~ <10. 0> (世1/6 l川市i nt書官119コナ1 1阿部上位に償Hlulのへヲナデ.

13 Lr'I'総 No. 6~ 111を20.5 (l)fW (2)1・4旬、的防色 @:.'lll);、外1(1I 11 級制lヨコナデ.刷糊11 (，"1・1鈍)ijt，](1)へラケズリ.
w )uH王 ー 1'1色1仏側色tiI. (i)nH削\-ß~(fll liil曲 11'1:期i討ロナグ.刷tr¥1I.(irにtg()lI初のへラナF.

曜も
1!!}，Ili <9. 3> i'/，z 

紛争It 1111:1立附 ωy)..罰¥(CIlI・ K)(訟H'I.t@f~ (1 O)成 ・椴Jf:列車11，ω特徴<ID側狩

14 1:~I:I，r"， 1'-1 'I'Wi ①11'(1世(4.tl X 1/. H)、rL!現 (0.75 X O. 76)、JI/.さ 1.1、，r(li1;<16.!)0> @総1&:I~H、色刷: r括的Hl色、JIII1: : 1'1 o. 
kJil量Ij( 判 (3) 1/2 0)"Î\: ，(liに rv+< t.~ナデ. .!.;，(Iiltm;cに、]!.H't.

15 初t恕jM‘No. 3:1 ①j毛さ <5.7)、制a7，J'f.さ0.2、if(l，i16. 3~ (;t)似製ゆM怖か;lft ω州i民rtfflllUlrり1111がる.

円b
t量

鉄事~ISjll Nu. 31 ①令J是11.1、官民R.目、泉州 1.1、経1'/0.25、JJ.(.r恥，10.ij、刀身1'10.26、，ro正16.58 (.2)欽製 ③l品i脳部欠ul
JJ・f @一

H; lIn“イ{ N" ~8 ω燥さ 12.10、制G.16、1ずさ 3.69、t(nt369. 03 ③~ILI~j Q)j'e形 @ー@す，~のみ

H帯創イ[ Nu. 47 ①のj是さ 13.35、制6.67、仰さ5.2'1、証llit62U3 ②泌111~I} ③沌l移 @ー③'伊良のみ

19 民事制7i N<~ 49 iをさ 16.16、制H.03、!ゲさ 4.79、可lhl:s30. 00 (2)'9!ILI'，'t @r.:;m (Dー⑥'伊氏のみ

第 10必 [，1-9b i日l:JdHIUJ¥ I二辿物f副総点 (2)

0)T1-10サ住m!l上(第 21・221到、第 11ぷ、 Pし. 4・5・20)

位置 r 2"-'3、Fー2---3グリッド。 m:捜 lf -11号{tJ.JfJ:止と市被し、本辿榊が討し、。 平面形態

)J形。 規模 長Iwh3. 50 m X知ilillJ3. 19 m X深さ 0.30m。 主軸方位 N -51]0 - Eu 覆土 i'1 

然~1f..fj7 と推測される。 As yp. (1色粒 ・炭化物粒をや:む瓜褐色 |二を主体 とする。 カマド 北点ほのqJ

1.とに位置する。全民 1.10 m。 焚n
怖の布組みと 1111が伐存する。使 11

削28cmをiJllJる。 制|石には両1JUJ11tiの

'17.らなj唱さ 6......9 CIlIのみ~111.:c:.を{¥IifIJ 

している。燃焼f?仰、らは天井石が落

ちた状態でHJ上した。制l構築 L:!';):!.R

色土を主体とした此位色粘質 |てとの

混仁が用いられる。火床而は焼セ化

が!nlA軒である。 柱穴 土柱穴を4

~検出した。 p - 1は径 21X 19 Cm、

深さ 11Cll1、 ]')-2は能 27X 26 crn、

深さ 10cm、P-3は俺 25X 21 cm、

ヒ主ヲイ

定匙zイ
。 lOcln 

第 21~l H -10号住届.111:111土造物

- 29 
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|了 248.50m. • 
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B 248.50m 
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• 

Jd浦ιア

C 248.50m . C
-

d鍾b
LJ 248.20m 
• 

。，. 

百
。口 問

(1・40) 2 m 
ゴ

J宜1術学， 刷11 層も ¥..f.り 帖附 批J、鞄

11 IOIl 凧禍色L.W76¥Ma/l ぺJ~J，，)り '("ゃあり n也柑4・肱.，b-YP在巾量、IJlf~拘IIlt・少量t\'臼

凪色t:"UYRUI ややt，り 却や"Jt， 1'1色仲命中量.A.-YP'凪11包拘岨4・'Y且青白‘

3 ....色 l'輔1.町山11 ややめ町 ペ吋'''''J 白血11" A.-IPt'少量肯b
'"也上輔7.師岡 l べ吋・制い ぺ自慢'あり 憎~1，' W".肱~，レ量肯h

カvド '"冊色上層7肝悶'1 '(，ゃあり ゃゃあり n世間 ・崎憎色 t~事量. IllfC鞠IU:ゆ量肯11困

K H' 凪色』噌7制限川 ゃゃあり ゃゃあり rl色健也事量.歯凶色上会中量.雄 1:'lllfヒ鞠IH:極量t¥'1.t.

慣岨f!'.←珊IO¥'R71・ h、、 ややめ'1 1'1也I~ ・岡崎色上止中量焼 1.4:少量.111化物他~;III量肯1.，

8 関蝿禍色i'相10¥刷 12 ゃゃあり ぺ"可・"'1 岡崎色l・地上合中量.白色阻合少量11;1/.
凧色上層7.5YH2ハ ペ吋・あり "(，"(，めり 縄I../Jlfヒ拘陪・白f併立t少量肯，.，

砂子ド I .1， ~也，L掴l州11 あり やゃあり 抽出色ム止中量、 r1邑H A，，-¥'P4・'レ凪舟11.
l"-("' 胤禍也 1ニ周7.6Y附11 ゃゃあり ゃゃあり 蝿 LL*'凪。1'1色他.A.'Wd:少量肯11，

平平あり ゃゃあり I'J色純6:ll'且.A，' YI・4・少量t¥'11，
司吋』酬い ペ吋.~h り fi也tt.A.' YI'~kf圏直量fH，.

ややu~，、 ゃゃあり (1色陪.A，'Yft-$'少量曹む

~，や酬い ややあり 白色粒.A!II-"Pや'1'量曹む

~，ペ唱t，. 千平あり ロ色>>.A.-INヒψ量青む

第 22図 H-10 8イ主将J:.il:
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深さ 20Cm、P-4は格 20x 19 CIIl、深さ 20cmを測る。 貯蔵穴 カマドのイi'1JlIJに他出する(Iコ 1 )。

平副j隠は村"1flJ形を泣する。径 68cm X '19 cm、深さ 69CIIJを7JlIJる。貯蔵穴の外側には民径85x短符 53CJlI、

深さ 6CIIIの1~ \t 、民)JJr~の窪みが検/1\ され、読の痕跡と推定される。 床面の状態 全体的に締まってい

る。 !A1備色土を主体とした貼床で、幣穴中央官[1と貯版穴).'iJ辺には黄峨色粘質仁との叫 kがよ官、められる。

壁溝 全開する。 111r;i6....... 9cIJl、深さ 4.......5 CIso 遺物 土n市総郎 ・班 ・刷、創J.!.(時現などが少曲川ょし

た。床tui位上の辿物は2・3・4があり、ほぽ克服である。 2の郎 ・4の附はメJマドの左)協から逆位の

状態で、 3 の郎はU'Î'Ji:~穴の伴ìJ協から l町立の状態で山仁した。 !盗穴中央にまとまる大形陳は械 |二qリ凶の出

|コで、 iの完形の却は峨と同レベノレから正位の状態でli¥ヒした。 時期 6111;紀後半と推定される。

I件~} 総flft IH 1.似li't i.L:庇(CIII) ①h'ehJ! o色刷 ③胎 仁<DJJ!作 J戊・4児JfH!i1tiの特徴

上自，Ii総 ぬ l rlll 11.7 ①~HJj (2)にぷい4虫色 ③11)以iイJ、外I{JJ II総辞nヨコナグ.(本側-O¥!t.flへラケズリ
J;f~ 成1~ - 白色紙 @111!光1修 内lui II紋郁~休郎ヨコナデ.b¥!(fflへラナダ.

日持i官i5.7 
2 上自lì~ No.4 nl事 13.5 。伴iIli②にぷい亦1&色 ③JI'俗、 外凶irl*企部日コナデ.tMn-広州11よ府民のt:めィ、1m恥

):f' 0'1:1型 白色靴、尚色N <DII録制i術i欠 内I1II IIU:辞n-I本音sDコFヤ.1I'1:1'tI1へヲナデ.
骨骨i町 4. 1 制 内底11，日の目~}(I而f;j，小JlIJ移の蜘l脱が多数あり.

3 lて自h:t!l No.3 日t~ 13.6 ①事事i凪 <2lT.n1め色 ③白色枚、 1.1¥ 外l而 n緑町品ヨロナデ.体的~底的へラケズリ
均: 品'1:111 - 色料 ~)I 訂正J'L:Jfj 内l而 ロu骨11-体的D;:J')-デ.b¥!trilへツナデ.

骨11，向 4.3 内外l射に!AI色処J11!. 外而体抑11-氏自fllζ小内If~q)洲附f多数あり.
ー

4 k向H開t No. 6 III! 24.0 ①IHf ②にぷい政H7.色 ③1'1色 ズリ川J‘r川 ・斜)l外ifri 11総書11きI::Jナデ.nいH'l1I縦)n(llのへラウ 3

f11i b'l:l昔日 2 判、 Is色料、小側 @ほl正完l隊 l旬。〉へ予ケズム 'l'!ilへラナデ“
:tl州市 23.0 デ『縦 .~.l)jIÎ'1のミ内lfii II 悦郎日町ナデ.11トIfflH挑)/1"'1のヘラナラ

11キ.下焔tfflへラケズリ.

加 II点 1・I田 10号住民JII:出 |て辿物観察必

⑤Iト 13i土住居111:(第 23.......261支|、知 12・13点、 PL. 5・6 ・20・21)

位置 G-2.....8、卜1-2.......3グリッ|九 重複 H-4・14・19~}住)，仙tと前悔し、本辿榊が11立も占b 、。

平面形態 北阿ーr~j)U方向にやや長い縦長長)5形。 規模 民"'Ih5. 42 m X短山li5. 08 m X深さ 0.47m。

主軸方位 N 3'10 W。 覆土 自然i北町iと推測される。As-YP・1I色粒 ・炭化物粒を合む貼尚色上

を主体とする。下j凶から床面付近にはJ~化材が倣在している。 カマド 北阿倍の中央に位位する。全

長 1.35 m。使円rmのイ可組みとや111が伐存する。俊口1111，¥は37(;111をdllJる。fUIィ;には両側IHIの平らな昨さ 10

CJlIの安山幻を使川している。後Ilmlには天井石が落ちた状態で出土した。中Illtl'時築上は県色 ヒを主体とし

た此位色粘質上との混土が用いられる。火床而および煙道底l面は焼土化が!B'J!押である。燃焼宮11には文l肉l

の痕跡とみられる小ピット(筏 15X 12 cm、深さ 5cm)が検/1¥される。 柱穴 住性穴を 61&検問した。

P-lは径59X 42側、傑さ 76cm、['-2は径46X 33 Cm、深さ 20側、P-3は径 57X 40 cm、深さ 82CJll、

P-4は後64X 39 CIIl、深さ 63cm、P-5は 72X 71 cm、深さ 52CIIl、1"-6は 59X 33 cm、探さ 6'1cmを測る。

P-4・6は氏に柁のアタリが仰認された。 貯蔵穴 メ1マドの右側に位ほする (D-1 )。平固形は床

面では柑円形を詰し、中J~I以ドは)JJ隠となる。 怪 93 X 76 cm、深さ 88cmをiJtlJる。 床面の状態 全体

的に締まっており、特にカマド下前から!笠穴中央、プJマド対面の壁ドまで強く脱化している。 貼床でÀ~

尚色土を主体とする。 壁j構 全)fiJする。 I1I日6....... ltI cm、深さ 2.......4Clll。 遺物 十師掠杯 ・ 盟、 ~Jl忠

端部、 石製紡~Iffi l ll、 J.!;~制Il!石などが少ilJ:出土した。床面はとの辿物は 2 ・ 3 ・ 10 がある。 2 ・ 3 のJ;fは

カマド右j協から出 |てし、 2は逆位、 3はIE位の状態であった。10の艶は南米壁際から梢位で/1¥1こした。

11の石製紡鈍111は床而にめり込んだ状態であった。 13.....19は時期が見なるもので、紛れ込みである。

15の灰紬陶掠は大原 2号窯式朋に比定される。 時期 6世紀後半と推定される。 備考 焼失住居。
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E 248.40m . E

・
P-6 

F 248.40m . F

・
P-5 

G 248.40m . G

・
P-4 P-3 

。 (1・40) 2m  

遺構名 層番 層名 しまり 粘性 混入物

H-131主 1 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 炭化物粒・白色粒を多量、 As-YPを少量含むo

黒褐色土居7.5YR3/l あり ゃゃあり 白色粒を多量、炭化物位 As-YPを少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 あり やゃあり 炭化物を多量、白色粒 As-YPを少量吉む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 黄佐色土を多量、炭化物粒ー白色粒 As-YPを少量含むc

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 白色粒炭化物粒を少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 やゃあり ややあり 炭化物を多量、白色粒 As-YPを少量含むロ

黒色土居7.5YR2/1 ややあり やゃあり 白色粒・炭化物粒を少量吉む。

黒褐色土居7.5YR3/1 あり やゃあり 白色粒炭化物粒を中量、 As-YPを少量含む。

黒色土層7.5YR2!1 ややヨうし、 やゃあり 褐色土 白色位を少量含む。

カマド 黒褐色土層7.5YR3/! やゃあり ややあり 黄憧色土を多量、焼士 炭化物粒ー白色位を少量含む。
8-B' 黒色土層7.5YR2/1 ややあり ややあり 焼土を多量、民化物桂を少量含む。

にぶい赤褐色土層5YR5!4 やゃあり ややあり 焼土・炭化物粒を多量、白色1位を少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり 干ゃあり 属士を多量、炭化物粒・白色粒を少量含むD

黒色土層7.5YR2!】 やゃあり ややあり 底土を少量、炭化物粒・白色位を微量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 やや"'し、 やゃあり 焼土・炭化物粒を少量含む。

カマ|、 黒色土層7.5YR2/1 強し、 ややあり 黄憧色土を中量、白色粒を少量、騎士を微量吉む。

黒色土居7.5YR2/1 強い ゃゃあり 黄栓色士を中量、白色粒焼士を少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 強u、 ややあり 黄櫨色土 白色粒を少量含む。

0-1 黒褐色土居7.5YR3/1 干ゃあり ややあり 白色柱。 As-YP'炭化物粒を少量吉む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり As-YP・炭化物粒を中量、白色粒を少量吉む。

黒褐色土層 7.5YR3!1 やや弱い ややあり As-YPを多量、炭化物粒を少量含む。

第 24図 日 13号住居士止 (2)

どさ雫二三 1

可
。 lOcIll 

7 

第 25図 H-13号住居杜出土遺物 (1)
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第 26図 H -13号住居杜出土遺物 (2)
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番号 器種 出土位置 法量 (crn) ①焼成②色調③胎土じま残存 成・整形技法の特徴

1 須恵器 3区 口径 (12.0)①還フE焔 ②灰色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。天井部に手持ちへフケズリ。
主且芸 底径 ④1/4 内面 ロクロナデ。口縁部に横位沈線が 1条めぐる。

器高 3. 1 

2 土師器 No.5 口径 12.4 ①ほぼ完形 ②燈色 ③白色粒、 外面 白縁部ヨコナデ。体部~底面へフケズリ。
長不 底径 黒色粒 ④ほぼ完形 内面 口縁部~底部ヨコナデ。

器高 4.3 内外面に黒色処理。内底面の器表面剥離。

3 土師器 No.6 口径 (12.6)①良好 ②槍色 ③白色粒、褐色 外面 口縁部ヨコナデ。体部上位ナデ。体部中位~底部へフケズリ。
書不 底径 粒④3/4 内面 口縁部ヨコナデ。体部~底部に放射状のミガキ。

器高 4.0 内外面に黒色処理。

4 土師器 No.9 口径 (14.2)①良好 ②にぶい黄燈色 ③白色 外面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へフケズリ。有段口縁。
珂= 底径 粒、褐色粒 ④ 1/2 内面 口縁部ヨコナデ。体部~底部へラナデ。

器高 3.9 外面および内面口縁部に黒色処理。

第 12表 日 13号住居士止出土遺物観察表 (1)
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番号 器種 出土位置 法量 (cm) ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

5 土師器 No.28・29 口f圭 14.6 ①普通 ②燈色 ③白色粒、褐色 外面 口縁部ヨコナァ。体部上半ナデ。休部下半~底部へフケズリ。
長不 底 径 一 粒④ 2/3 有段口縁。

器高 5.5 内面 口縁部~体部上半ヨコナデ。体部下半~底部へラナデ。

6 土師器 No.4 口径 14.2 ①良好 ②にぶい黄燈色 ③白色 外面 口縁部ヨコナァ。体部~底部へフケズリ。
主不 底径一 粒、褐色粒 ④ほぼ完形 内面 口縁部ヨコナデ。体部~底部に横・斜方向のミガキ。

器高 5.9 内面および外面口縁部に黒色処理。

7 土師器 No.8 口径 (14.2)①普通 ②にぶい黄褐色 ③白色 外面 口縁部ヨコナゲ。胴部に縦・斜方向のへフケズリ。

小形墾 底径 粒、小隊 ④口縁部~胴部上半1/6内面 口縁部ヨコナデ。胴部に横・斜方向のへラナデ。
器高く10.5)

8 土師器 No.7・23・ 口f圭 (13.6)①普通 ②燈色 ③白色粒、小磯 外面 口縁部ヨコナァG 胴部に斜方向のへフケズリ。底部へフケ
小形斐 30 底径 7.9 ④口縁部~胴部 2/3欠損 ズリ。

器高 16.1 内面 口縁部ヨコナデ。胴部~底部へラナデ。

9 土師器 No.24・ 口1圭 (19.1)①普通 ②lこぶし、黄燈色 ③片岩、 外面 口縁部ヨコナプ。胴部に縦方向のへフケズリ。

委 26・31 底径一 白色粒、小磯 ④口縁部~胴部1/2内面 日縁部ヨコナデ。胴部に縦・横方向のへラナデ。
器高く33.9)

10 土師器 No.2、 口径 20.2 ①良好 ②にぶい黄燈色 ③白色 外面 口縁部ヨコナァ。胴部縦方向のへフケズリ。胴部上位は輪

斐 4区 底径 (5.1) 粒、褐色粒、小磯 ④胴部~底部 積み痕が顕著。

器高 35.9 1/2欠損 内面 口縁部ヨコナデ。胴部横・斜方向のへラナデ。胴部上半と

下半で工具の幅が異なる。

番号 器種 出土位置 ①法量 (cm.g) ②材質~残存④成・整形技法の特徴⑤備考

11 石製品 No.17 ①上面径 4.6x 4.55、下面径 2.6X 2.45、厚さ1.9、重量 58.65 cg蛇紋岩 ③一部欠損 ④上面に燦痕多数。下

紡錘車 面にミガキ。側面に放射状のミガキ。

12 薦編石 3区 ①長さ 8.58、幅 3.42、厚さ 2.47、重量 87.90 ②安山岩 ③完形④← ⑤写真のみ

番号 器種 出土位置 法量 (cm) ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

13 須恵器 H~13 住No 口径 ①酸化焔 ②にぶい黄燈色 ③白 外国 向台部ロクロナデ。底面ナデ消し。

碗 14 底径 (4.1) 色粒、黒色粒 ④高台部 3/4 内面 高台部ロクロナデ。
器高く3.8)

14 須恵器 H~13 i主 口径 ①酸化焔 ②にぶい黄燈色 ③白 外面 向台部ロクロナデ。底面ナデ消し。

碗 底径 (9.6) 色粒 ④高台部1/3 内面 高台部ロクロナデ。
器高く3.9)

15 灰紬陶器 H~13 住 口径 (12.8)①還冗焔②胎土灰白色、紬薬 外面 ロクロナデ。底面回転へフケズリ。両台貼付時に周縁回転

碗 底径 (7.3) 灰オリ←ブ ③白色粒 ④ 1/4 ナデ。

器高 4.1 内面 ロクロナデ。
灰粕漬け掛け。

16 ロクロ窪 H~13 住 口径 (21.2) ①酸化焔 ②櫨色 ~褐色粒 外面 ロクロナデ。

底径一 ④口縁部~胴部上位 1/4 内面 ロクロナデ。
器高く6.5)

17 須恵器 H~13 f主 口径 (23.2)①酸化焔 ②にぶい黄燈色 ③白 外面 ロクロナデ。胴部に縦方向のへフナデ。鍔貼付。

羽釜 底径 色粒:、小磯 ④ロ縁部~胴部上半 内面 ロクロナデ。胴部に縦方向のへラナデ。
器高く12.9)1/4 

18 須恵器 H~13 住No 口 径 一 ①還冗焔 ②灰色 ③石英、白色 外面胴部下位に縦方向のへフケズリ。底面回転糸切り。

斐 11 底径 7.5 粒 ④目岡部下位~底部 2/3 内面 胴部下位に横方向のへラナデ。底部へラナデ。
器高く8.3)

1百 須恵器 H~13 住、 口 径 一 ①還コE焔 ②灰白色 ③白色粒 外面 ロクロナデ。突帯 1条、断面形は長方形でやや上を向く。

斐 H2グリッ 底径 ④肩部破片 突帯の上に耳を貼付。全体に自然紬付着。
ド3面 器高く4.9) 内面 ロクロナデ。

第 13表 H-13号住居土l上出土遺物観察表 (2)

⑥H-20号住居士止(第 27~ 29図、第 14表、 PL. 6・7・21)

位置 J-1~2、 K-l~2グリッド。 重複 H-18・21号住居士止、 M-6号溝と重複する。新旧関

係は古い方から本遺構<日 18・21号住居杜<M-6号溝となる。 平面形態 南西側が調査区外とな

り全容は不明である。 規 模 長 軸 4.72mX短軸 3.55m以上×深さ 0.26mo 主軸方位 N -1190 

E。 覆土 自然堆積と推測される。 As-YP'白色粒・炭化物粒を含む黒褐色土を主体とする。 カ

マド 東壁に敷設される。全長 0.95mo掘り方での検出となり、小ピットが数カ所検出される。この

うちセクションD-D' にかかるピットは袖石を設置した痕跡の可能性がある。 柱穴 4本主柱穴と

想定され、 3基を検出した。 P-1は径 34X 30 crn以上、深さ 44crn、P-2は径 38X 30 crn、深さ 30crn、

P-3は径 40X 28 crn、深さ 23crnを測る。 貯蔵穴未検出。 ピット 6基を検出した (P-4~ 9)。

P-4は径 39X 34 crn、深さ 24crn、P-5は径 43X 39 crn、深さ 19crn、P-6は径 30X 26 crn、深さ 21crn、

P-7は径 23X 22 crn、深さ 19crn、P-8は径 26X 20 c皿、深さ 11crn、P-9は径 27X 22 crn、深さ 16

crnを測る O 床面の状態 全体的に締まっている。カマド周辺に褐灰色土を主体とした貼床が確認され

民
υ

円
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全周すると推測され、北・東壁下では部分的に途切れる。幅 7~ 22 cm、深さ 3~ 9cm。壁溝
。

た

土師器畳、須恵、器坪、動物型土製品、石製模造品、日玉などがわずかに出土した。床面直上の

3の動物形土製品は西壁際で、横位の状態で出土した。頭部から首部分のみ

遺物

〉. 

遺物として 3・4がある。
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日 20・21号住居祉 (1)
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第 27図



遺構名 層重 層名 しまり 枯性 混入物

H-20住 I 暗褐色土層7.5YR3/3 '"、 ~~し、 As-Aを多量含む。

E 暗褐色土層7.5YR3/3 弱し、 弱し、 As-B主体。

E 黒褐色土居7.5YR3/1 ややあり やゃあり 炭化物粒 白色位 As-YPを少量含む。

lV 黒褐色土居7.5YR3/1 あり やゃあり 白色粒を多量、 As-YPを中量含む。

I 黒褐色土層7.5YR3/1 やゃあり やゃあり 炭化物栓ー焼土・白色桂 As-YPを少量含む。

2 黒褐色土居7.5YR3/1 ゃゃあり ややあり 炭化物位を少量、白色粒 As-YP 焼土を微量含む。

3 黒褐色土居7.5YR3/1 強し、 ややあり 白色粒を多量、 As-YP 炭化物粒を少量含むロ

4 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 白色位 As-YPを少量、炭化物桂を微量吉む。

5 黒褐色土層7.5YR3/l やや弱い やゃあり 白色位 As-YPを少量吉む。

6 黒褐色土居7.5YR3/1 やや弱い ややあり 白色粒を微量含む。

7 黒褐色土層7.5YR3/1 あり ややあり 黄桂色土を少量、白色粒を微量含む。

8 黒悟色士層7.5YR3/1 ややあり ややあり 炭化物粒.As-¥'Pを少量吉む。

9 黒褐色士層7.5YR3/2 ややあり ゃゃあり As-YPを中量、炭化物桂を少量含む。

10 褐灰色土屑7.5YR1/1 強し、 やゃあり As-YPを少量、白色粒を微量含む。貼床。

H-21住|① 黒褐色土層7問 3/1 ややあり やゃあり 炭化物粒を多量、白色粒・ As-YPを少量吉む。

② 黒褐色土盾7.5YR3/1 ややあり やゃあり 黄憧色土を多量、焼土ー炭化物位を中量、白色粒を少註含む。

③ 黒褐色土居7.5YR3/1 ややあり ややあり 炭化物位を中量、白色位 As-YPを少量含む。

④ 黒褐色土居7.5YR3/2 ややあり ややあり 炭化物粒を中量、白色粒 As-YPを少最焼土を微量吉む。

⑤ 黒褐色土層7.5YR3/1 弱し、 ややあり 炭化物粒を大量、白色粒を微量含む。

⑥ 黒褐色土層7.5YR3/2 ~~い やゃあり 炭化物粒・白色粧品 ypを少置含むロ

⑦ 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 炭化物粒 As-YPを少量、白色位を微註古む。

③ 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり As-YPを少量、白色位を微量吉む。

⑤ 褐灰色士層7.5YR4/1 やゃあり ややあり As-YPを多量、白色粒を少量吉む。

第 28図 H-20・21号住居士止 (2)

で、耳の後ろに角があることから雄鹿と判断した。割れ口は水平で、何かから剥離したものと考えられ

る。 4の石製模造品は竪穴中央部で出土した。有孔円板とみられ、破片 1片のみで、あった。 5の臼玉は

P-5の覆土中から、 2の小形翠の破片はP-lの覆土中から出土した。 1の須恵器坪は8世紀代に比定

されるもので、紛れ込みである。 時期 古墳時代後期 (6世紀後半ヵ)と推測される。

-① 
¥ 3 

口二口 5 
。

4 

二亡二コcコ 。 ( 5 ) 2.5cm 0 ( 3・4) 5cm 0 10ω 

第 29図 H-20号住居士止出土遺物

番号 器種 出土位置 法量(c皿) ①焼成②色調③胎 土<1:残存 成・整形技法の特徴

1 須恵器 一括 口径 (10.5)①還冗焔 ②灰色 ③ 白 色 粒 外面 ロクロナアo 底面右回転糸切り。

珂= 底径 (6.8) ④1/4 内面 ロクロナデ。

器高 3. 1 

2 土師器 P-l 口f圭 (10.9) ①普通 ②燈色 ③ 白色粒、黒色 外面 口縁部ヨコナデ。胴部上半に横方向のへフナデ。

小形霊童 底径一 粒 ④ 口 縁 部 ~ 胴 部上半 1/4 内面 口縁部ヨコナデ。胴部上半に横方向のへラナデ、指頭圧痕。

器高く5.9>

番号 器種 出土位置 ①法量 (cm.g)②材質③残存④成・整形技法の特徴⑤備考

3 動物形 No.2 ①両さく5.0>、長さ 3.1、厚さ1.4、重量 11.21 ②焼成良好、色調ーにぶい褐色、胎土.白色粒 ③頭部~頚部のみ、

土製品 右耳欠損、左角欠損、右角の先端欠損 ④雄鹿形。全体に丁寧なナデ。目と鼻は刺突により、口は切り込みにより

作出される。首が長く作られる。

4 石製 No.l ①長さく2.3>、幅く2.1)、厚さ 0.3、孔径0.2x O. 2、重量1.99 ②緑色岩類 Q破片 ④有孔円板力。全体に丁寧な研磨。

模造品

5 石製品 P-5 CI 径 0.7X 0.7、厚さ 0.2、孔径 0.25X 0.2、 重 量 0.19 ② 滑 石 ③完形 ④全面研磨

臼玉

第 14表 H-20号住居祉出土遺物観察表
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( 2) 土坑

①D-7号土坑(第 30園、 PL. 14) 

位置 D-lグリッド。 重複 日 1・8号住居士止と重複する。新旧関係は古い方から本遺構<H-8

号住居杜<H-l号住居土止となる。 形態 平面は円形、断面は逆台形状を呈する。 規模長軸1.69 

m X短軸1.66 m X深さ 0.47m。 覆土 自然堆積と推測される。下層は黄樺色士、上層は黒褐色土

を主体とする。 遺物 土師器の亦・吾、須恵器の均二・警の破片が少量出土した。また、覆土下層から

底面にかけて、大形の安山岩が上層から流れ込んだような状態で出土している。 時期 古墳時代と推

定される。

----- 遺構名 層番 層名 しまり す占性 混入物

D-7士 l 黒褐色土層7.5YR3/1 やゃあり やゃあり As-YPを中量、白色位炭化物粒を

少量吉む。

黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ややあり 白色粒 As-YPを中量、炭イヒ物位を

微量含む。

里褐色土層7.5YR3/1 やゃあり ゃゃあり As-YPを多量、白色粒を少量、

炭化物粒を微量合む。

A・ 、.3i¥ fヘ¥いηl .A' I 4 黒褐色土層7.5YR3/1 ややあり ゃゃあり 白色粒 As-YPを微量含む。

一 黒褐色土居7.5YR3/1 ややあり ややあり As-YPを少量含む。

黒褐色土層7.5YR3/1 やゃあり やゃあり As-YP 褐灰色士を多量吉む。

黄笹色土層10YR やゃあり やゃあり As-YPを多量、黒褐色土を少量吉む。

黄褐色士層7.5YR ややあり ややあり 黒褐色土を少量含む。

A 248.10m . A' . 
。 (1 :40) 2m  

第 30図 D-7号士坑

第3節平 安時代

( 1 )竪穴住居壮

①H-l号住居士止(第 31・32図、第 15表、 PL. 7・21)

位置 D-l，E-lグリッド。 重複 D-7号土坑と重複し、本遺構が新しい。 平面形態 カマ

ド以外は調査区外となるため全容は不明である。 規模 深さ 0.44mo 主軸方位 N -127
0 

- E。
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第 31図 H-l号住居社出土遺物
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覆土 ÎI 然椛制と ~íf:iJlIJ される。 As-YP ・ 白色粒 ・ 炭化物粒を含む!X~褐色土を主体とする。 カマド

|判点壁に枕ftする。 争Itlが強イ子し、伐14舵色~fJ~質七と県褐色ヒの混七で構築される。火床面および内壁は

焼上化が削若である。 布袖内には須忠告f}.lif・腕のほ宮fl破片が4点入れ込まれていた。雌道部先端に大慌

りの安山山が 2点落ち込んでいたことから、石組みの可能性が指摘される。ほ面北脊りに小ピット(径

18 X 17 cm、深さ 3cm)が検11¥される。 遺物 ~Jl，'，ι器削〈 ・ 碗 ・ 型~ . 航 ・ 羽釜、灰~IU陶総碗などが少抗

日1土した。 5 ・ 6 の羽釜の破片はカマドI)~からの 1 1\ ヒである。 時期 101JJ:紀後、|へと推定される。

⑧ 
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。 (1: 40) 2m 

a柵れ

11 1札 }J~ ト
糧" 刷f， し'1り 帖円 ?島入拘

肌尚(~I 刷1的附/~ ややt，η 'C.~あり n色柑，，$量.A，，-YP・機化拘帥"ψ且青む.
風褐色1・101削/2 ややあり ~.ぺ'þ， り Þ!f~拘柑・fJ色t.，，~島量、 AIo-l'1・~'jI量:'rtt.

I~憎也 l 嶋 10\削t 1('ぺ・あり ぺ吋・あり n色柑 'A..'N:・事量 mf~拘仰を'ル量肯ft.

4 IIIÎ.I:MIOVR2/1 ゃゃあり ベ吋・あり nsI¥l. A.島 yp・隣1ヒ特柑・1曲1;"・'V鼠青む.
11色IIIIum川 やや..，t) '(.ペ''''り 側L"事』官、川尚也l令少量肯U.

内債111色1.1.&1"k8川 ゃゃあり ペ吋'J.，tl 凪憎色上金事li.倫1，..少量肯h困

同色1.1圃吋1.&1 ゃゃあり ゃゃあり 地 I.~ 蝕量:'rIJ.

o ~I闘崎色i帽 101前716 ぺ・ゃt，・3 ~・~.þ， 句 飢禍色1.'....蝿上t少凪青むー。凧也1・欄IOVRUI ~，守恥句 や申あり 削 VPをゆ..繍1:¥1-111凪肯b.

10 刈輯出色1胴1.&V岡山 ぺ吋't，η キペ'刷い !品尚也l.~ 'jI且.娩I.i.'ν.肯1，.

知 32~記l H-l号住Jl1r.t止

Ifrl} 日:HC 出1:1立総 tld世(cm) ①仇I成蕊 @色制 ③』船t白介I仁J.Cj)f蛾虫f作4 1&・綬mUltの特徴

事l!.!.\世~ No.l flf.jI ①般化焔 @他色 ③イ{炎、白色 外的i ロクロナデ. 庇凶I~'I転糸切り.
J;f 比l¥!1現 (6.1)位、 J品色村、>hlm(!!.絞 @体制S!、 内Ifli 11クロナデ.

首1位11向E〈L-8〉 {立~服飾 1/3

2 茸l.I!'(lfJ 2区 ①匹量化焔 ②内IIU盟色 ③ィ11R、 外IIIi 口ク口ナデ.瓜而凶転糸切り. ~ï'ìlll，付II.~\にJ~IU!"J4It1-)'デ.
a自 11¥:1韮 (7.0)l品色1立 Ø)I~糊i ド(ir.-"'~f.1納 1 /8 内地l ロタロナグ.

世ltt自'j<3.4> 

3 j災前h日U:l:I2医 1 J 1~ - ①遺π焔 @灰1'1色 ③1'1色料 外1M ロクロナラ。 Þtn而聞紙へラケズ~. ~'lí1î' IIM.tu:fに!，'，I W"I恥
倣i 1il:1! (8.S) @体制sI~(Ò:-Irr， f;rlll 1/8 ナデ.

総尚 <3.1> 内lui ロクロナデ.

ロタ口鍵 2~ ut~ (23.6) ①持通 ②にぶい栂色 ③角閃(I、 外而 ntま郁Hコ「デ.
底径一 白色位 @nU:拘S1/8 内Ifli 11統制l討ヨナデ.
:l:MIi <3.1> 

5 有i泌総 7J -qド n1~ (19.0) ①附{じi1'(I (2)1ζぶいPt+虫色 ③イj 外聞 ロタロナ・7'. ~1I，1，1、t.
羽16 /.i'H~ - 炎、 I，U色tlZ⑪IJH納11/8 内1!1i ロクロナデ.

lI:l耐 <5.3>

6 事1忠告母 カマド nl~ - ①般化焔 ②lこ』旬、政椴色 ③白 外而 ロクロすデの1量、胸部下Þ't.lに椀)JI;'Iのヘヲケズリ .nl~側i下
)lll1ii n¥:1世 (5.0) 色靴、!，\~色純、 1劫色枕 @胴樹If {立に縦)11;1)のへラケズリ.庇糊lナデ.

協同 <5.0>(，Z-li'l:鮒11/4 内11u 口。ロナデの1堂、 JJ/o1tf11下側にf31• ~'!J )7 ri，JCI)へラナデ吋J倒的
ド{立に縦}Jr;;!q)へラナデ.底的ヘラナゲ.

7 主i以日時 2[1( nl韮 ー ①目指化焔 ②1&灰色 ③1:1色枚、 外而 ロタロナデデ. 
制t <<m(IR.9) 民L色純 @)A'I:樹11/6 内部ロ?ロナ

lI:l商 <2.2>

第 15.f< [ r -1け住居士山1¥士辿物制策点
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②H-2号住居・士11:(第 33・34園、節目表、 Pし 7・8・21) 

位世 E-l， ]'<'-1.......2グリシド。 重複 1-1-9a・伯母住居士11:、M -2サNI11よとill複する。新 Inl則係

は占い点からl卜 9a・9b号住民fJ止く本辿怖くM -2~~'耐となる。 平面形態 )j形。 規模 長軸 3.20 

mX知[IIIIU2. 98 m X深さ 0.24m。 主軸方位 N -133
0 

- E。 覆土 "1然堆加と推測される。 ŝ-

yp・白色粒 ・炭化物粒を合む出褐色 kを主体とする。竪穴の阿側では、斑七件110からj正面にかけて炭化

材が1111二する。 カマド 出来日間のrll央に位Wtする。全l正1.15 rno :;ri組みで、カマド下riiIには外され

た石が多数出 kする。 大半が宏111対で、 I~É灰む質砂川 (S 1 0 ・ 1 1)もみられる。石は被熱により変色し
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脆くなっている。煙道部先端のみ原位置を保っており (S14~ 16)、幅 20cm、底面から天井石までの高

さ26cmを測る。天井石 (S16・17) は、長さ 36~ 39 cm、幅 22~ 23 cm、厚さ 10~ 11 cmで、ある。カ

マド覆土中の黒褐色土と黄樫色粘質土の混土は構築士と推測される。火床面は焼土イじが顕著で、その中

央には支脚の痕跡とみられる小ピット(径 17X13cm、深さ 3cm) が検出される。 柱穴未検出。

貯蔵穴 カマドの左側に位置する (D-1)。平面形は円形を呈し、径 46X 43 cm、深さ 11cmを測る。

床面の状態 全体的に締まっており、特にカマド前から竪穴中央にかけて強く硬化している。基本層序

V層を地床とする。 壁溝 カマド敷設面を除いて全周する。幅 11~ 18 cm、深さ 5~ 10 cm。 遺物

須恵器部・碗・童・羽釜、灰粕陶器碗、鉄金丁、石棒などが多量に出土した。床面直上の遺物として 3

の須恵器杯、 9の須恵器警がある。 10の羽釜はカマド出土で、 H-4号住居士u:出土の口縁部破片 1点と

接合した。同じく 13の羽釜も胴部の大形破片はカマドから出土し、胴部下位と底部の小破片 5点は日

17号住居杜から出土したものである。 時期 10世紀第4四半期と推定される。 備考 焼失住居。

三五J×孟イ、三4f美子ヰイ実三ヨーズ

臨:;!工場1二J三ET
ミ三三斗 /イ

13 

。 10cm 0 

第 34図 H-2号住居士止出土遺物
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番号 器種 出土位置 法量 (cm) ①焼成 cz色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

1 須恵器 十吉 口径(10.1) ①酸化焔 ②明黄褐色 ③黒色j位、 外面 ロクロナァ。底面右回転糸切り。
主干 底径 (5.4) 褐色粒 ④1/3 内面 ロクロナデ。

器高 3.0 

2 須恵器 I区、 口径 (11.0) ①酸化焔 ②にぶい黄桜色 G角 外面 ロクロナデ。底面回転糸切り。
事干 H-17住 底径 (4.2) 関石、白色粒、褐色粒 ③ 1/5 内面 ロクロナデ。

器高 3.0 

3 須吾、器 No.13 口径 11.9 ①酸化焔 ②にぶい黄燈色 ③白 外面 ロクロナァ。底面右回転糸切り。

杯 底径 5.8 色j位、褐色粒 ④口縁部1/3欠損 内面 ロクロナデ。
器高 3.1 内外国にススが付着。

4 須恵器 No.6 口径 (12.4)①酸化焔 ②にぶい黄樺色 ③白 外面 ロクロナプ。
士干 底径 色粒 ④口縁部~体部1/5 内面 ロクロナデ。

器高 (3.2>

5 須恵器 No.7 口径 (13.8)①酸化焔 ②にぶい黄燈色 ③白 外面 ロクロナァ。

杯 底径 色粒、黒色粒 ④口縁部~体部 1/4内面 ロクロナデ。
器高く3.2>

6 須恵器 No.16 口千壬 (14.5)①酸化焔 ②にぶい黄燈色 ③白 外面 ロクロナデ。底面回転糸切りの後ナデ。
士不 底径 (8.4) 色粒、黒色粒 ④1/7 内面 ロクロナデ。

器高 4.0 

7 須恵器 一括 口径 (13.5)①酸化焔 ②明黄褐色 ③白色粒、 外国 ロクロナデ。底面回転糸切りの後ナデ。荷台貼付時に周縁

碗 底径 7. 1 黒色粒 @口縁部~体部1/2欠損 回転ナデ。
器高 5.6 内面 ロクロナデ。

B 灰紬陶器 2区 口径 (16.6)①還元焔 ②灰白色 ③白色粒 外面 ロクロナプ。

碗 底径 ④口縁部~体部 1/8 内面 ロクロナデ。
器高く3.4>

9 須恵器 恥.12 口径 (17.7)①還冗焔 ②黄灰色 ③白色粒 外面 ロクロナプの後、胴部上位へフナプ。
警 底径 ④口縁部~胴部上位1/4 内面 ロクロナデの後、胴部上位ナデ、指頭圧痕。

器高 (7.8>

10 須恵器 No.20・22、口径 19.6 ①酸化焔 ②にぶい黄燈色 ③白 外面 ロクロナデの後、胴部中位にナァ→下半に縦方向のへフケ
羽釜 カマド、 底径 色粒 ④口縁部~胴部1/2 ズリ。鍔貼付。

H-4・171主 器高 (18.7> 内面 ロクロナデの後、胴部下半に縦方向のへラナデ→上半に横
方向のへラナデ。

11 須恵器 No.19 口f圭 (20.0)①酸化焔 ②燈色 ③白色粒、黒 外面 ロクロナデの後、胴部上位に指頭圧痕、下半に縦方向のへ
羽釜 底径 色1立、褐色粒 ④口縁部~胴部 1/5 ラナデ。鍔貼付。

器高く22.0> 内面 ロクロナデの後、胴部に縦方向のへラナデ。

12 須恵器 No.25、 口径 (21.3) ①酸化焔 ②にぶい憧色 ③白色 外面 ロクロナデ。鍔貼付。
羽釜 カマド 底 径 一 粒、黒色粒、褐色粒 ④口縁部~ 内面 ロクロナデ。

器高く11.1) 胴部上半1/4

13 須恵器 No.21・22、口径 ①酸化焔 ②にぶい黄燈色 ③白 外面胴部は中位に斜方向、下半に縦方向、下端に横方向のへフ
羽釜 H-17住 底径 (4.8) 色粒、黒色粒、褐色粒 ④胴部下 ケズリ。底部ナデ。

器高く20.5>半~底部1/4 内面 胴部は中位lこ横方向、下半に斜方向のへラナデ。底部へラ
ナデ。

番号 器種 出土位置 ①法量(c皿 g) ②材質③残存④成・整形技法の特徴~備考

14 鉄製品 No.l ①長さく8.3>、幅 0.5、厚さ 0.35、重量 9.09 ②鉄製 ③上端部欠損 ④断面方形

釘

15 鉄製品 No.2・3 ①長さく6.2>、幅1.5、厚さ 0.3、重量 3.59 ②鉄製③上端部欠損 ④断面方形

釘

16 石製品 No.14、 ①長一台 (11.95>、幅く2.5>、厚さ 2.4、重量 117.36 ②緑泥片岩 ③両端部欠損 ④研磨による丁寧な加工。下端

石棒 2区 部に敵打痕あり。

第 16表 H-2号住居士止出土遺物観察表

③H-3号住居士止(第 35・36図、第 17・18表、 PL. 8.  22) 

位置 F-l_ G-1グリッド。 重複 H-9a・12号住居士止と重複し、本遺構が最も新しい。 平面

形態 西側が調査区外となるため全容は不明である。 規模 南北軸 3.26mX東西軸 2.65m 以上×深

さ0.28m 。 主軸方位 N -102
0 

- E。 覆土 自然堆積と推測される。 As-YP・白色粒・炭化物粒

を含む黒褐色土を主体とする。 カマド 東壁の中央北寄りに位置する。全長0.91mo焚口部の袖石(S3・

4・5) と右柏、煙道部に据えられた石 (S6・7) が残存する。石は全て安山岩で、被熱により赤く変色

する。煙道部の S6とS7の幅は 12crnを測る。袖構築士は下部に黒色土、上部に黄樺色粘質土主体の黒

褐色土との混土を用いている。内壁は焼土化が顕著である。底面には小ピット(径 16X 13 crn、深さ 5crn) 

が検出される。 柱穴未検出。 貯蔵穴 カマドの右側に位置する (D-1)。平面形は楕円形を呈し、

径 50X 39 crn、深さ 17crnを測る。 床面の状態 全体的に締まっており、特にカマド前から竪穴中央

にかけて強く硬化している。基本層序V層を地床とする。 壁溝 カマド敷設面を除いて全周すると推
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定される。 I~M 10....... 13 cm、深さ 4........6 CIII。 遺物 刻忠総J不・碗 ・羽釜、灰紬陶器腕 ・説、ロタロ現な

どが少品川 1:した。床面直上の遺物は4の割以船J不のみで、外底面に rXJの線刻がある。それ以外は

概ね床I}Iから 5.......20 ClII上で山上した。 3・5・10の糾忠器j不は逆位の状態であった。 9は内tidm色処

瑚の~n忠掛腕で、外i市に塁打が組められた。「件J と 'I~ J ，抗できる。 カマ 1":' 1)'1からは 6 のむl忠脱却と 1 2 の

ロクロ型~ì?\11 U:した。なお、 3はlト 2号住居枇川上の破片と接合した。 時期 10世紀後半と推定さ

れる。
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節 361火I 11-3号-住)，1;'Jil:山ヒ泣物

'緑川 出十{官r;'1 tli庇(c刷) ①縦，.比 ②色側 (3)~(，' 1: @)残イF "~ .般Ml主訟の特徴

¥((泌総 1 r-正 円f覗(12.0)①IIt化焔 ③に.S:ぃi町~11色 c:J)fI1 外I/JI ロ夕日ナデ.bHII[，il転糸切り.
.1:1、 A'I:!世 (6.0) 関心、1'1色J，1. 0) 1/4 内1M ロタロすデ.

首位向 2.9 

2 可(M.~需品 2区 日f世(11.8) 。何者(ヒ焔気味 (2)灰-þ~色 @(I英. 外lfii tJ ~ tJナデ.b宮市.{i向転糸切り.
11: Ji'l:t賢 6.2 白色t，i O)仁Iwm-体的3/4欠jJl 内山 口クロナデ.

総尚 3，3 

3 苛{以~ No.5、 n 11¥ (11.4) 。何者{ヒ焔 ③附灰色 ③1'1色t.1. 外l1iiロクロナラ.1広1Mイil"l転糸切り z

刈: 1 ' 21豆、 b'l:!査 5.0 Q)IIUtfll-体郎 113欠陥 内I/Ii u ~回ナデ.
11-2 (Jじ ~，Çr， 3，1 

4 な'VJJ*I No.3‘ 11 t草(111.2) のi治元焔 @灰1"色 ③ ，'，色1'!l 外，(II 1'1タロナデ.JU:1(，iAil，，1I伝糸切り、 rXJの剣川あり。
)1; 2区 b'l:tl'l 6.0 ω 213 内山口ク 11ナデ.

片一
掛}，i~ 4.0 

事{忠y6 No. 2， Iltf (13， ，) ①隣{ヒ焔 ②1間的防色 c.D(1色位、 外I侃 ロタロナデ.ほ1(111"1転糸切り.
Iヰ: 2 (買 h'l:t1¥ (6.3) 日1色位、 t~色位 @1/2 内1(1; ロクロサ・γ は込み向転へ?ウズリ.

出:ii伺 4.1

6 ;$VJ.i総 7Jγ ド 111:畳 (13，2)①俄(~焔 ②にぶいほ色 ③ ，'1色 外部 nクロナヂ.u'l:lfIiイi(日l転糸切り.
jヰ; JlIt百 6.8 枚、 l，l~0J也、悩色料 O)lltilfffl- 内l1ii"タロナデ九

日目舟i'1. 5 体制13/1
'欠m 内外ulIにススが付rl.

7 須泌総 1 T< rlf~ (13.6) ①西電{ヒ焔 ②1晶灰色 ③ 白色位、 外而 ログロナデの後、 F悩に機)JI珂のヘラケズリ.庇t血jl!!.l転糸
ff 底f世 (5，6) m色松 @)1!2 切りの後ナデ.

a:~高 4.8 1人-1i耐 ロタロナデ.

第 17;( H-3り(t居士止LUIて泣物観察点 (1)
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~:Mlj <2.5> 
111~I I. R 
h'H壬
日位向 <3.9> 
1111¥ (14.7) 
11'1:1世 6.fi 
日日向 日2
111玉(16白目)
0'1:1'亭
出I.i'li<4.0 
111芭(22.2)
h'l:l唱ー
初日品目 <6.日〉
111-~ (19.5) 
h'l:l査 一
初日前， <6.0) 
1111¥ (22. a) 
11'¥;1畳 一
日出向 <7.日〉

1111¥ (22.9) 
m毛
首:f，l'r， <9. G> 

o)#t，戊 ω色刷 ωft(~ l.Ci)残イ( I "~ .滋J附五訟の特徴

色 @I'I色|外1(li ロタロナッ .J'広1(liI"l転糸切り.，rr，-t ;III.I-tli!jにj川総1"1恥i寸グ.ωtI!tiじ焔~，，(，山 CiJ/民I'I(
r!l ω，1司令1111:J/1 内1M 口夕刊ナデ.

(1)刊を{ヒ焔 ②lバ!.I(色 C Ci)(l色t立、 |外I(，i口タロナデ. 体制wr佐J のli~ ，1fめり
1101色f!LωnUoiil-(.j¥1剖l2Ia 1内 I~i ロクロナデ(/)1量、例)jll'1のミ 11キ

①両者化焔 ω1~IiM日色
f.¥II!!.11'! (1)IIU(!s-体

。I)j邸)~焔@胎 1: : 1火
J火オリープ色 (3)1'1色
削1-体制111日

内11iîI .~ 1.1.1色処1'11
@1'1色f仏|外1(11 ロクロナデ.瓜1(，il"ltM糸切り.，向Tft仙卜111年に川tま""恥;ナデ.

:'ftl1/2欠tlI li)il~1 o .~ uナウ.(/)1量、|拠点向のミプ'Iv-.iJ.北約状のミ )1'¥・.
H)'1 I(，i 1:' !.¥¥ c!!.処1'11，

1'1色Udl列1:1外，(!i υタロナデ.
t:L ωnt.ま II)il(，i日夕ロナデ.

内外1(11にlぽ紬ittけm.け
lo.色 ω1'1 1外Ilu IJクロナゲ。)II~(ヒ焔 @に-~:ぃ llH
ルII~Hm I~(if. 1内1M pクUナ・ん色料、小i'I! C，)llt#，j'fII-

1/11 

(I)N~(~焔 øにぷい由~j
色fil、:，1.1色1也、 1I、州 L

担色 (:))1'1 1外II'I l'夕刊ナダ.11""，，，付句
(1) III#.向1I/MI戸川j [1タロナ・ア.

①向量化焔$i(D+. (.2)灰I'I(色 。)1'1色 i外IUI 日夕ロナデ.，.貼付.
判、 !AI色tiL (i)IIU翻i1/11 1I付1M 口タロナ':'j"1t

ω問者化焔 (2)1こぶい占11
色j"'l. ω111車問1-1I~'I(liI

(1.C!!. @I'， 1外1(11 ロタロナデ.11同tlllに償)1[1'1のへソゲズリ.，;yn，J，f‘t. 
L(l'f. 1/8 1内IIII ロタロ J'ヂ.

知 18-:l長 ト1-:3ljイ1:)両:-tll:llI1:3l1物制抵当点 (2)

④11-4号化)，JrJ:II:W~ 37・38凶、加 19・20氏、 pし 8・9 ・22)

位置 H -3、1 3グリッド。 重複 11 13・1'1・19りイh府社、f)-H}七坑と Jr(悔する。新，rli見l係

はrl山、);から11-13・11(・ 19サ伶);'rJ止<本辿川くη 1 )} t坑となる。 平面形態 け¥j-1ヒにやや民い航

長艮}j)形。 規模 民山113.40m X短胸Ir2. 62 m X深さ 0.1(3rno 主軸方位 N-108
0 

E。 覆土

門然増刷と惟nl'Jされる。As-YP・"1色粒 ・炭化物粒を合むm褐色上を主体とする。 カマド -*峨の'1'
*(プJマド 1)および北|判(メlマド 2)に位附する。プJマド2に榊策判・が伐存していないことから、カ

マ 1"2からプJマド lへの作り伴えが1;Ll)Jごされる。カマ ドlは令:民 1.21 rnでめる。/叶111が成作し、榊鈍

|二は ド書11が瓜尚色 1:、上部が浅此抑色村質 1:で、内部には安III:N (51.......3) が四め込占れる。火床而お

よび内!Imは焼上化が副幹である。底出には小ピシトが 3ヵ所検問される。 rt'央のピット(径 l5X 15 cm、

傑さ 5cm)は文)1/41の叫跡とみられる。カマド 2は全長 0.92rnである。プJマド悩 |て'1"こはtl~柑色~:I'in と

がみられ、榊挺ヒと推定される。As-B混入 |つのピシトにより悦罰しを受ける。 柱穴 水検山。 貯蔵

ffl:分 日時f，R 1111二{なt1'/ 法Ilt・(CIII) ①焼成(2)色刷③Mf;ヒω伐(f. J戊.，世形j主t去の4，'p徴

車{邸側 No.2 111丑11.3 0)阿世化焔主(I!-ll③此灰色 ③1'1色 外，(11 ロクロナデ. ~'\:I(IÌI'~ 4f，;糸 I~J り 。
I可: ~'l:t世 5. 1 flL @:;，己1杉 1)~ I(iÎ 11タロナデ.

~:~前'i 3.3 
2 茸(，む~~ 14.. 13， I111 r 1 11¥ (11.8) 。〉両由化焔気味 ~IÆí・ 1 (2 ω海綿 外1(li ロタロナデ.

前 り)j Jj'tr~ - 汁f書1'，n色純， 18色~白 ωu似制。 内IUI ロクロ_，..ぅマ.
日品川 <5.2> -(j>;(lf11/5 

3 可{必~:;
N" " 

nl世 (I)~~i包1.1'(， /~t，成 ω!バ I' I(立 ω平ì ，~、 外1(11 ロタロナデ。 h'l: I(，jI1J1 ~低糸切りの後、ナデtI'll... iI'Ij;';tll.l・川崎
E血 11'1;:1世 7.9 i'1(2t!1. O)，l'ljinlfl に川tJd口l恥:ナッ九

骨骨高 <4.3> 内I(JI ロクロナデ.

4 主(.'，ぷ総 j，r;. 111現(14.0)①純化焔 ②j火ll'd品色 ⑪l当色松 外1(li ロクロナデの1岳、体問II:W.Iζ例)711'1のミガキ
自且 11 5 11t!壬 ー ~I) II妹都~体制11/6 内山 口タロナデω後、 |凋)j向のミガキ '}a4-t状のミ 1j，¥ι

骨量刈 <<1.2> 内I(Uに:，¥1(止処tl11

5 ;m.li総 I 1，(、 111事(13.3)①~~(ヒ焔 ②にぷいlInl!色14@mlE 外1m ~クロ寸デ， 111.止問iに|損)jfnlのミガ叫.
J;j; 11-13 (1・Nt， h¥:l担 ー 色1'，'1.， f崎色料 Q) IIMtll- (.j.;fflll /~ 内1(11 ログロナデ。 n'11tr1l-休仰に繍)iI!，，_，!Jl，MjたのえJj，¥，

15 ~jl'~ <'1.0> |刈1Mに山色処J'I¥.
目 lft.i\~ 11耳、 -J，r;rll査一 0;11量化焔 ②にぷい此I(f色 ③F 外i(，i ~タロナデ n't I(ti 1"1+;01糸切り ，1.司令141，付仰にl叫HI"J恥:ザ デ.

磁 b.'l:1予 色tl~、 IB色t:! (1)体制1.....刈t;郎 L 内Illi ロクロナデの後‘ JJ~4t状のミガキ
11'.，¥，白i<3.5> t協 内出にm色処1']，

m 19点 1:-1 -4 ~ }{l:);g':!:It/! ¥ヒlkL物制銭点(1)
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穴 点検11¥。 床面の状態 令体的に締まっており、 利にプJマ ド1111から忠良穴rp火にかけて強く 脱化して

いる。 )[~イ~)\vif下 V)~iを地床とする。 壁j膏 カマド敷設聞を除いて全問する。 I~M 8 --12 cm、傑さ 3--

5cI1l。 遺物 割以曜日:~.I!f .腕 ・羽守12、灰WII!陶器航l'1m、ロク口組、 1:拠点Jjt.il、鉄製品、鉄体、石川など

が多枇に山 |てした。辿物は櫨 1:中間~ド1¥'付、らの山ヒで、床面直上は 19の石皿および周辺の大形艇の
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n 24R，日Om. 13' . 
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5‘兵-よU.2

一ーア吐!iコト3 ，_一一
Sf 寸 f一一il
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圃E・ 膚t， l..Jり 帖何 t地人物

11¥尚也I1111抑制11 やや"1" ペ吋"，，1) (1('.他 'A'iPt.量.脱化物刊金少量肯1>

111尚也 11・7，61削 l ペ吋'/hり '1叫'Tl'I ~f:拘何 回 i'I色村 'A， 11'"事量.嶋 1:&・少量古む.

m禍色 i圃?制限 1 ペベ'あり '1・宅't，り
凧禍f‘1帽7日K:I1 '(・'1'あり 中ゃあり i'I色拘 ' h'W~/V量肯Ir.

ill醐憎P.1 111101剛 4 め.) dややめ'1 ~I帽色上tゆ世tU.1~

1・(̂崎 11咽旧制舵 怖い ".‘ #1尚也 LI咽7附削11 ややhり '(''('t，η 焔土・峨lヒ刷柑-d'/レ量古11.
.111色』帽1111酬臨 ...・j ややめ"

~幽色 1 ・7.61削 l '(吋:"....， や'1・9・" 尚It栂色1:，，'レ量青む4

同 属禍(10， 1桐1附削 l '('.0;・あり ゃ'1'あり rl色町 ・ 削 11・t少量~It.

1 1~11I色 l'帽7 削iU 1 制t叫，..，・2 '1'ペ1/#，11 娩上金ψ量.Iilll'.刷位 ・n色tll:'A，.-rl't:微量肯U

開褐色11咽1，附R31 ややめ" ベJゃあり ;I!lt也I;t'事惜.蝿 1:"少量.同化物柑 1'1色柑"IIIJl ~I，.
1叫禍色 L帽751削什 司E叩ふり "(''('t、" 情帽邑 I :~'^晶、崎上金事量.同化刊同骨少量.n色1M:'.量~IJ.

胤色 l帽7肘附ノi "(，ゃあり ぺ''1'あ" 嶋十， . IlHじ鞠仲 ・喝惜色上世少量~It・

明惜C'.I珊7.帥削 1 'I"'C・ふり .c::".I{J，t，句 崎]. . 崎佃色 H:・少量司掛化拘I~' n色，~"圃量青11.

1IIe. l'欄7制問.1 '1・ゃあり '1'ペJ/#，FJ 憐上企少量.II!II:納町 ・白色tH 骨量古11.
j牌同色I咽1.51刷 1 ペ'ベ'.t，り ヘ'やめり 情士'..1ル量"1.'.
前I~也 i 刷1OVR7'ß 晩い ベ吋・あり 11.1地色1:4‘量.I~ ""酬凪~CJ.
問問也 l刷7，61削11 '1叫aふり ゃゃあり 地fを少量舟11.

1'11'1・7刷町.1 やや"") やゃあり 地上".量.同化拘位，.少量肯11.

第 37幽 トト4号住);t}.1]]: 

- 46 -



みである。カマド 1からは2のおuV:器腕や 10・1]の羽殺の似)tが、メlマド2からは )5の羽釜の倣jl-'が

H:l 1てした。 1 6 の上製11J1は被熱による出比が~Ji~:で、カマド文脚と J5・えられる。 なお、 4 の内面~t{色処

地の須心掛碗はI[世5i}1主NJll出-1ての倣Jtと接介した。10の羽?をは1[-2号住)，':'JiJ:プJマ I"#/l¥り }j出ヒの

倣片および、 H 叶4 号住居~1l:P - l内 IU 1ての破片と接合したω 時期 10 世紀宮}4 阿半J~I と推定される。
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部7:Et 出:aot IHU立I~ iJd，]:(CIll ) (l)焼hltci)色必 @町11 (4)伐(;. I，~ . 1史J例主ij，の紡~

lバfrtl陶~:} 11'<， .J，r" 1111¥ (I~. 0) (l)迎)~焔ω@|'lRtfi tj::l火1'1色1f""集白 外I(，i υずロナ7""htl(l他'J転ナデ.，白'j1 ~l仏 HII!rに刷1止l叶恥け・ゲ.
Jlll 11グリ y Jj!l芭 (6，2)J火1'1C!!. <IDI'I ß~'，'l. (4) 11目 IJ~I(li n ~口ナう九

ド~ I(，i 総，1'目 2.1 IJ'J"ト1(Iilづ火flbtt(ljlJl‘1)航

H 1:Jl.前111制総 H(  111現(14.0)①inJd¥，(， <IDRtl 1: : ，.必 l'I C!!. / flll~ 外1M 口守口ナデ.
骨組 Iltl現 jバ1"色 CDr'1色1立 (l)lla郎~体 内I(，i 口ずロ寸 デ.

~，I':ï <3.2> 1m 1/11 内外I(lil・1反動IJfltけ併け.。日夕 uS理 J I.{ 11111 (28.0) (l) lt-泊 (2) 1，(\~色 ω允l弘1'1(己 外1(11 :J ~ナデ.
1t'(1モ ー 料、 l.u色村 (j)IIIMrill/ll IJ'ilIli .I:Jナデ.
総，i'li<6，3> 

10 事(JJI.~:~ No. 1 0 ・ ~I ‘ 111世(IB.Ii)(!)阿世{包焔 ②にA旬、tlll日色 C))I' 1 外1(11 '4 11 tIナデ. II~打1111'縦)jl ，"Jのへシナ'J~o 鰐11，'，付.
羽?在 lト21七7; m1l 色料、地色11L Ça) I I '机11吋I~mll: 内1111 IJ夕日ナシ. JI~HrrWI民縦)iIÎ'I(/)へシ寸 ;-:0

-.，ド!~I り 出I，(~ <10. 1> '1'-1/3 
)j， 11 11 
111'-1 

11 有(!ぷ昔日 No.9・11 111在(18.8)(り阿世{ヒ焔 (2)1夫UlC!!. CJ) (d~、 (1 外liJl ，J 11 tJナデ. 1i'~II，lof‘九
)I)!犠 !氏f唱 ー 色1 ，~ (1)11似{(il-JII"II'lill:・1'，1/3 IJ'illJi IJ夕日ナヂ.

WoMli<Jしめ

12 首{心配; 桃16 11I現(19.2)CDn量化焔気味 ~)バ1' 1 色 (3)，'10. 外Illi υ夕刊ナヂ.J'I1Ulof仇
*'~普 ぽ径 一 怜 (i)IIWlll-slolalll(立 1/6 内I{U wクυ十デl

:f.M(， <11.日〉

13 苛IJ，似日t 11;0( 11I世(20，0)0)俄{ヒff(O ②にぶいほ色 ③I~l 色 外IfIi ロクuナデ.1刷(11¥[:1立に縦 .t1)iII'l(})へラケズリ.AI刷、t.

*'~持 Jilol¥i - 111.、 !，¥¥ (!!.tiL @III.車問11/8 l人'11(11 ，，1) p-r':l. 

円7
出~，n， <6.9> 

苛l泌総 Ncd， IIl~(17， O) (i)例化焔 (2)にぷい1(1.色 ③(1色 外1M u ~ ロサ デヂ.. ml1Jb付.
羽~ btl現 枚、小fft collU仰 1/8 内I(，i ，， ~ ロナ II~I術I l.úì:にn足)jJÎ;1のへラ 「デ.

:f.~，\'r， <fi，2> 

15 ;f[!唱!I!:; No. 17 ・ ~O、 11111 - 。〕附{ヒ焔 (2)に，S:ぃ|押('2， @}¥n. 外1(11 口夕日ナゲ JlIol ~1W Il.t )i';'I(}) 向、ャ ウ ズ リ 『 ド焔li例hll'lの
)!)!~ 113グリッ btl世 (7，6) II色』町、 ld色村 ωIlwm-b¥.1':f11/2 へフケズリ.b'l:抑iへラケズリ

I~ :1 IIJI 世:l.(lj< 19. 3) IJ'iI(1I u 1)ロナデ 1

16 1.拠点11判l'II~ 11111 - 。)~~油 (2)tJ，!i白色 のり ，' ，色1仏尚 外1(11サ) iIUIl(lil .~被似iご l、 り~:-I~I(1iが刷出j[.
民111(7，0) 色jr!l(1)似Jr

間Io(:j<1.7> 

I4jよ
~~I，rj 111'1:1立rn ①!Lほ{rm.H)。G。B44ω11itMo唱mGtDFl@I，t - TFjf3UUIの特徴 ~((;I 吟

似製品 2 1-< 。jをさ4田広 州1.1、I'/.)l0， 2~、 il(l，t 13. 00 ~fM.:J <:D1l1!完l移 。)
l~ IYI 

。(D〕INを3さ4〈:』9H、耐，16，B、 I'，r. ~ 3，0‘J[(Jot HO. 55 (2)鉄~I:t cl) 1m欠m ω mUJヲAn化、餓{ヒωIR 欽~ No~ 1 

'0 (，lIll 除、22 .0>、制<2fi，6>、1'，1占H.O、flO&l:7， UOO ωUiIO¥ ~' ~ ('.1) 112 çl)収~m(j: '!H~ i:寸る.U1L1lulよ!intf、状に
t鳴く!1l4J' . 

第 20点 1-1-4口イ1:肘.tJI:11 ¥ 1--:辿物観娯点 (2)

Is: ~; 出H，n /1 ¥ I;(~r. Wt I il;J北(む"，) ω仇I，R②色品M(:J)Hfl l' C!)伐イf hR ・ ~~m技法(})特徴

;((1，ぷ担t ぬ I ~ 111¥i (13品)(I);m J~焔 @灰色 。)1'1色村、 J品 外1(li 11夕刊ナデ.b'l:lflil"1恥糸切り後 )r. .rr.ttl納付II!，I.}，'，Inlea| 
，i'liTIHllll 0¥:1並(7.8) 色f世0)l/4 kJr. 

昔日~'Ii ~. 7 1人11(11 日夕Uナア

2 ;j'VJ.i1U カソド 111~ (10， 1) 。的fヒfffl ~惚色 CJ) I'I 色1官、!.(\ 外111i [1タロナデ.ぽIMI"I転糸切り.
珂: h'l:l~ (5.0) 色1官、 t~ C!!. @1/6 IJ.II(II 1111 nナャ九

円ー 3・41正、
日:Wi :1，5 

茸{.I，!.(~~ 11 t世(13.日)ωM(包焔 (2)(提 ~H世色 C>>I!J色仰 外Iftj ロクロナダ.O'l:I(lillll転、首切り・lo'oIUllI1恥iナデ.
Jl、 Jお m主(6.6) 。1/4 内1(11 [JクロFデ

出4制 4.6

車{忠~~ 11-6 f~ 111予(13.0)<DII~(ヒ焔 @隙色 @I'I(己1也、 1，¥¥ 外1(11 ロクロナデ.
前 b'l:ff. 色判 ~I) I I Iま糊1- (本削1 1 /8 1I'JI(，j ロタロ寸デ.

出1，(百 <3，4>
5 有{必総 11丘 111官(13.0)Q)微iヒ焔 ②灰色 ω(， 炎、1'1色 外1[li t1ク υナデ.

刷 IJ'Cl現 ー ト:1. O)IIUI'III-(本町111/8 内I(，j ロクロサ iデ.
a~，自j <4. ~> 

日 UlI，ぷ総 31正 111畳(13.11)(Dð~1ヒ焔気味 ~I天 n色 (1)1:1色 外IUI W クロナデ.
釧 O'l:I~ - t，~ O)IIU郎、{宇部 1/8 1付凶1 IJ 1) Wナデ.

1I:I，IIi <4.6> 
7 事l必昔日 Nは 11 IIl-¥i - ωtI~(ヒlíft気味 ~lInï:火山色 @ILI 外Ilti rlllけ 丸 山flil"1酬切り-，i'1i11 11州

似 0¥:1世 7.1 色HL、小~Il @~'li"l古iI IJサI(II 'J 1) Wナグ.
:r.M~ <2.2> 

8 ま{AI.(:I'~ 31メ: Ill~ (l ll~(ヒ焔 ②以前色 CJ)l:'~ (辻、!11 外I(II f1ク口ナデ.h'l: I(，i 1"1転糸切り'OI'Iifl ¥U，f.tH.'iにI"I""-iナデ.
蜘 底1草 6.1 色tiL (i)，i':iTi'ffl! 3/1 内Ifti wクロナデー

日時1向 <2.4> 。:t('I!.(~:1 31ベ 111世 ωI'I~(ヒ焔 ωlこ-S~~、|世色 (会白色 外Iftj fI 1;ロナデ. h!1(liloIl~糸切り・，1(， 1111，'，(・tll .\'にlï'l恥1ナデ.
臥i b'l:fl'! 7，5 ~"'l. @，i'li'(i(f!II/2 f人H(II IIクnナデ.

円τ
日':;;I'i目<2，6>

J必fUI陶総 3!K nl現(13.0)ω.ìS! J~~(， ω船 L : 1:1((1 色、 fUI'紫 .外I(，iロタロナデ.
11Il htl世 h火:tlt色 (;1)- (011'社側-jド剖1111内而l ロタ ロナデ.

同~I向 <l， 8> 内外l1iiln火削減け併け.

前 21点 H -5~}住居刈:11¥ 1:辿物観察表 (1) 

- 18 



⑤日ー5号住居士'11:(知 39・401刻、第 21--23去、 PL. 9・22・23)

位置 C -1-..2、D-1グリッド。 重複 r1 -7 ・ 8~jイl:Jorト.1]1:と直観し、ノド辿榊が最も新しし 、。 平

面形態 民方形と ~~~mIJ される。 規模 J，i，(j/[ill油3.30m X傑さ 0.18m。 主軸方位 N -1320 

- E。

覆土 í1然堆布~と推ì!lIJ される。 ^s yp・白色粒 ・炭化物粒を合む場制色」てをキ体とする。 カマド |軒

J収般のI何寄りに位i出する。令.此 1.08 m。抑り )Jでの検出と なり、 袖イ干の瓜跡とみられる小ピッ トが2

本対になって碗秘される。プJマド1)サに堆積する此悩色村質・ |てと!巳褐色 |ニの混上が桝鈍十と惟測される。

柱穴 未検出。 貯蔵穴 未検111。 床面の状態 メJマドliflから竪穴rjl央にかけて強く硬化している。

基本肘序V}cfiをt臨床とする。 壁j韓 米検1-11。 遺物 ~S~泌総皿 . J:f ・ 碗・ 1!~gl耐え ・ 部 ・ 羽釜、灰~Itl陶

制 IIll ・刷、ロクロ盟、出:Jç~rなとーが少jl \:l1-1上した。床面l立Jニは 11の灰車1111御制IIllと2Jの鉄釘のみである。

それ以外は概ね山tIliから5"" 20 CIII上の山ヒである。 カマドからは 2 の~JO以~恐怖、 14 ・ J 5 のロクロ現、

16・げの羽釜、J9の劉忠総聾の破片が山 1:した。 l6・17は械 k中の破片と接合している。 1の創忠掛

阻は紛れ込みとJfえられる。 時期 10世紀後、|土と推定される。

13 218.80m l3 I 

• • 

~ 

--・・ーーーーー
--← 

， 、r

:7
16 。。 、

、、

.12 

20 

喧柵杭 l・It 帽名

11 "11 I 1 皿禍快 JJ・7町制什

JI色11腎7ft¥凶 ;

開禍也 11咽7町山 i

、、、、

1・.&\ぃ酎尚也1I咽 10VN~/~

m陥也 l 刷 10\'R~:~

，111禍但i帽10¥削 1

m禍世 f1I 10\N~ 1 

m禍色I咽10刊3'1

9 ~I也 i膚IO\'RZ I 

戸守、

'. 
、、、、、

、、、

L.'t句

や'(，ぁ"

'(吋・糸町

やぺ・あり

ややIt，り

やぺJ~JI，

'('ぺ:'....り

ややあり

'(，ゃあり

'(>ゃあ勺

、

〈. 

11 . 

¥l' 

J ， ， 

似!Iヒuri

、、、
、、、

f血性

'('ゃあり

千平あり

十ゃあり

ゃゃあり

やや.. ，り

ぞ申あり

~.."')仇り

'("(・ふり

ゃゃあり

11 
s 、、h 司・ーーー・.--ー--・師、『ー司‘ー"

7 . 

• 
〈

縄入拘

A・w・n色ru~量書1，
削寸P・白色怯4少量肯IJ

。

世慨色 1 ・lIt~企少凪.制化物仲・rI色情 'AN-\'I'f.'.量~tr.. 

111尚色 t世'1 '揖‘縄 1・ ・ 開化物loct ，)I ~l. ，'，色制 .̂. VPG:lII.11:o'tlr. 
蝿附也j_.地上ー別化物他局レ少量 白血性....VI't'1III凪1';11.

IJ!fヒ拘悦・峰Ltψ量.前回色1・n邑他.A. Yr~'1II量~tt"

崎10!"..1:6:・少量 向陸上 .IJ! f~物向・(1色t~'A..\N・楓量1';".

地l.~:."量， 崎栂時j; . IJI化拘恰・ (It'!!怜.A，.-¥1'量個量書11.

縄 1，中量.内巴1~4"レ量1';"

知 391玄1 H -5~}住居IU:
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第 40以I l_;I - 5~J住居.hl:IU I~辿物

川

m
I

H

ハ
vr
u。20 ロ 21

(20・21) IOcm 

砕け 昔日品目 1111二11'7:1段 r.ldll:(c刷) ①t血/，)((2)色刷③si1I二@島(( /il! . ，時}例主訟の特徴

11 j民flli附総 No.2 111を(12.1)。.ì!'it)~町内 t詰)>>111: :灰白色、 flil・泌:外1M 11クロナャ .

1m btl世 ー l必14色@ (1) "'まml-体罰111/4内I(II ロクロナ/.
日告高 <1. 9> 内外1MにJj{制It貴け掛け.

12 灰蝕陶白骨 11 6 (I'No. 5 n 1~ (14.6) (り~jL;焔 CD~II.I: : 1:ぽ I~ 色、lìIl艇: 外I{II ロクロナヲ .

蹴l btt哲 一 J:x.~~色 ③ー ωnt量的-(ド削i1/8 内1M 口夕刊ナデ.

a:MIi (4. M> 内外l{Jjlこ)ftf.lll!4け目トけ.

I ~ j売制陶日時 2 !叉 Illl¥ - ①MIヒ焔弘~lIt ~"fì上 :にぶい前 外rlu ロタロナ争， I明ti日占f.I時に).¥111:問転ナデ.
腕 b'l:f~ (7.0) 1"-色、制1哨;灰白色 ③一 @高 内l白 日夕ロナフ .

日骨高 <2.6ノ 1Il'1!l1/日 内I{IIに収納漬け働け.

11 ロク υ兜 ぬ7、3[>(、111貰(18.0)。阿世(ヒ焔 @にぶいUil住色 (!j)~1 外I而 H クロナデ.s向側i下半に縦Jjrtilのへラケズリ。
7)マド ほ1l¥ - 色粒、小fll Q)nU制1-11同仰 1/5 I勾日11 υタロナグ.IU;mlll:'I'に縦)j11'1のへラナゲ

~~I山í <16.0> 

16 μ クロ鍵 No. 16.カ 111置(18.0)①西塩化焔 @にぶいtli<<f色 Cj)<i? 外泊I nタロナデυH同期1中{立に俄);'IOiIのへラケズリ

マド m世 一 !:l母、白色縦、小n! <:011総削1- 内l{lI ロタロナデ.111拘iに指VJ1lEI!'{.
世枠内 <9. 1> "阿部上‘l'1/5 

第 22表 口-5号住居枇WIて辿物組鎖表 (2)

A
H
V
 

'hu 



IIHJ 出H唱 111 1:(ir.Wt tJdtl:(四，) (f)IJLI& (;i)色刷 @HfiJニω伐((. 1')(・'1由形l.I<I.kω特徴

16 主I止〈間十 カγ ド、 :1111*. (19. H) WM化焔 (2)にぷいほ色 (!J)I'I(見 外1(11 W クロサデヂ..H阿部縦))'1，'，)のへラケズ九鈎lL
'
，付，

羽1Ii 弘、 116(1-J.iH畳一 問、 1fl 00t'，~ ωIlt.lrtlil-s阿部 1/6 1/~I(ll ロ世口ナ

No.6・H ~，rli <21. 9> 
17 ~(!忠総 fIl，.13・ nl世(19.9)(!)~I'tIヒffli (jI_lH!色 <ID1'l (単純、 以 外而目タ Hナデ."~UM.t， 

:]:J1iS 16・l目、 btt* - 色杓 ÇI) IIUtffl~制御 lプr I /~ 内lfij ロクロナデ.
カ vド I!:MIi <15.2> 

I~ 年i泌総 1 1>(， l，rj 111を(13.6)(!)i抵}Lffli ~灰(1色 。!以色t>i 外I(II ロクロナ'lt.
j照f((市i h'l:l世 ωIIt州1¥11日 内I((j w~ wナデ

掛}，Ili<3.9> 
19 年l忠*:} ゾJγ ド 111.量 一 CD巡!，eitfl ω灰色③1'1色4'，! 外t(，i 'l7.n~~ 司、

~ Atl百(16.0)ぬ1II'!:'fI1ド似-j底的 1/日 内t(，I1';1心仰の可てJHU.
WJ1!':jぜ6.8>

おり' ~:Hil 1I11.(¥'r.wt ①I.Ht(叩・11)~)l.，f ttω伐(t: (1)，，)(・般J杉lJW，の約I激③例行

~O 欽製品l，11 fi (1;胤 l。)l~ さ <3.4>，耐，( O. 3、)"δO.弘前肢1.:18 C!)鉱拠 @ 1:t.:Jtu欠 IH ωItJflflj hJr~
事I

21 "、制~ll ト~. 1 。)*d<3.I>、制0.4，Pf.さ0.3、取払2.06 (j)欽~~ (3)ld，i~品問i欠lH (i)t11i1(1I }ilr~ 
書l

第 23ぷ 卜1 5号住huJ山1¥ I:~物飢娯点 (3)

@H -11 f)住居.111: (郊 tll""tl3以|、第 24点、 PL. 9' 10・23)

位誼 [7-3""4グリッド。 重複 J I -10 J，5-{t'J.l}.I1I:、M -II号情、 D-5 ~5- 1:坑 と 1.J1*証する。 XJf l ~ 11則

係は占・ぃ};から 11-10巧-住民士11:くみ:llJ:附くM 叶 I~}11\~、l) - 5iJ I:J;I(となる。 平面形態 北1)可ー南東

JJri可にやや長い摘足以)JJ形。 規模 長II~h 3. 58 rn X知il~1 2. 74 m以ヒ×深さ 0.20rn。 主軸方位 N 

-43
0 

- C。 覆土 n然j世相と推iJIIJされる。AsYP • II色粒・炭化物粒合含むw尚色上を主体とする。

カマ ド 北J，l.!s売のよlJ寄りに位位する。ぽに対して1)可へ 122。傾く。全民O.84 mo II!ijflhが伐イFし、榊築

|二は F部がm尚色 1 :、上l'fllがJ，t~f\~色*M~t 1:と ~U制色 |ての rJも 1:でめる。 イ7何h内には事111先端から拠1JllJへ縦万

ノー

1結 9:C::実子炉

性ゴマ14

o ( 1 ) 5cIIl 
ド一一ーー戸ー一ー一一{

〆'一- 。 IOclII 

郡山区] ]:-[-11サ住居J11:出 |二辿物(1 ) 
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I 1 ー I O~げhJ.，;.

八 2~8 ，10m. 
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喧F 。‘
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~<Q> 7 
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受予
ω・5

似!化IfJI

¥』¥。
17 . 

、

M 11け1僻

13' • 

C.(t号ぞ主1¥・C'
s 

1: r(i')1I111?， 

、~ l( -f}斗ト1>_1 。IJil物出1.:1).、総

It!rr哨111':' 

n 2~ 8 .t10m 13' 
; 1'-己 1111 .̂' t 何回1

• • 

てbf
C 2~a.1011、 C'
• • 

辻J
1) 2~8A0I11 1)' 

11 八
• • 

RS I~ I~ i 1 

2 2，2月¥ . 
10 ~ ~ __  円子ヂで-.-，一 一
.・ ーーーーューー吃ττ 3ノ.l' _ _ 4づ
1 I 、、 ./， ， 司-0

て口了
17 0 6" 21 16 

ω. ω・ 16 

凶 ・ 同・

I ~ 2~8ι 10m n"  A E' 
. ・・・ s ~ ~ ? ~ 

/主J斗金世ヨノ
マ~十"，_-...7 

H 

F 2~8.~Om ，_ _... 17' ~ ，，'I('l，"IVIII I ~ ~1)8 ~ 

" 19j t-，} J亡、
ーム~ ¥ρt¥ 1 Rslo._L 

10 8つYIll io 

口 腕 上 州 ヒ
jJγ ド泌物1111;状似(J二凶i) カマド泌物1111ニ状餓(1マ1(10 。 (1 :40) 2m  

Jill・れ 曲 刷1， L.tり 帖1今 1品人物

11 1111 胤尚也i網7，6¥帥l' '1'ゃあり ペl~~あり 1" 血t~t・ ..邑.削 lP ・般化拘tu.少量青む

鳳地色 i咽7，町制 1 キゃあり .0;叫・あり '~Í"，tH 1\量. A.， \'P~rfl雌.泊 I.m化物同会少量肯1/.

J !II尚也1.7.町制 Z 'C.ぺ・あり ゃゃあり ".."".. J量.0色村健上炭化崎，~&・ψ量~I.t.
風色1)・7町間 i ややhり ゃゃあり rr邑f，).A.， \1'企少量~It.

嶋色I岨7，r.\~2， ， やや"，1， ゃゃあり 1'1色仲 'A.\1'6:楓量~b

訓色1.1・7，6Y~2 ， .0;'ゃあり ペベ.'"り r， "'I~ ・帥\I'&.þ量~I，

旬、IY 1 JI¥岨C.，II胃7.前川l' ペ.~・1・，り "i'べ.，(>，り 前1眠C.1 ~・ 1臨画. rJ也純&'IV属.地 lt備品昔U.

ドw 2 .~I ('川島 l咽7. nRI川 勉、、 制ぃ
f.f' 

3 にA句、曲附色 u圃10川5川 弓吋'制い ぺ吋~..，り 幽111也 I，j且k企少量.胤1ヒ拘柑4・嗣量It/，

岡崎色1帽76VR3' 1 ~.t(，J;l tl ペ・ペ，'，，，・0 .1&色 1，'IÆ 上金書量白("棺~"v量肯('.

間同色1・7刷R:t，1 't'ゃあ・3 't叫・ぁη 雌化物情 ・穐 1，'"事量.円色"を少量!¥む.

崎岬~I 咽7 前剛.R ペ・ゃあ" やや'"り ~t:~ "量.M働色l"叩.. rt色IH同量:¥tJ
7 I/A同色 11咽7刷削.1 ぺ吋・あり ややめ1， IlH~・毎日 ・ 檎 Lt'$量肯ù.

R 世惟色1)圃IO¥R6K やや判¥， ぺ'や。仇1， 地I:t~凪~Il。曲但色l輔7.0¥RRI凶 '1'ベ);.，1) '(吋'，11，り 制同色 k仕 事量.白""~ ，納 U:'V融~!t.

'0 胤略C~ 1・7.肘削 l ペ.'(・，'，・J ぺ吋・t，り ('(".1世.A.-l'V(t少冊肯tt.
11 I/A崎色1.1輔7.6¥'Rl1 ぺ吋ゆ・" ゃゃあり O!型棺.A.-\'I'少量.純"・附t~lm止問量;';むa

l 瓢尚也L咽1，61制 l ややあ" ャゃあ句 mlヒ拘r~ . n色，). A，'IP"少量~/，'.

1 "品喝世t・・7，刷附け ~，・や冷， η ゃゃあり 咽Iじ拘怜 ・ II色t~ . A，'YP'少量斉仏

l 胤渇色l咽7，品削川 .0;'ゃあり 十やめり 償化刊日 ・白E九位 .A，.-¥'I'i，.Jl，量.地Iル微量青む

第 421文| ]:-1 -L 1号住居士11:
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向に'tt;山れが 3 布並び、 内{1~HJlIJの lúìが垂抗になるように設附されている。 下前{JlIJ 2 イ~iの上には S L が水

平に釆せられている。 燃脳mlから畑道官11のJJS7.闘は焼七化が~~{q干で\小ピット(何 22 cmX L9 CJII、深さ 5cm)

が検川される (PL.IO!五F参l慣)。 柱穴 ぷ検出。 貯蔵穴 カマドの右側下前に位世する (D-1 )。

平岡j協は円形を弘し、径引 CIIlX 39 cm、深さ 7CIIlをiJllJる。 ピッ ト 2北検出された (P-1......2)。貯

蔵穴と同組棋で 2 品、~fLんで検問される。 床面の状態 令.体的に締まっており、特にカマド前から!箆穴

中央にかけて強く脱化している。 h~，*)百円;V )刊をJ也jぷとするが、硯化I市部分は主~~笠色粘質 1 :と貼色上の

泌ヒのJI占床である。 壁溝 部分的に途切れるがJ色刷すると推測される。 I~M6""" 1 2clII、傑さ 2...... 5cm。

遺物 泊忠訪日郎 ・ 碗 ・ iln~ . 羽釜、 灰~Ih陶端腕、緑~Ill陶総碗、七山Ii~号制、ロク 1:1 ~!~、 j瓜字削、 {i目石な どが

少/ì1;山I.~した。 床而l江上の辿物には 5 の~.WJμ総杯、 9 の~~泌総椀、 20 の割以;椛i位、 22 の胤'r:刷、竪穴

寸1央の大]静艇がある。それ以外は概ね床面より 4......12 cm上で/1-1上した。カマド、のおj協では床l面より 4

cm上の仲:trl~ で、 2 1 の上向lî加盟JI阿部nの |工に 2 の額以掠杯がillねられて出 |てした。 2 L は 8 世紀代に比定

され、周辺から持ち込まれたものと推測される。 2は完形の自主NJ二日出で、「作」と'I!I出1できる。地lF上

部は他に 2点 (1 ・ 8) が冊目秘されている。 1 は急4忠総会fで 2 区 fil"'，から /1\セした。 口 R~部破片のた

め'I!IJ抗不明である。 8 の~~，Iι器碗はメJマド内から出 |て した。 「判 」 の寝 I I ~体である「常」と判的できる。

カマド内からは 3 の刻必蹄郎、 1 2 の急~忠間腕、 1 3 の灰~Il例。探碗、 L6 のロクロ班、 19 の羽議、 20 の創

恵、総世の破片が/11ヒした。 時期 10世紀第31Jq、終jtJと推定される。 備考 1.( '11 rIJ 1向通~チ森ド泣跡

の辿榊外から「'J:1・Jの刻占がある制点総腕 (10世紀)が川_I二している。

18 

‘--J 

19 

o 10cm 

。 (22・23) IOclU 

第 43凶 [1 -1 L +.1イ住居士11:11¥ヒ遺物 (2)
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直竺 総fj 111 t(也ll"t IHt (叩) 〈帥l'e，，)t(ì)色訓 @)~f1 1二@成 (t: I&. 'ls'!Ml止法の4¥'，微
mM.(総 2 1，( 111量 一 ①的(~焔 (ft)1j(m悩色 @!'l<!ifll. 外l白:1 LJクロナデ。
向、 h¥:1畳 一 O)II以前H波)1 内uu wタμナデ.

ヮー
日:i刈 <1.9> 外I(IIにI!¥J}、 '11IibHIYJ.

UI泌総 No. 26 Ilf~ 11.5 ωð~化焔 ωul灰色 CJ)JII閃(，、 外1m (1クロナデ.J忠fflIA"ir.ij恥i糸切り.
Jf Lll:f盟 5.日 (1色松 O)1J;IJ7eJ隊 内l{jl IJタロナデ.

協11百 3.5 外Illlにf!!，If r 11'J. 
3 ~(.I..\!.:fil No. 33・42，111世 11.8 ω匹骨化焔 @灰tls @rl色代、 外r1ti 口クロナゲ.瓜1而阿4(，.糸切り.

11' 1 • 2 1:<' h!f~ (6.0) I.l¥色fil (1) 1/2 内部 ログロナデ.
町村:，; 3.2 

主i必総 No.6 Illl'! 12. 1 (1)般化焔 (i)1ζぶい尚色 ③，'，色 外I(II ロすロナダ.民1(IHiI，，1恥1糸切り.
Jf ~tf世 4.6 牧、!込色t，iGD光j移 内而 ロタロナf

日!MIi 4.2 
[j 立(!J.(:ffi Nl~ I~ ・ 16、 nl世 12.6 ①n官化焔 ②にぶい似色 G'i)flll刈 外I{JI 1-1タ Hナヲ。 lt'!:tf[illll ~lá糸切り。

川: 日|ベ btl世 6.1 心、 (1色1iL @6/日 内11ij u 7日ナデ.

九一
1I:~，l~i 4.3 

可tillK.~ No. 17・18、nl韮12.7 。齢化11'(1 (2)にぷい./IiH1色 (3)JII 外山 口夕刊ナうが.h!凶lイJ"1L!l転糸切り.
川: 21-< b'Cl官 6.3 1)(1布、 1~1色似 (1) 111義的~休日I11/4 内I(Ji μ夕日ナヂ.

「τ
~~，I'r， 4.4 欠JH

刻Yぷ~ No.<1、 1111~ (13.0) ①還元焔(軟ft)②灰白色@1'1外1m ロクロナデ.低価イ{阿fi糸切り
tf' 1 1'< ~'!:1~ 6.1 色総 @fIt，j((RI-体再n1/2欠JJI 内UU 1-19ロナデ.

昔日，1'li 1. 2 

H ~í(泌総 No. 36 IIl1! 12.6 ω問主化焔 ②尚灰色 (3) 1~1 色刊 外{而 07ロナア. htllìi~~ 11:糸切り.高7111Mtn!，に!.'iJ紘!日l転ナグ.
骨組 iほr~ 7.3 (i)n総削11/5欠持1 l付I{jI t1タロ十デ，

日~I問~.3 外I/IHこ/1-1峰、 r'!1Jのte;!}(に。劣(I.¥.{:!:，l No. 15、 11 fl'! 12.4 ①~J己焔(軟質) ②J火;11色 <ID"J 外Ifli ロジロナデ.瓜I(Iin'l恥:糸切り・，lli1'll1，1d寸IIJjに令:Iloナデ.
臥i 記|正 h'El世 6.1 <!i'fi¥l. ω"，.止削1• ，Ilj1'nlBの削l{r I同IrlI ロヲロサゲ.

日:MIi 5.0 欠m

10 Jr{.¥!.(軒t Nl.3、 111世(13.6)。〉両者化焔 @オリ}プj恥色 CJ)JII 外!日 ロタロナヲ . ほ1!IiI"1転糸切り ・刈'(，lVi付11指1 ・ ~lrliナグ.
臥i 1 I;{ IlH官 6.6 !刈{1、 1'1色hZ @I1IJctlll-体制13/4内而 ロタロナ-'lo

;鳩山i6.3 火m

11 lJ(.\\.(f，~ NldO・ IIjy. 13.0 CD両者{ヒ焔 @にぷい}J~色 (;))(1色 外1m 1-1タロナラ.庇Iml!!]紙糸IJJり-'，前11II/i付川に令:llIiナデ.
航i 11・12 ll'Cfl'! 6.2 j ，~ (i)llt草剤1-体制11/2欠lA 内1{II uクuナャ .

円7 立{邸栂

1I:~，rr， 5.0 

No. 36・ 111'1i 1:1.4 ①ð~(ヒ焔 (IDllfl mll&色 c，!)1'，色村 外uti 14タロナ7デーザ. .股lfúl!il+:ti糸切り→前i'(lIL~HII~\にJ，o，J lJd"!恥:サア.
航i 43・44 btlY. 6.6 O)lJ.I!完J移 内lui 1-1タロナ

円了
1m訓 6.2

J米副h防総 1)-... I~ 111世(16.4)①ililJe焔 ②月白Jょ;灰白色、 f，h調!: 外I而 nクロ寸デ.
以l utl世 一 !:fi.1'l色 ⑪1'1色松 (.1)11紋持111政)¥・ 内耐 roタロナダ.

時11刈 <5.2> 内外I{Uにl兵制IJlけl砕け.

14 l米利l陶日時 No.Il " t~ ①i!dJL焔②船 1.:以前色、糊泌:外聞 ロタロナ.)-1.I向'(1M付仰に周H:凶転ナデ.
由日 U'Et現 (8.7)l夫オリープ色 ③1" (~l官 ω{本flll IA1f1ii 口タロサグ.

日目11(， <2.6> I~iな-，rr， Nril ' /4 内外Ifliにjポflht貨けjJトり.
15 f，kftll陶:t'~ Nl. 1 口1世 。)i!'!Jen(l (2)MIt: PI'iIポ色、 1dl噂!: 外1!lj ロクロナヂ. 体~I ミガキ Jj'l:r(ljfi'J恥.i"ヲウズリ. ~.司令貼付

自担 氏1~ R(fオリープ色 ③榊鍛 ωl志向1- 仰に胤総[IIJ転ナダ.
W-fi官i< 1. 5> ，I'~'(l削1 1 /~ 内而i 円タロナグ.JiCI而ミプ!f:¥.

l内外凶iにU1111"
16 小形 Nl.19・ nt~ 12.3 ①闘を{包焔 ②lζぶいほ色 ③l'Is 外il[I 0クuナデ..1itirur"1紙糸切り.

ロク日現 32・37・ Jlt1現 6.11 f(f.. l.U色j ，~ Gi) 3/4 内而1 ロタ口ナ・，7.
38、2灰 日:~j(r， 12.3 

17 小11:手 ト~dl、 11111 12.0 ①両者{じ焔 ω以前尚色 (3)1'1色料 外凶i 11 夕刊ナヂ '/I~j糊l下地に徽)/rl'lのへラナ7. b'l:ITtiJiiltll，i;，t，切
υタロ鍵 1 - ~ l正 11'1:1世 6.6 ω2/3 り.

間~jl'1j 12.6 内i1ii ロタロナグ『胴l1'lsJて半に償)iÍt~のへラ).デ.

18 H タロ鍵 No. 20 [11.11 (18.0) φ西電{じ焔 (2)μUill!1.色 Cl>r1色料、 外凶i υクロナデ『胴鮒I'N立lζ縦)][1'1のへラケズリ.
Dtl荒 ー 1，(1色位 。nt~rnHJ~.Jrlll L位 1/5 l付lui υタロナヂ.

円τ
総，1百<10.8>

須以~ No. 24 111主(18.2)①商量化焔 ②に..s:ぃlItl珪色 ③1'1 外部 ロクロナデ.11 t車部に!hufi1Elr{.刷側11ニ縦)l向のヘラウズリ.
~~釜 D'Cl査 一 色1在、 1.¥¥色f弘小』常任)11級制1- ""，1，トt.

同20
鳩山j<10.。I1同持11上(¥'l.1/6 内山 ロタ口ナヂ.

年{忠器 7;7ド 111景 ①還3じ焔 ②灰色 。n色牧 外岡i 口7ロナデ.11¥:1而阿恥;......ラウズリ.刈'(;U占{、l目指に/Idl主阿~;
s舵 l加盟 (10.7)@制自11ド{立~低榔 1/4 ナデ.

~~I何 <5. 3> IJilfJI υタロナデ.
，Oj.O底凶lは非常に平滑の

21 しl河熔 No. 27 111世 。rw (2)十世色 CDI.l¥s判、小側 外而 H同制l縦ん・11，](/)へラケズリー・ ド{立に峨)j柿lのへシケズリ
5担 111:1畳一 @刷郎舷J1 l付ffii ß~gfl縦)JfI'1のへラナγ ・下位にfil)JI''ijのへラ rデ.

出t刈 ー

RF5〕・ ~:H，f( H¥ I-ill:at ①il: ht ( CIII • g) el)1;.j.it③伐(f.ω/l2.mJ附えIbの特徴 ⑤側.IS'

22 事~}I以総 1'<. 13 ωjをさ (0.7>、制 11.2、l引さ 3.0、lI'cIk157. 621 (2)*生成;還元焔、色刷:灰色、船上:1'1色tll ③Ull郎被片
fJi.r(:硯 @脱出世It九みをもっ.m附1惨状合 ，~.t'ると ff~nVJ~れる.似前iのu辺に泌が付けられる. Jj~側 0.6 -O. 8 cm、犯r何1.5

CIII‘ナ'i'iWU立.続出はJI!常lζ'ft滑.

23 自XII 1 1~ ①Jl;'::; <8. 0>、中1，14.8 、 J事さ 6.2、飲J，~ 232. 87 (2) 61jil~{Ì ③fi!ij端部欠jfl @6而iサペてHl:!JTJ. ドl而合愉<!i凶l
はJI'併に5fq.骨、l策fii.多数、

第 24.:J健 1・1-11 ~}住j社社山|て遺物制雪;言語t
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⑦TT -12りイ主府JII:(如何 ・151;;<1、第 25-;j託、 PL. 11・23・24)

位置 G 1、li-1グリッド司。 重複 H-3号住居t止、 l)-4号仁坑とlli悔し、本i立榊が最も古い。

平面形態 附iJllJが I~~~区外となるため全容は不明でめる。 規模 市北*1113.77m X京両IU!l12. 50 111 

以 I--.x深さ 0.22m。 主軸方位 N -310 
- E。 覆土 II然堆積と推測される。As-YP・白色杭 ・炭

化物粒を合む黒褐色ヒを主体とする。 カマド 」ヒバミ械に位位する。令.長 O.79 m。火床面は焼仁化が

~Jl特である。 j丘而には石を設iはした瓜跡とみられる小ピッ トが 2 本対・になって検/ 1 \ される。 カマド械上

は炭化物*.な ・焼七を合む!及禍色上である。 柱穴 4本 EH穴と惟定され、内 2)I~を検川した。 P - l

は俺 31x 29 cm、深さ 24CIl1、P 2は筏 30x 30 cm、傑さ 36crnを測る。 貯蔵穴 カマドの布イJlIIに枕

附する (0-1)。平U1iJ隠は川j惨を主し、筏 51X47cm、深さ 6cmをnllJる。 ピッ ト 4必を検111した

(P田 3......6)。ドー3はやや位世がずれるが主柱火の可能性もある。 床面の状態 令体的に締まっており、

特にカマドTì肋、ら!並穴 Ir ~たにかけて強く制化している。基本}r-i序vk" j をj出床とする。 壁j膏 カマド9}J(

i役回を|除いて全}1'jJすると推測される。 11111¥5 "" 9 cm、深さ~ "" 5 cm。 遺物 ~jVJ.c6ò:皿 ' Þf ・ {施、 |て r~lî俸

制などが少'M/ I\土した。床1(6 1立上の~物は!並穴l何 IJ4'iWIの大形艇のみで、 ヒ総;Jmは全て秘 |二|イ}¥"'17)、らのLtl

上である。 カマド内から 2の創必器i不が、貯l慌穴 FiI!iから3の須忠協怖が/1¥上した。 ]の創忠器，I'r，-hイナ

、υ
・

..柵1.11・..刷t， L'IIJ 帖M 1M人制

11・121t1 1 凪尚色 1.1咽?削刷 1やゃあり 『吋・ふり n色村 'h- \l' ・間化拘I~t-'"量 ttil;.
2凪色1・7制限べ ややありやベ'あり rl色附~..世... 11" II!II:拘IH:少量肯11.
3 凪('1， 11・7，肘陥iI や中あり やゃあり n仇t~ ， ''''1'，"ψ融ttilr.
'1 11也11開7，dV附11 ペ吋・あり '1'ゃあり l'j(~l~ ， .，. VI'企..凪肯Ir
8 胤尚色 1十-岨7.削帥ハ ややめり aぺやtヤ?守sあ，句 n(~柑看令' j事'雌， .削"一VI'】.1悦III他ι拘柑"少司惜t肯4打r 

6 凪禍色 l嶋7.刷Rl'l やや，めBり 弓吋
一 圃山. 
n 1 1 1 鴨禍1'¥1帽?附則'1 ~吋・あり 中ゃあり ...vPf 事量.悦 1 ・ m化物 I~ ・自e\tU，ψ量1'.-1/.

2⑬) i3' 
SDW¥ 
③ p:ll ¥l 

P-6② }  
③U 

17cm 

ー守f

母、
ζ。

C 21RAOm C' 
• • 

自民化1m

.A' 
よ ー/ 一

6> 
1) 248.40m D' . . 
ーヘ~一

A 248AOm A' 

.4{一明デ-
~ d へ

白 地 上 川

。 (1 :40) 2m 
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llll と 5 の |て~:r~掛曹は屯複する1-1 - 3-!，jイjミjJ刈:から/1¥七した辿物だが、 9UI:紀に比えとされるため本住j以11:

に記載した。 時期 9世紀後半と推定される。

て=ヨ

7 

。 IOclU 

第 45以| ト1-12丹住民;.，t止/1¥上遺物

111'り・ 日出m Ul I~{呪 In ル[U;( tlll ) ①銚，，~ ②色刷 ③~II， J: Ø)J~lI J戊・峻Jrmdl，ω特徴

~(泌総 lト3(主 Jl I~ (13，0) Q)iY! ，1;焔 ω以色 ③"1色料 外I~í n夕日‘)r. 
li~'(lf・tnll htf世 ω11 ，止郁~体制111目 "i 1/1; IJ 9 tl ) -i'. 

出品向i<2.0> 
ι ‘ 事{込〈総 トIo.M rrtJ¥ (11. 6) ωi路J~焔 ②J火色 Gl)，' 100fli、).(¥ 外1m 日すロナデ.)1"1:1伺|可<<d糸切り.

刷、 btl~ (6.0) 色1立 GD1/4 内111I ロクロナデ.
日時府i3.1 

:~ 劣1必総 No.G 111世 14.0 。俄{じ焔気味 ②灰白色 ③白色 外山! 日夕 日j・7.)i!:而1，1司恥i糸切り，
珂; m'fi 7.9 問、悩色村 O) 1/2 内1M ロジロサ γ.

紛がli 3.5 
4 Ut泌総 N<~2、， . 2 11 f世(16.1)ω阿世化焔気味 ②J氏自0. ③"1色 外11ti 凶タμナデ.ttl師同唱え糸切り. rÎ~台"1，付lI .'rに同級'''.1

臥i E歪. h'!:f~ 7.6 総 @口t止問1-体制12/3欠m I'ili，i 日夕日ナウ.
総高 5.6 

5 t:向Ii総 11-3 (l! 111執(17.0)ωJ:.tM (2)Hf.色 ωflJ 1刈行、，'，色 外161 nlJ:trrl51寸ナデ.nmfll 1.{削刻々 1向のへヲケズリ.
世t )I'm ~'I'l. O) 1 1 ，J< l'ftl-JlmfllJ:似 1/5 内凶j IIhl:r:jl!Jコナゲ.!II，mtl卜(¥zj'/Ii)lIIilのヘツナデ.

If.Mr. <8.4) 
6 上自fi :r.~ No.3、11王 IIf~ (18.0) ωfHr ②抑色 <:DI11r刈{，、 (1色 外Ihi n除制iサロサ・7、指Vf(IOa.sI4嗣II:{立欄)i，I.jQ)へヲ

現 btl現 tIL 0) lI t止剤I-n~tm I二似 1/4 内Ihi IIU:郁ヨコナデ.腕納i上位械)J向のへシサデ.
J~;r:i <7.11) 

7 J二両Ii罰+ llK nt~ (18.2) ①lH( ~Hl色 ③1" 色1也、1.\10. 外1m IIU側iヨロナグ、 r.illiIJElふ IIr4側U:{立制)i，I'1のへラケメリ.
雪地 m~ - til Ci)口総削1-111o-l捌11:{¥'l1/3 "iUli nt~郁 とI :::J 寸')" . JI~剤11:1立例);fi'lのへラ寸デ.

一 ー~，伺 <8. t> 

m25点 ト1-12 号イl:)~H止川上辿物倒綴点

③H -14 ~}住居.I'J]: (節 46......481刻、知 26点、 pし， ] 1・24)

位置 11-2""3、ト 2......3グリッド。 重視 11 4・13・19 ~}f-t)， I ;'枇と直接する。 新1111則係は~.ぃ

J-iから11-13号住居Jtf:く1-1-]9号住居上11:<木造榊<1ト 4号11::肘I止となる。 平面形態 点1I可にややj正

い縦長民ノj)形。 規模 民nqh3. 59 m X制ililU3. 28 m X深さ 0.33m。 主軸方位 N 54
0 

- E。 覆

土 自然地程iと推測される。As-YP・1'1也粒 ・炭化物粒を合む貼褐色ヒを主体とする。 カマド 北京

控の京寄りに枕位する。全長 0.58m。堅ン¥.:の峨ラインより外側で顕杵な燐土l面が検出される。 柱穴

未検出。 貯蔵穴 未検出。 床下土坑 1越を検出した (D-1)。平iuiJ隠は|判丸);形を呈し、特

118 X 102 CI1I、深さ 42cmを剖IJる。 ピット l基を検出した。P-lは径 37cm X 34 CIU、深さ 13cmをiJllJる。

櫨上中居からログロ現(6 )の円縁部舷片が出上し、床面l立上の破片と地合する。 床面の状態 今体

的に締まっており、特に力マドj両辺は強く傾化している。必本田序V)¥"，;をi也jポとする。 蛍j膏 ~穴の

56ー



間半分で検山される。米半分はえ~イ子状態が部くイミI~JI~である。 11届 4"'__ ] 0 CIII、部さ 2........5 cm。 遺物

上師端部、むuμ慌郎 ・腕 ・聾 ・羽釜、灰利11陶器碗 ・悦、ロタロ盤、羽 11、欽rfなどが少批Hl土した。床

面直上の造物は7の羽謀、 9の羽口、 lOの鉄製品がある。カマ ド内からは5の粗いハケメが施される
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L l.り 帖作 品入物

ゃゃあり ややめ'J 娩 1 " l~N\量‘ n色村 ， A，.¥'I"IlHヒ駒純&少量"11，

i 川崎色t咽7，前悶 1 ペ~A()あり や'i'めIJ A..¥'f'・蝿化物給金少量青むd

2 ' :.;~い耐lua l 刷 IOtR7I4 Iややあη '(吋'あり 叫禍色I.t.，v量肯tf.
3 胤色 1:1帽7，制限，1 .I(.).1(lあり ややあ" A. VP I劇化物胞を中量青I.t.

1 明也 1:1咽7削叫" あり ややめ'1 I' ~‘い揖岨也1:"..宮1"

第 46図 卜1 I ~ サ住)，引止
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第 48同 日一1~ ~jイ主}.1~.hf: /J ¥ 1て辿物 (2)

一内:tl~川 III I; {小川(川 ω1孔}戊③色刷 Cl)Hfi1: O)伐(，: j戊 ・ 'I:~)移技訟の特徴

茸()むll'~ 141>( 111事(11.H) O)ftCt化焔 @にぶい此f(!i!l ③1'1 外1(li I:Jクロナデ. ~tlfliイ.1"除、糸切り .
lf、 fit:l哲 6.7 色1'!l (1) I /~ 内1(11 ロタ口ナノr.

~I~'li '1.6 内1(liに瓜色処J'I!.

2 年{必K.I j!j 11 fを(13.3)①附{ヒ焔 @ほ色 ⑪1'1色代、 m 外1M ロタロナフ .
Jf h¥:l程 一 色la (i!)I1UtIll-体的 1/4 内1(liυクロナデ.

ヴー
~:Mlj <3.0> 

2W，ぷ4H .j，Tj 11 f主 (J)tI~{ヒ焔気味 (Z)):)ピ1'1色 @~!l~、 外I!II ロタロナデ. 低Iliil"l転糸 I~J りの1量ナヲ 高;'1111，付"，'1にJ.'，IU
臥i ~tl~ G. Ii 1'1色til、小問 。(MII卜‘ド-j町ft 1"1転ナデ.

円「
:r.M~ <3. G> tfll 内I(!i IJクロナ7.

年I必総 No. 22 nlを(14，3)ω荷量化焔気味・ (2)};lUI色 (:1)1]色 外11Iiロタロナデ.成1/0ナグil1し..tIdiIlM，tp.yにJ，O;)f*I"H討す デ。
航i Ul:f世 8，6 靴、 IAI低利、 1白色t:11 (1) 11 tJtffll- 内ITti 口夕日ナデ.

片品目'/; 5.8 (本附1'1/6欠Ht
5 1:品'Tj総 No.7・8、 111~ (13. H) Q)J追/If. @iこぶいTH(}色 @i'1 外Illi 11 付制IUコナグ， JI14捌iに縦ん1;'1ωtlll、ハウ メ.ttlViiIEli{. 

唱E -j，fI Ttl長 色料 (1)11*主側1-州制11.、1¥1/3 内1(li rlUmlヨヨサ /. Hlo1l'ff1 1二{なに州Ji I;'1のm~、ハウメ、 'i'!，!に
日~ifr， <9，2> |抑hi")II>へヲ寸/.

一。ロク口健 No.5・6・ 111主(20.0)ro何者{ヒ焔 ②I~ぷい;l.lf(f色 @(I 外Illi ，)タロナソ .刷糊I'P{，'f.-ド{立に縦hi/'Iのへラケズリ.
2円、 41:正、 utl世 ー 色町、尚色紙 @) 11 t.~(lil-HIo1(1f1 1 /3 内Ifll ロクロナノ .n附lI'I'i"(.-下位に縦 ・倒hii'lのへラ J-.j"，

17 
11-4・13(1; ~Ulí <26， 3> 破)¥Jlt{:立で.二次被熱を受ける。

有()J'u持 No.I 11 f.li (21. 7) ①両地イヒ焔 ②I~~旬、ほ色 ③l'li!l 外1M l'タ'Jナヂ.11トImlに縦jバ
)Jヰ翁 m主 ー 牧 (1) llu:ell-lI~mlll: ‘l' 1/5 内111; Wタμナヲ.H~村11に縦)jII'1のヘラ寸デ.

出t尚 〈日6>

8 草(.¥!.('世 11 13 11・ 111珪(21.0) ①的{ヒ焔 ②ll.el火色 Cl)(10.位、 外1/1; !Iクロナデ刷削iに縦Jillilのへノケズリー械 .fVill'1のへ
中11詰 b'l:l査 一 IA¥色紙 (i)nUll1l-刷綿 1/4 三寸デ.mMt. 

厚
~常利 < 18. 5> Iht巾1 日夕 υナデ. 11~4J'rtIに縦)/IÎ'I→lîIWli'Jのへラナ'7. 111i1JilH足。

1!:H，R IIII:{立IJIt ω11;1礼(rlll・K)(創刊紙 ③伐 (f. ωI戊 ・ ~1~Jr~j主訟の粉!放 ⑤制iI勾

中111 No.2 ω~さ <3， 2>、恥1 4 ， 2， I'i-~ 1. (j、暗此28.95 <2.)色刷 ;Ý.~的特色、lI(ì 1: :打然、 1'1色1'Il@磁J¥ Q)ナヂ験M， 1: 

円τ
I(!il，tガラメ賞、モのド1.)，然変色.

鉄i宇 No.3 ω14さ3，'1、相 3.0‘JI'!.さI. ~、 11(放 1 3， 3\1②'^拠 @:/éJ移@ー

m 26点 目 -1~ 月住肘.1'J1:11 ¥ 1ょ泣物観綴ぷ

土師慌現が山-1てした。 8の羽釜lよょE複する11- 13 け住J'!'~，111:から出:1てした遺物だが、 10世紀に比1とされ

るため本住居J止に記峨した。 時期 10世紀後半と推定される。

⑨11 15号住民:'hl:(第 49・50倒、第 27点、 PL. 11・211)

位置 H -2、1-2.......3グリ ッド。 重複 D-6号上坑とill複し、本泣榊が古い。 平面形態 );)形。

規模 長l!ql!2， 95 m X短取h2. 73 111 X傑さ 0，14m。 主軸方位 N-53。四 E。 覆土 向然jiH~1 と J世
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C 248，10m . c' A 2411.40m . 
一亡brJ

白iJt1: 亦化 。 (1 :~O) 2m  

膚柵れ l・.. 111帆

11 IMI 1 1 前倒色1"1咽7，MH:I1 
1.'11崎色i刷7附削11

a '11陥色l帽7.6tH" 1 

Ji;"P園田・1-，雨瓦亙Ti画7.~tH川
鳴門 t珊7，耐脚201

~ 'I" 帖11. 雌人・"
'(，ゃあり ペベ'If>り m化"は .AH ¥'1'1'中島.仇1:'(1C!l1，u，少量;'H，.
め・; .l\l~I'lt， (1色附 .̂jI!"YI'"微既肯t，

申や，t)IJ .4(f，'(JN，1) (1仇柑.̂，， - Vp‘・少岨~Il'.
ベ，~.，t，り や""1"，句 r1l叶a ・ A，，"P~ψ融舟!J.

やペ't・" ~.ペ'/hη 防 Lt畢肱雌tr.拘N・0削置許 I.~.ν且舟む.
ペ吋・ふり やや....'， 問肌色1.i'，~島監.地 1-プ " Jタ'Illtヒ判他企1-組青11.

ペ吋噛，1， ~，'(・;， Þ， 娩 l・制服也I，:rl'量.間tt拘柑4少惜fttl'
十ぺ・あり ペ"'('1・，・} (I(~柑， A.-\I'Hlt量‘劇化物I~~少量肯 IJ.

ゃゃあり ペ'~'.'Ifl M叶a・削VI'!<φ蛇1';1，'

1: .. 崎、1雄也i咽明R7t 

3 憎民色I.l・7.61制 t
1 ~I憎世1;刷7， ft\R:I.1

1I・1 1 1 1，刷尚也11117.刷刷11

知 49似IH -1 5 号{主)~~ll:

7昨サ ~:I~R 111 l:(l~byt lJ，liI: (cm ) ωu~nl1②色刷 (l)Jlfì1: O)伐作 J，It .恨j例正法の4.'1

な('\Il~~ 1'1.2 nf~ 10，1 ①自費化焔 (2)にぷいHt色 @イi!s.、 外I/u ロクロナヂ. IIt草剤11ζ繊}ill'lの
a自 JI"fff 6.0 1" 1 色~. m色純 CDllf~fflI l /4 欠 i向ti貼1・tll.¥I ~ I材紙["1転ナデ.

It'&i嘱 4日 lU 内If，i ログロナウ uU削1-体制iに償J
状のミ11-'r. 

「τ 街地llt'~
内i侃に，'.¥1色処J1Jl.外I(!Iにλ̂付情。

N<>I 111査(15.7)(l)tI<t(包焔 ③にぶいTH(1色 ①干f 外Ifli 日夕ロ「グ. 111止問iに側方lirtCf
耐白 J広f量一 炎、 ['1色1也、 m色t.r011 U拘1- ，l'litll[r'.(.tll.¥'に).t川止[rr[恥け喝デ.

日目『骨i<5，9> 体fm31-1欠柄、 l向fif<<1欠Hl 内Iflj υタロナデ 111*榔-w剖iに州
状のミガ当.

I/'Hfuに!!，¥色処l'Jl，外前iIアスス(.t¥"1， 

3 ;({必総 4[~ 11 t~ (20.3) (i)，，~ (ヒ焔 (2)111.色 0)(1色料、!品 外市 ロク凶ナデ刷矧iに縦)jfi'lのA ラ
)1~ r7. ll"ft世 ー 色1'(( ⑪11f.l附1-"1，4削1['(耐1/3 内i11i IJ?ロ寸lデ， Ill'4ffilに似}il向のへラ

市?
日日，1百<R，I> 

日':~l'自 UlIユ1立l内 ①illM (CIII・g)ωU'tlta事官民((01，1( . 11~形Ht1、の特徴(I))(~iI i1 
4 量Ai事 N<、3 ωJ長さ 4.5、制，1.[.5、J'よさ3目 l、前J'II:02. 28 ③依拠 ⑪ー鮒i欠航 @ 

徴

ミプfキ.h"filiil"l似糸切り.

11*1)三ガキ・体ifflに鰍旋

ミJJ"¥.Jl'l;，町"il4lG糸切り.

}/rl'lのミガキ『体制1に蛾l綻

ケズリ鍔l他(.t.

知27表 1-1 - [ 5 号住居~JI: II I ヒ造物観察点
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測されるo A~ yp. (1 色粒・炭化物粒を合むJ.l.~褐色 |てを主体とする。 カマド ~tJ，U~の"，央に位lnする。

全民 0.88moカマ ド内に堆制するにぶい椛色粘質土と制jパ色 |ょの出 1:は柑i築士と推iJllJされる。鳴穴の

控ラインより外1Jllj に似~~:な焼 1:1師が検出される。 小ピントが 2本対になって検1 11 され(北側:特 20 x 

18側、深さ 5CIIl、IYi似.11:径 27x 17 CIII、深さ 5cm)、石を設附した泌跡と推測される。 柱穴 未検111。

貯蔵穴 カマドの布側~;:N:ftせする ( 0 -1 )。平間j隠は川形を呈し、筏 38x 35 CIII、深さ 4 cI11を ~llj る。

ピッ ト 11去を検山した。P-lは俺 31X 31 CIII、傑さ 21crnを世llJる。 床面の状態 令体的に締まっ

ており、特にカマド、liiTから堕火rl'央にかけて強く似化している。 J，t本j凶作V周をj也床とする。 壁j膏

カマドリ~!I:設聞を|除いでほぼ全).'iJする。 III/~ 6....... 9 cm、深さ 3........5cIII。 遺物 須必訪日制 ・羽語、鉄仰など

がわずかにI.HJ:した。床面白ヒの地物には lのえ同点器腕と 4の欽怖がある。 1はほぼ完形で、逆イ立の状

態でl:il上した。 時期 lO世紀後、|土と推定される。

加50I主| 卜1-15日イ主)，uJ:iI:1111二辿物

⑩11-16↓Jイ主)，lf111: (知引 ・印刷、第 28衣、 PL.12・24)

一令-0
b 

o 10CIII 

。 (4) 10cm 

位置 ト 1........2、]-]グリッド。 重複 M-6号悦と虫悔し、本i立十時が占し、。 平面形態 J刷り込

みが捉えられず不明である。 規模 FドJ~ヒ)同1 3.85 m以 上×米西山h2. 00 m以上×傑さ O.10 m。 主軸

方位 N -1180 
- E。 覆土 ri然増硝と推測される。As-YP・n色粒 ・炭化物粒を合む黒褐色ヒを

主体とする。 カマド 時u刷物に位tn.する。全JkO. 69 m。明外を柿川状に腕り込み、そのいl側に此位

色粘質 I~ と ~l~制色土の出土を日山り 小「けて成)1予しているc 使 11 天井石と }(l.lわれる安 I Li~':. (Sl:長さ 50CII1、

制 26C1II、 P/'さ l4cm)がカマド下前の床而 1:で111tしており 、構築材には石も使用されていた 1可能性が

ある。火床面と畑道部内峨は焔 |ゴヒが顕非である。 柱穴 点検出。 貯蔵穴 未検出。 ピッ ト 7 );~ 

を検ト11した (P-1 '" 7) 0 P -1を除いて深さ 40""'_50 仙台の深いピットであるが、P-4........7について

は船主に生居に伴うか不明である。 床面の状態 カマド)i'iJ辺では脱化面を確認できるが、それ以外の

締まりは弱い。基本間rr:v)¥'1を地床とする。 壁溝 I'ti壁および東峨下で一部検山される。幅 6'"11 CIII、

深さ 2""'_5 Cm。 遺物 須恵端j不・碗 ・出、鉄製品などがわずかに出 1-:した。 iの釦点器郎と 2の領以

- 60 -



じ 24日60m. 亡'
• a:l 
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、
∞・

-

E
S
.∞可制
凶

J1¥ β¥ 

.C' 

ド;@ ③ロ
A・ -八'

。θ 一 1>4 ^ 

lbq 

八 24H.40m. 八'
• 

岨I~f， I刷殿 1111'， l. eり IM1 
11 IlIff I 1 11¥尚s1/III7，!¥R3， 1 やや働り ベ吋・あり

I 2 "制的l榊7.M'拙11 や申あり やペ・あり

身..， 1. I 1 n¥同色 I1輔7.5VH，11 ヤ申あり や~，あり

H I 2 ~\地色 l 柑7. 5VN~ 1 平叩あり ややめ・1
1ヒ("' 1 I j 禍叫f11順10¥削11 十ぞあり やゃあり

4 Iζ.1:ぃ'l!N1P'.I，1冊目¥'R5'1 ぺ'やめり ベ叫・~，η

6 11色仇 11閣制町d網 刷い 刷い。川色i・7削即'1 や平あり や申あり

? 制帽也l咽7肘嗣" ぁ・1 '(.平均"

時人拘

示二、I'I\:中化間fI~拘t，j ， I'I t^ I~6 '11地舟臼.

fl色tl~' AIC Wや11'1祉11/.蜘

情 1， ml~拘ttr4 1j1晶舟1 ，.

崎 l・醐峨Ĉ.I.t:少国内む.

叫 l~ '1'世， IJI化物純金少肱~/，

嶋1.'肌尚也 I~少量~It.

口JJ'~ I二州ヒ

。 (1 :~O) 2111 

抽1.4-少凪1111
'禍f~H:串世.日世間・蝿上4ゆ量舟11.

知 51~I H -16号住居士11:

乙ろ

三喜J
戸手主イ
。 IOclII 0 (s) 10c幽

第 52図 卜i叶 6号住居J立出土造物

- 61 -



i併け 'J:~fjR 111 ，.似Wl

事i必 :r.~ 1Jγド、
r~、 21..( 

2 年{必f.} プ'Jt-.fド
腕

制，I!.(:r.~ 3 1>( 
i企I'MI1

4 主[忠tlt !ltlり)j

5侃

lfIーサ 総{唱 1111 jすbY，'
日 鉄側u ト~. 1 

f};j，H CIII ) 

111鳴り H

JJtl~ 5， 1 
~山 3， 6

Ilt}¥ ( I~. 7) 
)I~I~ -
~刈 <5， 4)

I11唱ー
fJ'Cl長
:r.~，I'li <3， 1> 
111世ー
)J'l:l~ (12，9) 
lI'，.h:'f， <4，5> 

。)1J'81必ω色制CJ)H!II~ω伐 u比 ・ ~r~J別立1).; 1))特徴

(l)~!t化焔 (2)1(1.色 @(I(目立、 m l外1M [1クロナデ.)l!111Iイil"l転糸切り。
(2tll，、IU色村 ω3/~ l'ojlM rJタロ Jーデ』

(関空化焔 ②限色 @tl色粉 1，¥1 1外的1 日空ロナテ二 II.~世11に械}Jlt，Jのミガキ.ほI!ÙIl品目悦ィ、l札
色fll.lU色村 ω11級制1-(本前11/31 尚'(;UM'抑制こJ，'，IUI"¥lkoiナデ

。I)J5!J~焔 (やや軟~) ωJiK l' 
(i1)1'1色料、 1AI色料 。)Jdl'!il似

(1)J5! Jdtfl (i)J~反 1' 1 色 @(I (2
@例制1I'~制~川合的11 /日

内I/II ロクロナラ， 11U:fffl-体制iに例)jft'lのミガキ・体制w鰍JW:
状のミガキ.

1内I!IIにm色処)111.
(2 I外l耐 ロタロナデ。， Itfl'!Hω償{立以:kJil2条の11111ι‘日1;:11j¥似の怖

的状じl~によ る州3砲丸小
l内I/li w~ ロナデ.

世 l外1M 口クロサデ.，1'li'fJ'lIli!・tn.'J1")，川まいl転ナデ.i1Iii1ffillこHI状，1:
J~によるl~リト ，

内1(11 ロタ n'}ウJr.州側i卜悩に繊)111・lのへラナソ
ω+H't (ゆ伐作 Ci)成・戦形伐Jl;l)l特徴 <ID<<il巧①f企Lt(cm .g) ~ 

①j長さ <4.R>、制2，9、1"d 0，3、清1北13，6i7 ②鉱I}:I @舷)~- 0) 

加28点 r T -16号住町:.JII: /JIヒi立物観術点

日出碗は7Jマド内からの1111てである。 ::3・4の須rJ.(端11itは紛れ込みである。なお、 調査閃隙に1'1然慨がm
'11するが、 l報火の純聞が不IYJ U)';tなため、本住居祉に伴うかは不明jである。 時期 ] 0 I止紀後半と推定

される。

⑪11-げりイl:)，!j'.111: (tfi 53・541火|、都 29点、 PL. 12・211)

位置 J 3、1< 3グリ ジド。 重複 11-18号住民祉、 1)-3ひヒ坑と前倒し、み;辿榊がl止も l片い。

平面形態 >lU可に民い縦民民)j)略。 規模 長収li3.93 m X短如h2. 911 m X深さ 0.15m。 主軸方位

N -47
0 

-日。 覆土 内総lil~硝と舵測される。 ^s-yp・ 1' 1 色粒・炭化物粒をfl;"む瓜尚色上を主体とする。

カマ ド Jヒバ~~Ilt:のJ.P: !(.f りに位fí'1~する。宅氏 0. 98 m。畑道mlに氏111.4':.が 2イ[放出される (s1 • 2) 0 1叶

織にイ可を耐えたと }心われる小ピ ッ トが 2)，~対になって検1 1.\される。 ほ 111iは腕 |二化が~;Á~である (~t1JlIJ ; 

俺 15X 11 cm、深さ1CIIl、，yHA'J;径 16X 12 cm、深さ 2cm)。 柱穴 米検111。 貯蔵穴 カマドの.ti

側に位慨する (0-1)。平lW)附よ村i円形をほし、符 42X 35 cm、深さ 9Cll1を711'Jる。 床面の状態 全体

的に締まっており、特にカマド|澗から竪穴 1 11央にかけて強く 脱化している。 l.~ノド府j-.r. vwiを地球とする。

壁溝 メlマド敷設Itnを除いて全}j'i]すると桃定される。III/.I4 ...._ 8 CIII、傑さ 2"" 4 cm。 遺物 似心部杯・

椀 ・ 羽釜、飲r~~などがわずかに1 11 ヒした。 2 の刻Jι甘:~ÞfはプJマド内から 1 11 -1ニ した。 3 の完)形の刻Jμ~:~f腕j

は床面i立ヒより逆枕の状態で111ヒした。 時期 10 UI:紀後、作と推定される。

Is:I} 総回 111 1:1削唯 tl;鎌(印!) ①iぬ1戊 ω色側 ③~fì I二@伐(7- I，~ .鍛JfilJii.l<の特徴
事{邸側 4[>( r 11世(1;1.5)。〕何者fヒ焔 ③にぶぃHt(2 @I'I色外1(li ロ9ロナデ.
何〈 ~'I;f世 一 料、Ifh色村 (1)II#.I¥ffl¥-体的11/3 1I、I1而 n~ ロナデ“

甘:}~'~ <3， 6> 
主 須必社'~ カγ I~. 11 1~ (14，6) ①向者{ヒ焔 <:1)1ζ..s.:ぃPH並色 ③1'1 外1111 口タロナデ.

jf カv ドlIi1 l!!径一 色位 。)II'-i:tiil-休告sln 内Ilti ロ空ロナデ.
りん・ !!"，'，(I; (.I.!!> 

3 当~!心れ Nc，2 111王 1'1.3 ①西電{ヒ焔~， II主 @ぽ(1色 ③1'，色外的i日夕口ナデ。 u'l:lftiJーラ irtし 耐ft貼付附にJI.lU:l'.'l<<ri寸デ.
骨幅 ほ径 7.2 靴、 m色1立(i)1. .lI!光1移 内Illj ロクロナデ

持:f，白Ij 6.5 
4 須山総 .1:1グリッ IJ 1~ (18.8) ω微fヒ焔 @舵色 ③1"色位、瓜外lfii ロタロナデ。鍔ll，l，f・t.

:IJJii¥! ド2・31liiほ1l.¥ - 色tll 0)ntl1mll/3 |勾1M fJ ~ W十デ.
日(何百 <5.2>

Wi }j 出:Hdl IJJ 1:{l'r.!I.t CO!t批(CIJI.~) @付'It⑪fJW@成・盤}防法t告の特徴⑤耐1111'
5 S主l唱 .11， ①J~さ 2， 7， tTM 3， 8、1'/~ ~. o. lrClil: 26. 25 <lll欽製 ③:i'，W; CDー
日 飲i事 -t品 ω民~ 4.8‘悩1.5‘1"さ2.0、if(Z1a9，75 Ctlf).製 ③完形 @ー

!:l129点 H -17日・11:.肘.hl:十11土遺物観察表
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⑧ 

C' 

oA' 

⑥ 

③ 
qフ

令 制初m ? ?' 
lh1  l J ーペナ

。

41局仇 網島 刷杭 L 1り 帖刊 11I人鞠

11 1711 1 1 /11.同色 l桝7.fi1
2 I品尚也 l輔7日間11 や申あり かゃあり 1'1色他・削~Yll . 尚{包鞠仰~.，レIl~む

日嗣灰色 L柄7，刷刷11 十ゃあり 平ゃあり 自(~制札開量， IJllt拘1佐世'11旭~IJ
4 隅也上刷7.G¥'K2I1 ~，ペ，~)りぺ~~.)'"リ 1'1色情 . ^，.-Ylj~ゆ雌~t，

11ザド 1 尚~A也H'7，肝刷ハ キ"(tあり や~_j"， り 崎I~~へ 1 1，・ 11-1量， 1'1 由。111 ' 1)11包拘I~ G: 少量脅11.
自 陥民血1.1咽7，6Y刷11 ペ『。あり ペーペ'1，り 世間也 i司 ・ 拘 1・4・'I'I;， I)Hヒ鞠taU:'P IJ:， I'1色村企織品l~(1.

n'l l皿禍(̂， I，刷7.61削11 ややめり ペ

加 53図 H-17号住)i持J止

モ司
。 IOcm 0 

-

P
S
η
叩
押
白
白

~ 

にいlて点化

(1 :~ O) 2m 

ー勝 -0
Cコ( 5・()) IOclII 

第 541:il1-1 -17号住居士:II:/t¥土ll!物

- 63 -

験。
く〉



⑫I [ 18号住民社 (節目 ・561;;<1、知 30点、 PL.13・25)

位置 J-2--3、K-2グリッド。 重複 j 1-17・20~j'f !:J，!，l hl:とよ町長し、本辿榊がjkも新しい。 平

面形態 」以西にややj追い横長良)iJr~ と推測される。 規模 長l1luJ2.90 m以上×短ITIIi2. ~ I mX深さ O.28 

m。 主軸方位 N 1340 
- W。 覆士 1'1然地拙と批7JlIJされる。As-YP・h色粒 ・炭化物粒を合むm

禍色ヒを E体とする。 カマド |半j丙壁の-*滑りに位ti1する。!煙火の峨に対して 119
0

*に何{く。全民

0.71 m。カマド下iIIiの床而 1..から多数の火山れが出ヒしており、制策材に石が使川されていた IIJ施n
がめる。 カマド縦ヒ'11の明持制色村質|てと !:t~悩色上の混 1 :は榊築 |てと椛ðllJ される。 ほlúiは焼 lて化がl/JU'~:

である。 柱穴 未検/1¥0 貯蔵穴 未検111。 床下土坑 2.1&・検出された(1)-い 2)00 -1は平

而村i川J阪を2し、符 118X 79側、 i探さ81CI1lをjJ[リる。 D-2はτILl(lj1 1] )f~を til し、任 81 X 79 CI1l、傑さ 111

cmをdllJる。1)-1の樹 1-:'11から ヒ総と鉄製品の破片が山七した。 床面の状態 令，体的に締まっており、

特にプJマド前から!盗穴ljl央にかけて強く制化している。品本JI"'，斤:VJo::JをJ也床とする。 壁j構 カマド敷

設lUIを除いて令Jr'i]すると峨YJlIJされる。111)，16 --1 1 CI1l、探さ 2--5 ClIIo 遺物 ~J1忠総蜘 ・ 羽苓、灰~IIJ陶

器lllL・腕、 .(iほィ7などが少fi'(山|てした。 lt'l物は械|こrlll¥'j......ド!日からの/1¥ヒで、床出凶上の泣物はみられな

い。 メlマド内からは4 の灰~ftJI!抑制腕と 7 の羽設が山 |てした。 4 は樹上 FJ\y，の破片と接介 している。 時

期 10 IJ.I:*cm 3liLl、 I/~JVJ と椛応される。

床下J:坑 'φ. 
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A 24R.30川. 八'. 
ロ 雌帥閣と

白焼1:州ヒ

ハ
2 8 ・. 。 (1 :40) 2m 

a柵帆 |輔歯 周れ L '，tり 帆何 世入拘

11 IR札I1 /民間色t刷 7，6¥削'1ぺ吋渦，) やゃあり A，' \I' t:t...雄 l.ml1:拘tL'f~"レ地肯r"

かずド 1 2 '1¥禍1"1刷7.&t刷 i キゃあ川 ペベaふり 1IU:(".t:措.A，' "1'-¥-'1'暗.1有化柏村名'ψ量<"，

3 胤色l岨7前回11 ペベ...，IJ ~吋.'"り 帥 L~. t:.Il\. ，.耳化物仙骨ψ融骨1I
1 1"耐尚也L帽10¥'肝，0' ぺ吋・ふり やヤおり /11尚世 1~'1'量.1止1..問{包拘柑1. ， 1レ量tI;"

fi /'.¥同色i帽7.fi¥'R1 I やぺ'あ句 やゃあり 地上必/~常l' 1.<、戊化拘柑 'A.¥1叫'少量肯1，.

n "~\憎(モ i 咽Ut削. 1 ~，ゃあり "，.司・あり .4.. '1'屯中量.ml仁拘悼~CV崎~tI.

f 11\陶~1 咽7.町削 l ややあ" ぺ・〈・ぁ" 検 J:・蝿化物日・蝿情色t:t，レ岨古11

凶 /11禍色 1 帽7 削 ~3 1 "'.ゃあ" ゃゃあり lJl I ~ t:1t‘ mltl'l附 ー内也It.A.-n・‘:ψ量~tJ

加fi51火1 H-18 }}1tJ~rJ!I: 
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￥士三プ
〆~......、i

fi晩~ )， 
B 市Lγ./) 
¥ιJ 

昨~j- 骨量得 111 l 'I~f. li't 

l!l必骨~ N，.13 
自品

ー
2 ~rUtl総 N，. 11 

釧

3 灰制陶出ほ 喝j，~

1m 

j必1dl陶I!'~ N，.4・5・
間島 15 

5 以泊Ii日ø:!:~ j，1/、
目自 .)1グリ γ

1': 31{II 
6 有l応出+ -j司、

羽釜 .)1グリ γ

ド31{II
7 須]泌総 jJγ ド

iドl草i

I~l;・ 出:H唱 111 I.f世間

8 偶者 トh14 

11，111:( cm) 

nl現
lil:l世(6.6)
官:~~'Ii <2. ~> 

111程 ー
i山間 7.9
甘:~，(li <3.6> 
111:11 (14.0) 
U!l査(6.11)
出:~，(司 2.7

111王(16.3)
m量 (8.0)
If.MIIO.1 
nl世(17.0)
b'!:l世
甘:Mi<5.5> 
111呈(21.1) 
/j，(1世
I!'~高 <6.7>
r 11主(20.3)
b'tt~ 
持':~illi < 12. 7> 

、電量当主iT

日

ロ
。 IOrm () (日) IOclI1 

加 56r反1 11 -18 ~;イ主)ml上川七遺物

。枕I戊②色刷 ③船上 O)tJW

①何者{包焔 (j)/1( iA I晶色 ③(1 o.hi 
O)，1Iii';1!i1 

ωlI~fヒ焔 ②j必此色 ③1'1 &1官、
11、I'l! ω体的ド(立-if~i~糊i

①遺)1;焔 (z)n111.:1:尺1.1色、明Ii艇:
以内色 (3.)(1色紙 oI /~ 

①ì!)~fffl ~Af; 1: :灰白色、納骨i:
ば(1色l ⑪I'l色純 CD 1/3 

。iS'lit:焔 <2>M;1: : /;IUl色、利11，¥1l:
l米1'1色 (3)1'10.料、 ].¥1色r.z011 
H:I'III....体制11/3

①何世1ヒ焔 ②にぷい~~f世色 Ci)1'l 
色1立 01 1 f~削1 ....例制11:1な 1 /3

①的(ヒ焔 ②にぷいiiil品色 ③{I 
失、ド1C!lt，z、 m色村 O)II総書11-
刷郁 L、l'1/r. 

1& .戦mt止
外Irti ログロナr.11'1: 1(li "'1紙糸1;1)
内r{1I 日夕ロサデ.

外1M υタpナゲ. b'!:I{lil，，1恥，;~切
戸、11M 11タ14ナゲ.

外l伽 ロタロナデ.b¥:I{II刊紙へ三
I噂守

内1{li 口クロナデ /内外I{liにl火
外山 ロクロナデ.b'l:l{ii不Imf.tι

内161 ロタロナデ.
内外I(Uに灰T由消けtll.け.

り. ，fr， f;II，1，f.tll.'j1Iこ1，'o)t，~I" 1 4\I"'rデ。

ケズリ. ，向fìllM寸II.~に1，~U.lcr")恥i

f曲mIHJHt.
山itill，li付時にII，JU:I"I転 )r. 

外1{li wタ凶ナデア.向 i本側Ir'l~にい1 1
l付Iftiロタロナ

唱，r_1........ラケズリ.

内外I(Uに以前Ii附けm可け.

外l両i日夕日ナデ.倒i刷、f.
内111i wタIJナデ，

外的iロク口 1ーデ."1刷、1.
内l耐 nクロナデ.

⑤自ii有①ildil (CDI・偶)(わ材V.tC罰処tfω成 .1由形技法(/)特徴 d
①l告さ<8.0>、中'1013.3、げさ 2.0、1fC:Ilk99. 10 (z)似沢(， ③ t倒的l欠m@砥11Ii~ して.)llliをf，t!H1../1併に市7骨.
ll'~lJ~が1!2‘め られる.

第 30点 H -J8号fJ:)，lfJ]I:II¥上遺物倒娯点

⑬1:-1 -L9号住居.1'11:(第 57・581刻、第 31J，(、PL. 12・25)

位置 I L -2.......3グリッド。 重複 H -4・13・14'8'H~)ð.l'止と m悔する。 新|日関係は 8ぃノ7から H

・13号住)，11-Jtl: <本辿榊<日 14Jr}fJ:)，.!.+ J11: < 1-1 -4 ~}住民刈:となる。 平面形態 点問にやや良い峨民民:

)j')形。 規模 民軸 3.09m X短Jlqh2. 89 m X深さ 0.31m。 主軸方位 N -34
0 

- E。 覆土 LJ然

i世相と推測される。As-YF・r'l色粒 ・炭化物杭を合む!A1褐色 |てを主体とする。 カマド 北J.l.[~の*帯

りに位附する。全長 0.85m。石を耐えた痕跡とみられる小ピッ トが 2)J~検11\ される(西側:筒 18 X 
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米検11¥0 

カマドの布側の0-]が1:11芋iすると忠われる。

17 cmを測る。 ピット l必を検/1¥した (P-J)。任 25x 25 crn、深さ7CIIIをutlJる。

体的に締まっており、特にカマド}i可辺が強くイ暖化している。北本j百斤:v周を地床とする。

の市、|へ分をめぐる。 l~liÎ 9 "-' 19 cm、傑さ 2，._， 7 CI11。 遺物 ヒniji%:~亦 ・ 班、羽忠総J不 ・ 碗 ・羽語、灰*111

l向山仰 ・ 111 1.、羽 11 、鉄製品、 ~t~1などが少llX川 ヒした。 jぷ úl1u'LJニの辿物は 21の欽・仰のみである。

ド I)'Jからは 13 の*片~舷片が、。 ー lからは 1 ・ 2 の創必限的、 ・ 腕、 6 の急~忠探碗、 19 の鉄製品が11¥ _Iニ

時期 10世紀第3四、判明と1ifi定される。

令.

112穴

tJマ

柱穴

‘11.而j形は村j円)1予を日し、何 131X81cm、深さ

床面の状態

壁溝

16 CIll、傑さ 4cIlI、北似1:径 J4X 11 CIIl、 深さ 13cm)。火床面は焼七化が:a'Jl持である。

貯蔵穴

υ • 

• 
E
8
.
h申

Nυ
ー制

d
F
九
百
ム
ト
キ

円 .
ー

お・

〈・

と1可読できる。

Q:l.・〈

。(
p-1 i 
7..闘 1

，.' 
、、，.，." 1)-1--; 
、、--- " υ1¥・

15 

15 . . 
10 

∞・

5 の急~忠探腕は日正 ，!?土加で、「作J

/0 
21 . 
17 . 

した。

似化l而

唱

... 

∞-

叩

h

・

E
8.hザ
N

∞

川
判
圃

E
-
l
a

M
司

z
o
Z

-
H
F

・
岬
-

-

R
占
四

.gN
〈

18 . 

2m (1 :刊)。ロ:Jt1: 亦化

.<t: 

品人物

A.，¥'P‘中量.C1Ci枕 ・ 崎化物刊6:'~阻青む

，h-\"I'・~量.lJ!tヒ拘Il6:ψJI~tJ

AIt. \'P~ ，レ且‘/J!lt拘lU酬量:¥fr.
A.-¥P • IIHヒ拘閥会少量o'tl/.

A'"''' . IJHL拘他各耐量rtl1

m尚t'¥M，・量肯む.

嶋 I~ ・側 It拘何6:'ν量肯U

R尚也 l'・償tt拘住金ψ量肯U

蝿1.6:酌量~Ú

Itt6:少量肯"

鮎代

"(ベ・あり

『吋sあり

中やめη

やや"η
ペ・ゃあり

やや，.，.，

"L 
やや品り

ややあり

やや..~'J 

やや品'1
~吋・ぁη

やゃあり

ややめ"

~l~'"j+J 

刷轟 刷1， l. l '1 
1 I!I禍色1・7.町制 l あり

2 11禍也i咽7町制 1 ~吋・あり

3 ・R同色t嶋7酎制 1 あり

1 IIA色 i絹7，5¥削川 やゃあり

再 明憎色 11咽7.~\削 l 中や，・，り

1 111色'11'17.&¥'Ha， 1 や"I'仰い

a 銅色嶋11凶IOWdil なl

3 にぶい憎色 I*~.町制; やぺ'ij'Jい

』 凧尚也1*7酎削 l ペペ・Ii>り

fi 1:';・いゆ同色t帽l.6\k~ 1 やや明い

ti lJ1褐色t帽7，6同制 1 '1'平め吋

7 111邑t咽7.削附 1 品"
u ，~附附色 l 帽 10\附川 ペ吋・Ii>り

l 附尚色上柑7.r，\R3i~ やや仰い

2 惜別色1.綱7.~VHI 1 ~，申制い

直摘す，

11 IUfI 

A
M
岨
閉

，，，.yl' 目 別化物1~6: f，量.健 l 企開且~t，.

，，， ¥'1'・mlL拘位也事量 \~IU，・l~1t

H -19 J~.住JðJ士
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丘二日、

管-

m 58以I!-I-19i}住mJ1UUI~辿物

ぐ二〉

⑪H-21号住居枇(第27・28・59~I、第 32 点、 PL. 13・25)

位置.J-'.......2、lく一1......2グリッ ド。 霊複 I'r -20サイT.J;[;'fIf:，M -61ナUI\~ と且複する。新IW I剃係は

l片い方からH-20-Dト住居J:ll.:く本遺構<M-6号削となる。 平面形態 rr -20 ~}住居:-!II: と 人れ下状に誼

複し、市ぽ|折而のみの仙沼、となったため不明である。 規模 北間一南東山"2.96m、深さ0.36m。

覆土 II然i世相と推測される。As-YP・白色粒 ・炭化物粒を合むよU尚色七を主体とする。 ピッ ト

一 日7-



得1上 'h~.fí~ 111ヒWii't y1;1，~ ( ClII ) ①総"見 G白色1t11d<:J)~i1 I~ (4)伐(f. l戊 ・ ~IW弘法の!f;，rf敏

m必総 No.1 111)1 11. 0 ①IIfl包焔 @にぷいiil*<'-色 (!j)~" 外Il，j ロタロナグ. )1'1: 1而~i阿転糸切に
旬、 b'tll'> 5.4 ω、h色t虫、 小開 ωIIU:llll・的l 内l而 ロクロナデ，

日!，'，(r， ~. 9 火Jn

日 有{邸側 ぬ6、 111.li (12.3) ①iS1 ;t;J:自 (ベペJ秋'i!t) (2)}天1'1色 外Illi wタ回ナフ .
制l 1 • 21主 h'tll1 - 《りヂ[炎、 1'1色11'l. ~O 11 fj((fll-体制i 内IIIi IJずロナ"7.

昔日，¥百 <3 日〉 1/2 

a 主{必総 21疋 111世(15.9)ω溜J~焔(やや軟'I!l) (2)J:A;I'1色 外I/，i IJクn寸ーテ.
航l Jitl畳一 @I'I(1.r..i， m色t!1. (¥)II付制1-体 内Ilu 日夕口ナヤ九

~:Mf， <5.4) 問11/4

4 刻JJ.¥総 1Iベ 111世(16.8)O)Jli1Æ焔(や々村~'(.!f)ゆ1必 1'1 色 外II，i いず"ナデ.
献l b'!:l世 ⑪I，l¥色村 ω"'生自lI-j-l¥nill/3 内，111 μ クロナゲ.

日:~i!'Ií <5.0) 

5 事I地H:~ 21~ 111事(12.8)(1)的{ヒ焔 @以前色 ('J)~I弘、 1'1 外11，i rJ ~ロ寸デ. }J'Clliil'叫"糸切りの後ナソー.，l'Ij;'，')I.'.I中川に刈l.t
献i h¥:1世 (6，6) 色校、以色t，'L @ 1/3 1"1枇ナデ.

出，¥，I'r， 6，0 内I/u p 夕刊 Jーデ.
外山に時U~. fl1:Jか.

6 事{胤:r.~ 陥，9 r 11唱(12.1)①向型化焔気III、(やや相;質) ~.灰的 外而i ロすロナデ.瓜ImlriJ転糸t;lJi'J.il'li台j刷、to，¥'").'~綜lul恥iサデ.
献i 11¥:1世 (6，9) 色 ③(1色紙、 1.¥1色悦 (j) 1/2 内i1ii rrタロナデ.

1l'~，\'lï 6目3

7 事lilla:持 2 I>{ IIl.li - ①円骨化焔 ω他色 (3)，<， C!!.f虫、 IU 外illi 口デロナデ.b'!:I師ナデil'j1... ，向hllMtll年lζI，'，ft.#阿似サグ.
臥i b'l:l予 6.() 色村 @体制lド似 1/5，高合的:必形 内前i ロすロナデ.休部~ほ而I'hk~川)/，のミガキ.

:l'fi，l'官<2.4> 内I/liに)，¥1色処Jill.
昌 草I忠総 IIK 111王 (わ向者fじ焔 ②にぷい般色 (!j)~t除、 外出 ロタロナヤ .U¥:iluj"1馳iへラウズリ. ~'fJ 1;111.1、抑制こ].'，1紋1'1転

腕 utl畳 7目。 (1色1立 @体制lドj¥'ll/目、，¥百台nil光 }ア，
¥!'，Mi <3.2> J拶 内而 ロジロサ -ア.1.本tmはj点射:伏のミプfキ.m:II1HJ.-)il旬のえ )Jキ.

内Il，iにJ.II色処刷。

日 以前~陶臨時 2rl 111を(12，2)①溜Jじ焔 <Z>Rf;上:I:R I'J色、 陥病:外Ihl ロタ μナグ.u'l:lllir"l.恥へシウズリ.尚イ.111，付時に州UI"J転
m Jitl.li 6.9 };IUJ 色 CJ) I'I 色t，~ O) 1/3 寸'r.

総，lli 2.5 内illI ロずロサグ./11;j外Ilijにl火:flllilWJJトけ.
10 灰車Itv~i\!:~ 11-14 (1 N.. 1 11~ (16.6) O)j!i'!J~il'(! (2)#1; 1: : J:lZf'1 U， flh!IIJ : 外lui ，.1タロナデ.ぽIMI"I似糸切り.尚'(;11.'.1寸11与に}，'，JI，虫色11ft，;ナデ.

腕 I~ m¥¥ (7，6) 以1'1色 ③1'1色料 ω1/'1 1人)1伽 11タロづーャ，-1.
出:~，1'Ii 4.6 内外1111に氏側11尚け側、け.

11 灰f由陶山JNo.3 111世(17，2)ω還J~Il'(t ②~{1 L : };)(I' 1色、刷機:外1耐 円クロナデ.(.本削l下位に|叶恥iヘラケス リ.氏而lu]it:aへラケ
自担 m世 (7，6)J民1'1色 CDI'Iutil @ 1/3 ズリ.，，"j"(1比1.1、I時に}，¥Uまい|転ナヲ.

仰向 6，6 外11/11 IJタrJナデ。/内外luiに以前Itl向けJ卦け.

毎{忠世+ 2ぱ nl唱(18，6)①~jl;Il'(t ②l火色 ③1'1色1立 外17ii 口クロ寸デ.11101郎iζ側)ill，)のへヲナデ.f.JIViH 一12 
中'116 u'l:l哲 ー (1)11ぬ郁-sIoIt:ill:'1主1/8 内而 口タロナデr 州側iへラナデだがイ~I列脈，

骨flJIt<10， 6> 

I~ ~l~栂 11 14 I~N.， 111.11 (21. 4) ①i買え焔 ②j必1'1色 ③1'1色村、 外1(11 11クuナιi'.IIMn!1に縦)111'1のへラケズリ. ~JlI.(、t.
羽後 9 ut1.l¥ - Ii、開 @IIUt!lH II，HftIIニ{立1/8 内111I ロジロサ〆.IJWnH:ji'/()lll'Jのへラナヂ.

総，(Ii<9， I!) 

14 定{忠世+ 11)¥ 111是(21.6) ①i!A焔 ③l火色 (3)1'1色似 外1111 IJタロナデ.nUM、人
羽後 Lil:l畳一 @nt.ttlf¥-J例制11:他 1/8 内1111 口ク υナグ.

昔!旬、 <7.3)

15 匁1M!.臨時 11 14住地 111世(21.4) 。〉阿世{包焔 (2，)1ζぷb、Viほ色 ③1'1 外I(II 1Iクロナデ. ~~ß州、九
糊吉日 20、11-4・ ほf世 色11'l.， /I、Cfl Çi) l l f~~'fI-刷1\11 卜‘ 1'， 内IIII iJタロナデ.

130: 問。iWi<13.6> 1/3 

16 須M.(~ No. 4， Il l~ - ①両者化焔 ②にぷい償色 ③1'1色 外1[11 n~ 1lf1に縦 ・ f/IUir..，のへノケズリー縦 ・ 斜 )il向のへツナゲ.
中!被 112グリ γ 瓜f世 4.6 l'11. ω胴糊lド(な-mltl bt(1t¥へヲケズリ.

同7
ドI(li3 総抑i<6，3> 内1111 I1ト~ lffllζ縦 )/Ii" のへラナデ. }Ittmへラナデ。

骨骨侃 1I1 t:il'r.~t ωth肱(CIII ， K) Cl)材質 ③伐({01戊・'fIlm!五訟の特徴 ⑤耐/1持

17 羽rt 11 14 I主No. ①燥さく7.2>、恥，!7.6、lずさ 4.2.ffi最 172.61 ②色制回総lIi位色、 RI~ 1: :行虫色、 1'1色村，③倣)¥ CDナグ鍛l仇一
同

26 1. Illiはガラλ質、その下lよ然変色.

鉄製品 。燥さ <8.2>、申1，10.5、l引さ 0.5，1f(庇 11.40 ③自1・拠 ③制的欠tlI G)仰rl!li)/)移 一No.I 
イ~IYl

19 欽拠'{:I 日l α)J是さ (10， 4>、制 2.4、 }r~ さ 0， 2、 ffia 11. 40 ②鉄則 ③附制的欠lJ.l 0)tlヵ
不IYI

20 似，~唱品 11 1411:除、 ①jをさ 3.1、耐，!2. 5、j事さし2，m量9.58 ②鉄製 ③ 側l欠m (i)-
不rPI 13 

21 もM和 ぬ2 ω~さ IJ.2、制 7.6、 l取さ 2 目、)((此 1 411. 25 (2)鉄製 (3)-郁欠tJ.l O)ー

m 31ぷ 11-19庁住居;'.111:出!-:}単物観綴ぷ

峨断而で 1}占を検出した (p-1)。経 38X 35 cm以上、傑さ 33CI11を測る。 床面の状態 概ね水平で、

越本田序V)何を地 床 と し て い る。 壁j膏 椛I~Vrrldで:(i'(ff秘される。 111[，¥7........ 8 CI11、 深さ 5........6cIII。 遺物

釘邸器坪 ・ 碗 ・ 高台小l皿 ・ 羽後 ・ 瓶、以前h陶器Jlll . 碗、七師器也、 鉄製品、鉄~などが少量出土した。

4 は~t!m、器亦で内外底面に盤 ，l ?が認められる。「三」ないし r)11 Jと判前できる。なお、 7の土師 時現

と 8の羽釜はH-18号住居士IH1¥上の舷片と後合している。 時期 9世紀末.....10世紀初頭と惟 定される。
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感 Q

厚許認 7

にコ
13 

。 IOclI1 

1f一寸 、9
() ( II ...... I~) IOclII 

節目1><1H -21ガイ主主rf.111:出|二泣物

一111:り・ W~締 111上I(.aa r.Lst (CIII) ①品~I戊 ③色刷 ③RIlJ: @.lW 1戊.~盛)fH止法の特徴

年IJ山総 No.9 1J1.韮 13.0 ①還冗焔 ③J必色 ③1'1色t.:t 外IIlJ ロタロナデ.ttlllj[LiJ転糸切り.11tii'11lh付1111に!ldtまいl転ナデ.
i断t1HIlll Jif1.量 6.6 @IIU制11/3欠捌 内山 ロクロナヲ.

W，~I')I 2.7 

2 在l泌総 N.，8 IIl~ (13.2) ①還元焔 @灰色 @I'I 色t\~ 外l削 IJタロナデ7グω.AII耐イイ|り|転糸切り.
何: n:f世 0.6 @rlt~郎~体制1 2/3 欠m IIilllI IJタロナ

寸
日告I~ 3.6 

年{地J~ 4目 nl世(13.6)①還元焔(やや軟~) (2)/天I'I(!!. 外IIII 1"1ク回すん lほIIIH司転糸切り.
11' IfH~ R.2 CDI'I(!l.申立 @2/3 内而 μ タロナデ.

IT 
W，Mi 3.9 

須I.!i昔時 -j，l; 111王(14.2)①俄{ヒ焔 ②オリープ以色 外IUI ロクロナ7.底的iAJ'I"1転糸切り.
t干 Ttl予 6.8 ③チャート (1.) 2/3 内Ifli 1"1タ回す f

日時抑i3.6 外b'l:lfliおよび内向凡込みにlli，ll-.r三Jないし r!IIJ方、

日 民的hf句協 No.6 111量 一 ①iYJ己焔 (JI)!I(iヒ:);1(1'1色‘ flh~出: 外tfti ロタロナデ. ばl而 I' ~紙へツケズリ. ，何千ilリ，{.jp，~に別総向。1<;
銚 il'l!l量 8.2 J天1"色 ③1'1色til @体制~-~何台 ナヂ.

総，1'1;(3.2> 糊12/3 内l而 ロタ回ナデ./1)')外面lζ灰fdlハウ ~I') .

6 )f(f曲陶:!'~ -1百 nl'a - ①還元焔 ②Rhl: : /f(白色、納撚;外Illi ロクロ}-ダ.I本部l下位に1"1阪へラケズリ.広前回転へラケ

4自 i丘tl¥(8.3) 1~ lfxオリ ープ色 ③，'，色悦 @休 メリ. II'Ii t1U占/01 1111に則ぬI，jl~;ナデ.
術開向 ('1. 4> 間I......;n;台鮒11/4 内dli ロタロナデ./内外凶lに以fdlハケ漁り.

7 k削%~ J市、 nl~ (12.6) ①J:.titl ②IYI Rd色 CDI'I色村、山 外，Iii 1111<糊l日ロナデ、J1UIJ1庄司l.ní~仰上位に似)i向のへラウズリ .
現 11 1811: Utt畳 一 色粒 @nU:制1......11同期11:(¥1 1/4 内I(U IIU:f!!1司 ::JTグ."，4船上位に例)J[iijのへラナデ.

総高 <4.6>

8 な(Jl{~ N、7、 nl覗 ー ①機化焔 ~rl!政tl1.色 ③1'，色f昔、 外I而 }倒的に縦)，IIJIのへラケズリ.底的ナデirl1.-. 
~~後 11-1811;1111 htl壬 8.:1 "'1色料@)例制iド(立......t'Hftl 内l而 lIJ.1ffilにtVW rl，]のへラナデ.低利1"ラナデ.

り)i 総耐 <7.5>
日 須M.{総 KIグリ ッ nl~ ①耐骨化焔 <2>ru灰色 ③内色位、 外l而 ロタロナデ.

1ft ド3jfii htl置(16.1) lA色f!! @車P(lfll/4 内而 口タロナデ.
If.~前j <3.5> 

也111: ・~} 時t附 tlIl二位脱 ①!.J.;処(cm.R)③材質 G初日(f.@I，~ . ifI~Jr~技法の特徴 ⑤側堵

10 欽製品 No.3 ωi告さ (4.7)、制 0. 6、 l明~ 0.2、lf(肱2.15 ②鉄製 @*Ir~(fll欠tU @鉄織内、 l析而i処方形

11 鉄製品 No. '1 ①民主 <7.0>、制1.3、/'/~ 0.5. :ffi.l: 12.25 ②鉄製 ③雨前品部欠fI.I Cj)}J絞金n申

12 鉄i守 -l，~ ①良さ 6.6、制 4.3、!京さ 3.6、1T~1ìl: 120.23 ②鉄製 @:花形 @サピ膨れ

13 鉄j事 -f;活 ①長さ 3.目、阿3.4、J早さ 1.7. 11"(11: 21. 66 (2)鉄製③-1111大m(i)・

節 32J( 1 T -21日・住居tll:U¥J二遺物観鎖衣
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第4節中世

(1) m 
①M-Iサ情(第 60・61凶、加 33点、 PL. L4・26)

位置 D 1.......4、ビー 1--2グリッド。 重複 11・8・9bi}住居地

と前倒し、本池*í'I~が新しい。 形態 北丙一昨J.i+[)i fil)へ11'(線的に心

rilJする。断而J隠は逆rrJ形状を2する。底由.は概ね水、下で、 1"llnlがみ

られる。 規模 ヒl'11(，¥111/1¥62 ....... 96 cm、!サ!日111M47 ....... 82 cm、深さ 26....... 

40 CIII。 走向方位 N -670 -w。 覆土 As-Bを合むm褐色土で

める。断tui観務から 2回の捌り返しが碑l認できる。 I!_iいぶからM-1

〈訟

。 10cIII

第 60以1 M 1-f]'Uli.出七遺物

a→b→cとなる。 遺物 上n市器J不・~!日、須忠蹴郎 ・ 盟、灰利|陶器占、純文 I~ ~:~の破片、 i抑制石が少此

11¥土した。1の須止〔脱却は外庇l訴に盛llFが認められるが、判的は不明である。 時期 巾|止と也l定される。

②M - 2U刊~ (妨 621~1 、 P L. 14) 

位置 E -1.......2グリッド。 重複 11 - 2 ・ 8 り・住居.h~ と1[1被し、本足lfi1jが新しし、。 形態 北阿ー

|判点方向へλ12向する。|析l而形は和状を引する。j底的iは概ね水平で、ややIUJrnlがみられる。 規模 民さ

2.66 m、 |二郎'，\I~M 71 ....... 76 CI11、 |マ古川/，¥55 ....... 62 cm、深さ 20.......24 CI11。 走向方位 N 580 
- W。 覆

土 As sを大量に合む制灰色 1:で、人為峨梢と他社IIJされる。 遺物 l-. i1Itj~~Jf、急~忠傑Jif ・ 班、純文

ヒ慌の破片が微批Ill'I:した。 時期 11 1 1止と位.l~とされる。

③M -::3 ~}i昨(知 62 凶、 p し . 14) 

位置 C 3グリッド。 形態 北川ー南米);111)へ点向する。断而j隠は和状を以する。庇l頂は概ね水

、ILで、やや川凸がみられる。 規模 j止さ 3.35 m、上端I~IJ 65 ....... 7 1 CIlI、 下端1陥49.......56 CIII、深さ 18

....... 22 CJll。 走向方位 N 50
0 

- W。 覆土 As-sを大地に合む禍灰色上で、人為地舗と推測される。

遺物 |二J11f1端師、 ~.a心掛郎 ・ 型、制文七時の破nが微~JW\上 した。 時期 111此と制定される。

@M -4~}t梓(釦 62 図、 p し. 14) 

位置 C 2.......3グリッド。 形態 北阿一両京)j向へ[立総的にA向する。断而形は浅い和・:伏をほする。

ほl面は概ねノいドで、やや問Inlがみられる。 規模 長さ 2.4.3m、上叫1~1日 48....... 59 cm、ド叫II~M 36 ....... 50 cm、

深さ 11....... J5 cm。 走向方位 N -51
0 

W。 覆土 八s-Bを大J'i¥・に合む尚灰色 l二で、人為堆fJlと推

iJ1IJされる。遺物 なし。 時期 11=1 IltとえLI定される。

⑤M -5~}i昨(那 62 園、 p し. 14) 

位置 A 3、8-3グリッド。 形態 北京一l判断)JI何へAln)する。断固形は浅い紺状を弔する。j丘

Ifnは概ね水平で、やや凹凸がみられる。 規模 長さ 2.14 m、上djii耐 60.......63 cm、 ド叫1~I/J 48 ....... 51 cm、

深さ 12....... 14 Clllo 走向方位 N -460 
- ~。 覆土 As-Bを大j正に合む他灰色土で、人為堆fJlと推

I戊・捻JfH立訟の特徴

外I(II ロクロナデ.I丘I(Ul'!l転糸切り.
内I(Ji ロ0μナグ.
外lほluiに明占、 '，'llale不IYI.

①i.liJ量(仰 g)②材質 ③残((GM・舵M技法の特徴@(4tI吟

の民さ 14.35.細5.61、l'/d6.20、底抗685.99③砂り③光形 oー ⑤~J.):(.のみ

節目 点 M-li}憎出土辿物観察長
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ー

----------
A・

調査区外

M-l号溝

.A' 
トレンチ ~ 

8 

A 248.30m A' 
2 3 • 

Eここ土士←ー?ー〉平手」戸/、 3

11 7"  

遺構名 l居番 層名

M-6号溝

A・ .A' 

調査区外

AJ4870m ・A'

℃プ

しまり 粘性 混入物

M-6溝 I 1 褐灰色士層lOYR4/1 やや弱し、 やや弱い As-Bを大量含む。

層番 層名 しまり 粘性

i 暗褐色土層10YR3/3 明し、 弱い As-BφO.2cm少量、 As-AφO.2cm微量含む。 現代の耕作土

2 黒褐色土層10YR2/2 弱い 弱し、 As-BφO.2cm少量含む。

混入物 備考

1¥l1-1a 
3 黒間色土居lOYR2!2 弱い 弱い As-BφO.2~O. 5cm少量含むC

4 黒褐色土層lOYR2/2 弱し、 弱い As-BφO.2~O.5cm中最古む。

E 黒i白色土層10YR2!2 弱し、 弱い As-B.p O. 2---1. Ocm中量全む。

6 黒褐色土層IOYR2!2 ヨ弘、 弱い As-BゆO.2........0.5cm少量吉む。

7 黒褐色士層10YR2/2 ~弘、 弱い 1¥s-8ゆO.2........0.5cm少量角あり As-BφO.5cm微量含む。 M-lb

8 黒褐色土層10YR2!2 ~~し、 やゃあり As-BφO.2........0.5cm中最古む。

9 黒褐色土層10YR2/2 弱い やゃあり As-B φ0.2........1. Ocm中量、角あり As-BゆO.5c回微量含む。

10 黒褐色土居10YR2!2 弱い ややあり A5-8φO.2........0.5cm中量、角あり As-BφO.5cm少泣含む。

11 黒褐色土層10YR2/2 干ゃあり やゃあり As-BφO. 2........0. 5cm~少量、ロ ムフロック φO.5cm微量吉む。 I¥tI-lc

。 (1 :80) 4m 

第 61図 M-l・6号溝

円

4
4



M-2号溝

モぞ 笹口
M-4号溝

A 円
ヲわ

.A' 

11 11 
A. ¥ I 

A. 11 11 ・A'

A・
A. ¥1 1¥ .A 

A. 1¥ 11 ・A'

A・
11 

¥ I .A' 
11 

A 248.30m A' . . 
て三了

A 248.30m A' . . 
A 249.00m A' A 249.00m A' . . . . 

¥ーー
1 7 一¥ / 。 (1 :40) 2m  

遺構名 層番 層名 しまり 粘性 混入物

M-2~5.7・ 9'101草 1 褐灰色士層lOiR4/1 やや弱いやや弱し、 As-Bを大量含む。

A 248.70m A' . . 
1し二J

A 248.90m . A' . 
¥__!_J 

M-5号溝 M-7号溝 M-9号溝

8 @ 8 待

第 62図 M-2~5 ・ 7 ・ 9 ・ 10 号溝

A 248.90m A' . . 
ーにこコー

M-I0号溝

測される。 遺物 土師器警の破片が微量出土した。 時期 中世と想定される。

⑤M-6号溝(第 61園、 PL. 14) 

位置 H-l， I-l~2、 J-l~2、 K-l~2グリッド。 重複 H-16・20号住居士止と重複し、本遺

つJ
U

ウ

i



M-8号溝

ヨわ

A. 

A 248.80m . 

.A' 

A' . 

可三了

M-ll号溝

三を

A. .A' 

調査区外

A 248.50m A' . . 

~ 
遺構名 |層番 層名 しまり 粘性 混入物

M-8・11溝 I1 褐灰色土層10YR4/1 やや弱い やや弱い As-Bを大量含むD

。 (1・40) 2m  

第 63図 M-8・11号溝

構が新しい。 形態 北東一南西方向へ直線的に走向する。断面形は箱状を呈する。底面は概ね水平で、、

やや凹凸がみられる。 規模長さ 4.76m、上端幅 53~ 67 cm、下端幅 38~ 48 cm、深さ 25~ 32 cm。

走向方位 N -41
0 

- E。 覆土 As-Bを大量に含む褐灰色土で、人為堆積と推測される。 遺物

土師器坪・吾、須恵器坪・翠の破片が微量出土した。 時期 中世と想定される。
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⑦M-7号溝(第 62園、 PL. 15) 

位置 C-2グリッド。 重複 H-7号住居士止と重複し、本遺構が新しい。 形態 北西 南東方向

へ走向する。断面形は浅い箱状を呈する。底面は概ね水平で、やや凹占がみられる。 規模 長さ 2.15m、

上端幅 63~ 69 cm、下端幅 50~ 54 cm、深さ 12~ 19 cm。 走向方位 N -460 
- W。 覆土 As-B

を大量に含む褐灰色土で、人為堆積と推測される。 遺物 土師器坪・輩、須恵器坪の破片が微量出土

した。 時期 中世と想定される。

③M-8号溝(第 63図、 PL. 15) 

位置 F-l~2グリッド。 重複 日-9a号住居土止と重複し、本遺構が新しい。 形態 北西一南

東方向へ直線的に走向する。断面形は箱状を呈する。底面は概ね水平で、やや凹凸がみられる。 規模

長さ 6.38m、上端幅 66~ 75 cm、下端幅 56~ 63 cm、深さ 32~ 38 cm。 走向方位 N -490 -w。

覆土 As-Bを大量に含む褐灰色土で、人為堆積と推測される。 遺物 土師器杯・吾、須恵器坪・護、

灰軸陶器、縄文土器の破片が少量出土した。 時期 中世と想定される。

⑨M-9号溝(第 62図、 PL. 15) 

位置 B← 2グリッド。 重権日一 7号住居士止と重複し、本遺構が新しい。 形態 北東南西方向

へ走向する。断面形は箱状を呈する。底面は概ね水平で、やや凹凸がみられる。 規模長さ1.82 m、

上端幅 70~ 72 c皿、下端幅 61~ 62 c皿、深さ 31~ 36 cm。 走向方位 N -430 

- E。 覆土 As-B

を大量に含む褐灰色士で、人為堆積と推測される。 遺物 土師器坪・空、須恵、器杯、縄文土器の破片

が微量出土した。 時期 中世と想定される。

⑮M-10号溝(第 62図、 PL. 15) 

位置 A-lグリッド。 形態北東南西方向へ走向する。断面形は箱状を呈する。底面は概ね水

平で、やや凹凸がみられる。 規模長さ1.32 m、上端幅 72~ 75 cm、下端幅 58~ 66 cm、深さ 25

~ 27 cm。 走向方位 N -4ア E。 覆土 As-Bを大量に含む褐灰色土で、人為堆積と推測される。

遺物 土師器曹、須恵器輩、灰柑陶器、縄文土器の破片が微量出土した。 時期 中世と想定される。

⑪M-ll号溝(第 63図)

位置 F-3~4グリッド。 重擾 H-ll号住居祉と重複し、本遺構が新しい。 形態北西南東

方向へ直線的に走向し、南東側は調査区外となる。断面形は箱状を呈する。底面は概ね水平で、やや凹

凸がみられる。 規模長さ 5.60m以上、上端幅 67~ 76 cm、下端幅 53~ 65 cm、深さ 21~ 29 cm。

走向方位 N -42
0 -w。 覆土 As-Bを大量に含む褐灰色士で、人為堆積と推測される。 遺物 なし。

時期 中世と想定される。

( 2 )土坑

①D-l号土坑(第 64図、 PL. 13) 

位置日 3グリッド。 重複 H-4号住居士止と重複し、本遺構が新しい。 形態 平面は円形、断

面は浅い箱状を呈する。 規模 長軸 0.86mX短軸 0.81m X深さ 0.22m。 覆土 As-Bを含む黒褐

色土で、自然堆積と推測される。 遺物 土師器部・妻、須恵器部・護、灰粕陶器、縄文土器の破片が

少量出土した。 時期 中世と想定される。

②D-2号土坑(第 64図、 PL. 13) 

位置日 1グリッド。 形態平面は円形、断面は浅い箱状を呈する。 規模長軸 0.89mX短軸
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0.84 m X深さ 0.18mo 覆土 As-Bを含む黒褐色土で、自然堆積と推測される。 遺物 土師器養、

須恵器罫・窒の破片がわずかに出土した。 時期 中世と想定される。

③D-3号土坑(第 64図、 PL. 13) 

位置 J-3グリッド。 重複日 -17号住屠士止と重複し、本遺構が新しい。 形態 平面は円形、断

面は皿状を呈する。 規模 長軸1.04 m X短軸1.01 m X深さ 0.08m。 覆土 As-Bを含む黒褐色土

@ 

A・

/ーへ、
¥ 1I .A' 

\~ー/ン

⑨ 
A. .A' 

主主三ナ

A 248.80m A' 

~ 
A 248.70m A' 

てで斗七七マ/

A 248.70m A' . . 

D-l号土坑 D-2号士坑 D-3号土坑

近隣名 |層番 層名 しまり 枯性 混入物

0-2土

0-3土

@ 

位物

括

。

蛤

。

一

E
C
E
酷
封
一
蛤
臨
時

を

吉

を

古

を

一

吉

を

を

を

一

を

を

を

中

角

中

角

中

一

角

中

中

中

一

多

多

中

弱
弱
弱
一
弱
弱
弱
弱
一
弱
弱
弱

居

層

層

間

層

一

層

層

層

層

-

層

層

層

士

土

土

土

士

一

土

土

土

士

一

土

土

土

悟

市

福

褐

渇

~

泊

褐

褐

国

一

泊

禍

福

黒

黒

黒

黒

黒

一

黒

黒

黒

黒

一

黒

黒

黒

⑨.....------....⑧ 

A. 

カクラン

A・ .A' .A' 

A 248.80m . A' . A 248.70m . A' . A 248.60m . A' . 
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。
D-6号土坑

(1 :40) 2m 

D-4号土坑 D-5号土坑

遺構名 i層番 層名 しまり 粘性 混入物

0-4土 I1 黒同色士層10YR2/2 弱い 弱い As-Bを中畳、角ありAs-Bを少呈吉む。
黒褐色土層lOYR2/2 ""し、 ややあり As-B 角ありAs-8を少世含む。
黒I白色土層l町田/3 S~ し、 号:J~、 角ありAs-Bを多量、 As-Bを中量含む0

黒褐色土問1肝 R2!2 !J~ し、 弱い As-Bを中最角ありAs-8を少並合む。
5 黒間色土居10YR2/2やゃあり ややあり A$-Bを少量含むの
6 黒褐色土層 10YR2/2や干あり やゃあり A5-8を少hl吉む。

D-5土 I1 黒褐色土居IOYR2/2 弱い 弱い As-8を中臣、角ありA.s-8を少泣古むc

2 黒褐色土居lOYR2/2 弱L、 ややあり As-8 .角ありA5-Bを少量吉む。
3 黒色士層lOYR2/1 やゃあり ややあり 1¥s-sを少世吉む。

黒褐色土層l町 R2/2 弱し、 弱し、 1¥s-8 .角あり1¥s-8を中畳吉むp

黒褐色土居IOYR2/2 弱し、 ゃゃあり As-Bを中畳、角ありAs-Bを微E含む。
6 黒褐色士層l町 R2/2 ~弘、 ヨヨし、 As-Bを中量、角あり A，~Bを少量含む。

0-6士 I1 日灰色土lOYR4/1 やや"い やや弱い As-Bを大量含む。

第 64図 D-l~6号土坑
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で、自然堆積と推測される。 遺物 土師器亦・吾、須恵器部・聾・羽釜が少量出土した。 時期 中

世と想定される。

④D-4号土坑(第 64図、 PL. 13) 

位置 H-lグリッド。 重 複 日 -12号住居祉と重複し、本遺構が新しい。 形態 平面は円形、

断面は箱状を呈する。 規模 長軸1.16 m X短軸1.10 m X深さ 0.37m。 覆土 As-Bを含む黒褐色

土で、自然堆積と推測される。 遺物 土師器空、須恵器坪・奮・羽釜、灰紬陶器の破片がわずかに出

土した。 時期 中世と想定される。

⑤D-5号土坑(第 64図、 PL. 13) 

位置 F-3~4グリッド。 重複 H-ll号住居壮と重接し、本遺構が新しい。 形態 平面は円形、

断面は箱状を呈する。 規 模 長 軸 10.8m X短軸1.04 m X深さ 0.29m。 覆土 As-Bを含む黒褐色

土で、自然堆積と推測される。 遺物 土師器均三・輩、須恵、器坪・警の破片がわずかに出土した。 時

期 中世と想定される。

⑤D-6号士坑(第 64図、 PL. 13) 

位置 I-2グリッド。 重複東側を撹乱に壊される。 H-15号住居杜と重複し、本遺構が新しい。

形態 平面は円形と推測され、断面は箱状を呈する。 規模長軸0.88mX短軸0.67m以上×深さ O.30 

m。 覆土 As-Bを含む黒褐色土で、自然堆積と推測される。 遺物 土師器亦・空、須恵器杯・警

の破片がわずかに出土した。 時期 中世と想定される。

第 5節遺構外出土遺物 (第 65図、第 34・35表、 PL. 26) 

グリッド出土遺物を主体とし、その他に表土・撹乱出土の遺物および、遺構出土のうち明らかに紛れ

込みである遺物を対象とした。縄文時代の遺物として 21の深鉢の突起が認められた。後期中葉の力日曽

利 B式期に比定される。弥生時代の遺物は木調査区内では確認できなかった。

古墳時代は土師器の坪・蓋・壷・甑、須恵器の均二・蓋・翠・壷などが認められた。時期は大半が竪穴

住居土止と同じ後期である。 1の土師器坪、 2の須恵器蓋は 7世紀後半に比定される。 20は土師器甑の

把手部分である。

奈良時代の遺物には 3 ・ 5 ・ 6 ・ 7 がある。これらは 7 世紀末~8 世紀の上野地域に特徴的な形態の

須恵器である。 3 は削り出し高台の杯で、 7世紀末~8世紀初頭にかけて限定的な技法である。 5 は上

野型有蓋短頚壷蓋で、天井端部に凸帯および鍔を有する形態である。 8世紀第 1四半期に祖形が現れ、

第2四半期にかけて完成されたと想定されている。 6 . 7は環状摘みを有する杯蓋で、 7世紀末に出現

し、 8世紀には広域に供給されている。

平安時代は土師器部・輩、須恵器皿・均二・碗・蓋・奮・壷・羽釜、ロクロ輩、灰軸陶器皿・碗・査、

緑紬陶器碗などが認められた。この時期の出土量が最も多い。特に、竪穴住居土止が密集する I. J . K 

グリッドに 10世紀代の遺物が集中している。 4は須恵器坪で 10世紀後半に比定される。 8は須恵器耳

皿である。 9・10は緑紬陶器碗の体部破片である。 11~ 16は灰軸陶器である。 11の皿と 13の碗は大

原 2号窯式期、 12の段皿と 14の碗は虎渓山 1号窯式期に比定される。土器以外では、瓦、土錘、砥石、

銅製品、鉄製品、鉄浮などが認められた。 22は平瓦で、凹面に布目圧痕がみられる。
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円τ
ド21(1I

Jバ制l陶総 J 1グリ ッ nl宇一 ①iStJじ焔 CZ>s(; L : J:ポ色、 fdFiIl : 外Ilu IJ夕日ナゲ. b'l: I(，i^~ JI:糸切り.1骨j"fJ'l仙1・111.¥11:.1，川t*1111恥iナゲ.
)1官 1: 2 I(U htf世 7.1 l必オリープ色 0)1'1色1官 ~i)HJ.1(l11 内l(fi ロタロブIデ.

骨出J目<2，6> ドTli!-向'(Iffil 内氏1Mおよび外I(dに/:1{官It.
17 ロタロ拠 12グリッ rtl査(18.0)①両者1ヒ焔 ②r~II{1(1色 ω1'1色牝‘ 外IfI; I:tク μナッ.

ド3 b'l:l唱 !日色村 (j)1I給制I-RI<4(1111ソI~ 1/4 内uu ロク μナグ
総刈 <12.2)

18 l((必総 J2グリッ nl主(21，9)①i.9，，:;1((I ②灰色 ⑬1'1色村、瓜 外1('; ロクロナデ
5担 ド21師、 ほ径一 色tiL (j) 11 牧師-R~ t.n L{，y 1/:1 1)'11(1; tJタμ ナャ

K2グリ ッ t品川百 <12.7>
ド2II1I 

10 主I以総 11・10' 111草ー ①i虫JL焔②r:l{1J1色 Q)ldR:、小 外1(，; 11クロ寸-l.0 ~ 1 11¥(立の櫛f材状ムItによる波状えな 21世
鍵 b'l:l量 一 I'I! (j)11紋削l敏)¥ 以 1~，

J，H.}，f:j - 11i，(J1 ロタ口ナ'79 ~ 1111似の術的状仁uによる彼~)UC{r 1 f1t. 
20 l.r'll出J G3グリッ 111.畳 一 ①fW (2)にぶいiIll世色 @向閃 外而i 'j-"J. 

1Ih， ドiIrli b'l:l韮 ー 灯、 1'1色純 @似 fit.!1
日時，¥':; -

21 制止・ I .II'~ 11-1'1 (1 111程 。良好 (2)1民的色 CJ)f内|刈行、 (1 ~~t k:IRの~止~.ほい1I担仰と沈事~の自11/"介hU'により文1高金地iず.
I後H b!l~ - 色悩 @~.ü:刻i Uflf((制11二低い内的状のUM-I文あり、 rl'!k:1ζ火があく， )JIII"I利 13，1;: 

総尚 一

IIHJ 日常備 1111:{、.'r.tl'l ①il，肱(CUI・K)(2)H'tt @伐({⑪r.~ . 1控}f~lhょの粉徴⑥制暗
22 】I~Jも F3グリッ ①}'~ i'l! 2. 1 ω l二拠、統/&:両者{ヒ焔~t'味、 色刷:I~灰色、 Ml L: 13色Hl.砂利 @磁Jt (1)llJJlfii:布nrE縦、内山:

ド2ffli ヘラナデ.

23 H~・ 12グリッ 。l!さ3，昔、 制 1.6、!京さ1.'1、前I止7，32 ②bllr.jt : l~M、色刷 tlll白色、 IIf;1こ:m色紋 ③:i'.;M @ナプ.
ド21f1j

鉄製品 E3グリッ ①燥さく9.7> 、 )J'r~，l l. 2、刀l，j'}'fO，:!、主側、'Jf/?'.O. 3、)f(股 12，01 ③鉄製③両端部欠trl (i)-
iJ・p ド21li;

抑制表辿榊外出+:泣物仙旗表 (1)
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市す :f.H'~ 111 L/立li'1 ωitl，l(叩・K)(2)m~ (初見(f@hla . .rfJ移伐訟の特徴。例月

26 臥製品 CIグリッ (!)!告さ <9.o>， 恥，\~. 0、J'，J. (5 4.5， If(股 12.!J3 ~歯止制 @¥C糊lωみ (i)lfJrlfli)j Is 

tτr 
鉄総 ド21前
W)..拠『11s 12グリッ O)Jをさく12.0>、恥，10.6、JI/.さO.o， lfU礼15.49ω~M~ (.j)官仰のみ ω仰fliJÎ }lJr~
似繊 ドトhl

27 邸~W，~ll K2グリッ ①j是d5.5、恥i5. 0， J"さ5.0，oHIA 9. 44 (局主主製 Cj)11:11.'7.::J惨 めIl)hfii)jJf~
量I ド21f1i

211 飲拠dl，凋白1，( (j)1てく~ 6. 1、制0.2，1'0'さ 0.2，ほ依3.35 (%J依拠 CNi抑制i欠捌 (.1)仰rl(ujjj説、 J "・状~'，\-"_る

lτr 
1~IØl lli 

自民側M，J2グリッ ω隠さ :1.目、制7.6，I<;r.さ 0.6、IrtJ，~ ~2."9 (硲t.);IJ.~ (:告はIJ'i'，己j形 。〉ー
火jJ"1'I). ド21fII胤 l

30 似r~ KIグリ ッ (1)1是d5.9、制，15.8、i'fさ1.3‘!日以36.69 ω欽拠 @ー制lか;l!I 0)減""11'制
ド31!tI

31 鉄『申 K2グリ ッ Q)燥さ3.2、制:J.¥l、 1'/./52. 1、lf(IJ; :10. 39 Q)鉄~~ @光mω本ml九あり
ドト~， s 

:12 ~lOOI~唱M， 113グリッ (l)J是与<1.:1>、制，10.6‘1'1さ0.3、!lO，tO. 132 :2>剣~ ωl可似t.rl欠m@)湖状を'，¥する
不IVI ド:l1(tI

33 自H， .12グリ γ ①燥さ 7.7， ~，12. 1、I'f.さ2.0、I[(l.i't107.40ω粘H('ifゆ-ffil欠叫iωiを(WllitI2 i而~~'tl刷、n.!(JlIhIIÎ 21fiìをJf~ ，fli è
1: 2 lili して使用.41釦とも.JI常に'Ili骨ー

節目点辿榊外出七泣物倒務点 (2)

第 6章成果と問題点

( 1) ，，，' J)，t時代の|て加ついて(郊 661火1)

同術"1;り11遺跡では、11(出時代後期のl笹火住川:.J:ttが7叫検出された。資料は少ないが、 |二|知器t!'.現を

)，~rlUに分知し、概ね以 Fの r --NJUJに分けて記述したい。

I期 11-7号イヒ)，1:'J'II:の l 酬が政当する。 Uilli端郎 ・ 到 ・ 也、 ~JVt!.(抑制が /1\ ヒしている。 怖は内 If[Îの

別快から八:欣射状のミガキが施されるもの(1--3)、s:ミガキが多用されるもの (4--6)に大

別される。 Aは、P:JiE~(IUとのほì'(-IIから内悔するj形態( 1 )と、丸底で体部が浅く、円u(mとの邸に織をも

っj信昭(2 ・ 3) がある。 記はn紋削が|人j慢t~t IU~に IJA き、 3 は外反する。 B は丸出で、体1mと門紙背11の

此に般をもち、 nk，広告11が外反する形態である。4は円府部に、ド上u而をもっ。 内外IJjjとも 11紋iflllこ航)Jlli)

のミガキが施され、内U[Iにはm色処JI日が脳される。JI{iヒは判鰍で焼成も以Mである。 5・6は1)、IrI百制腔

に1-'紋日11.f:la)JIf'lのミガキ、体行11-底部放射状のミガキが施される。 6は11紋怖が長く、底1fllrl'うたが尖り

気味である。

判は円紋lr[1が「く J の寸:状に外反する。顕許11からJI阿部ヒ枕への阻 IUJJ立合から、 JII~ tfiSIド枕にわずかな膨

らみをもっ長胴純と巧えられる。必は円紋計111'{立にりりし、f止を有する。

E期 l卜 9a号住居J止の l棟が該当する。 1:: l1lli器j不・山師・ /1、形盆.~.也、創忠総þ!'身が 11\土している。

郎は 1JtlのB系統(3 ・ 4 ・ 6) と、須止{町村英倣亦の~tU町jで捉えられるもの (2 ・ 5) がみられる。 β

系統は 1J明に比べ時ll.5が低くなる。 3・4はいl而に黒色処瑚が施される。3は体怖が机平で、n紋存[1と

の坑に|引 11京な般をもたなし、。 Il紋~IIは外j文した後、上位でやや内慨する。 6 は1l - 7住6と同系附と貯

えられ、外面口紋部にも斜ブ!;in]のミガキが胞される。脱iJiXJ不は丸庇で、 体制と円血球部の境に稜をもっ。

11紋許[1)形態は 2がIllV:後に|三伏でやや外反し、 5が内時44l床に聞く。 5は内外出に以色処理が施される。

町長fくは制}ll~1 と長仰がある。 9 は郎 日系統と |叶じく、内ほlfù ミガ守で~'(l<色処]唱が施される。

現はJII司部に膨らみをもたない民JI阿部 と 、 JII，~mlがよさく張るJI同税理がある。 底討11は向ιーとも平ほを:止す

る。 長胴曹はn紋部が「く J の寸:状に外反し、最大絡をJIドiIl'f~1'位にもつ。 外面制強は縦方向のへラケズ

リである。 ~JülX.械の杯Mは受怖が上}jへのび、たちあがりは内傾する。 TK10 型式と J世辻・される。
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E期 II-LO・13・20号住肘J止の3棟が政、1/，するが、 11-20号住居.111:は川上造物が J:u市訟の小形艶の

みで、この却lに脱倒的に入れる棋拠は弱い。 1叶' Ii端郎 ・鉢 ・ 小Jf~拠 ・到・側、釘15部郎説が/1:\七している。

郎は 11Wj同様、 割以制:t;Wjj(J;不 の~ItiUI，，:，~で捉えられるもので、 J;f身叫倣 (11 -13住3)や有段11松郎 (11-J 3 

住4)がみられる。内外出iにm色処sJlを施すものが多い。鉢は大形で、模倣昨のj形態と辿動する。

部は、戸JJ宅のL4:JI同部である。 n紋怖が「く J の寸:状に外反し、品大符を 日 J~附様、 )IH 1'f11巾位にもつ。 11同

行1Iの外1fii淵監は縦);1古lのへラケズリである。人:)信州はほ日11が開i抜け状を:iiし、JII日l官11はわずかに膨らみを

もっ。 ~.ruι器郎技はx;;ï'[1.な天)1引1から n紋ifllが外側するj隠1酷である。外IfiUdド:切に下持ちへラケズリが

l出される。

N期 11-8・9b~H七)，!T.tJJ:の2械が政当する。 1:1Ii!i (，:~は，li十件 ・ /J、服部 ・111が山 |てし 、泊以械はJ不身 ・阿部 ・

鉢 ・ ，\百郎 ' IDi! ・ ~)~)tLl ・ ポ)鼠 ・ 民矧溢 ・ 盟など、 多機な総局がみられる。 .bf'については、模倣J不の 11径が

II .......， J2 cm前後、保t，'jが::3'"" 4 cm liif後になり、全体的に小型化する。また新たに、底部から門誌」部にか

けて内噂する)Lt'S:のJ不がLI¥ J}~するo 口 ñì4<行1Iのl形態は、 (H) 制く「く」の' j-:状に内刊するもの、 (b) 傾く

|人l仰するもの、 (C)矩く直立するものがある。法j，kにもJRが'1:.じ、 11符が① JOclllliif後(小)、②日~

13 ClII (rJ 1)、③ 13--15 CIll (大)、(4)l5 cm以上に分化ナる。なお、 [1 8住 22は内I(liミガキ澗略で、 w
色処足nが施されるものである。

到にt以・11同部と JII~I 'JM~~がある。 民JIIi矧tは即>~lに比べて、 nUì'fIIが長く JII¥ rllJも強い。1，立大絡を11紋ifllにも

つようになる。t'S:;JJIは平底が iミカftだが、 H-8住 61のようなメLt1Sも比られる。胴古11の外1而調整は縦)11旬

のへラケズリがj血される。

割以f.:~Þ1\.Js.は、八:口縁怖が外似し摘みをもたないもの、 B:II跡的iに返り 、 大川:iflHこ摘みをもつも

のの 2航矧がある。Aは天)H'fllがメしみをもつものと、，Q平なものがみられる。法地は11俸が① 10cm以ド、

② 10--12cm、③ 12cm以じとなる。 Bは小形のみで、 11俺は lOclUliiI後である。摘みは欠損しているが

保主味形と4・えられる。~Jl忠世:~Þf'身は丸Jl'fで受(fllをもつものと、平Jß:で 11 縁部にかけて1)州事気味に也ち

ヒがるものがある。受怖をもっ怖は、 11格 I0 ...... Il clllliir後の小形と、 ilt1:15'"" 16 cmli背後の大形がある。

11-8ft 37は器押.が緋く、腕成がl笹微である。

実年代について IYJMllな:.k年代を求めることは縦 しいが、制必却の年代仰や、 |二 11'lj (，~郎 ・ 現に対する

先乍の研究成呆をU~川すると、 IJ~Jに 61仕紀初刷、 n Jりlに 6 世紀lド則、 IIfWjに 6 世紀後、件、 IVJ切に7世

紀第 31川、|主期の年代仰が与えられよう。

(2) ，'ï1~の ヒ棋について(節 68 ~I) 

平安H年代は 14 械の~穴住居J止が検出された。 ~Ul(端的z ・ 碗、オて白，!îf.:叩EをJJi司自に分拡i し、概ね以下の

v......河却|に分けて記述したい。

V期 J 1 -12 ~ .Hl:)，T} J:!l:の l械がJ真当する。糾忠滞日台小J'IIll • .Iif・腕、 仁川部制が/1¥1二している。割以

器は越元焔焼成で、 j民色を日す堕微なものが巨体である。領Jぷ措長fは平庇で、体部がl1I線的に1mく形態

である。 底径は口符の 1/2 よりやや大きい。 外氏而の調整は[n]転糸切り，.kmM盤である。 ~JU!J、器碗は休部

に訴しみをもって立ち上がり、 11紋背11が外反する。身が探く、向台は断rm三角形を弔する。

七師器慢は「コJの字状口紋悦で、日付官11のj厄曲は別nr.tである。)J台上は1FIii越され、保J1/.は乱liい。Jj日i'fll

外耐は上位に横方向のヘヲケズリが胞される。

羽期 H -21 -}jイ主)，':'J'i1:の 1棋が該当する。刻忠器日台十l'IIIl • 11'・羽銭 ・削、 灰糊|向山腕、土問昨日現が
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LlI 1て している。 ~JJ:}む~:~は IIlL ・ jシl'が還元焔U加えが主体で、十1J{ ・ 羽詰は酸化焔焼成が J=:体である。 ~!ì)~((:~*

は平底で、体部にメしみをもってなち上がり、 11松郎が外反する。jほ径はrl径の 1/2より大きし、か同和皮

である。 外庇|聞の制強はi司'1話糸切り水調整である。 IRf.ll1 1胸部腕は、，j'，~t~の棋がやや不IYII僚な三 A .R状を

fr'-:し 、 ~Ill~は崩IJ毛市.りである。 大j点 2 )j・~式期に比えとされる。

1: I)'!i ~:~~I~は「コ」の乍状H紋別だが、 VJ明より n紋部のhl\llJ l が弱く、~~Jl;!がI"正い。

vn期 II司 1.......5・Il.11.......19UイEMf.l'iI:のは酬が検IHされた。割以総杯・椀・部・判犠・則、 j天草IUI向制11比・

航、融~lhlí~jJ掠碗、ロクロ艶などが1111:: している。 制点器郎 ・ 碗の形態やI1向上などから州、わ ・ 後半に細目1\

できるものもあり、 liir平には11-3 ・ II ・ 11 ・ 18 ・ 1 91Jイ ~I， I:-JIl:、後半にはT ) -2・41J-住)，T;'J:tl:が政当する。

W則前半については、有4忠協は般化焔tJ't.J点が巨体となる。J;fは平成で、体1JI1から口紋計11にかけて外反

するもの、 I)'l~'勾1床に聞くもの、 1)'1均して立ちヒがり|二位で強く外反するものがみられる。 }J'~任は 11径

の1/2 より小さい。 外}J'E而の，~.'il扱は1"11伝糸切りボ訓般である。 rthlは 11 径 11 "" 14 cI1Ili背後、総山4""

5 cm前後で、全体的には小掘りのものが多し、。腕は尚11の作りが粗雑になり、ポんで出れたものが多い。

休部はは線1'1りに IJ~ くものと、内何気味に立ちじがるものがあり、門紙計11は端部で外反する。これらの創

忠掛郎 ・椀をA系統とすると、、J'iIT来月iには従米の制止L器と見なるJl台1:・作りのものが1'1':い、これを日系

統とする。 日系統の郎 ・碗は、!Ifi上が槍で丁市な作りが特徴で、焼j北は般化焔である。怖は体部が内時

以l米になち|よがり、 11紋抑制I1で外反するj形態が多い。底径は11何の 1/2よりやや小さ11¥ 1.1、"il.f:'，H主である。

外出l面の，Ð，'J~院は1"1転糸切りボ，1)，'3引をである。 rt~JÌは n俺 12.......11 cllIJIfr後、総向 3.......5 cI1Iliif後であり、 A

系統で材Il部された小振りのJ不はみられなし、。腕は，1百什がIE川に近く、 「市にW，り{、1・けられている。「ハJ

の字状にfJlI き、 |析I(!Ï 三角形を叫する。 1 1 - 11 住 4 はIf~令が刈く民:いj形態である。 m色上総も搬，t1;'，される。

怖と碗があり、仰は1)、J[而に航)Jlt，)のミガキが地される。 II 3住 10は緋UJlnlのミガキの後に欣射状のミ

ガキが)J値されている。 また、戸、l底面に蝋J~状H貯Jえ・が脳文される -Æ伴も仰認される(節 67 以1) 。

羽釜は、概ね2形態に大別することができる。(八) m~l l'm 1-.f1Zが '}1~るもので、 n紋部が戸、!似し、口付

持11はJl巴j平:する。 (1ヨ)IIIlil)'fllが似らないもので、 11J¥'，次郎がJI'('{f.またはやや内似するω 仰はやや |ニP1)きか水

平で、断r(ijは三角)f~をむする。 外而:捌幣はログロ )J比Jf~のみのものと、ロタロ後に縦点'1向のへラケズリを

胤すものがある。ログ門知には小j隠とよj貯がある。 小)f~はロタロ成j形で、外j底的iの~;'~明は|円Jtl1ú糸凶りボ

制強である。大j隠はロクロ成形後、 JI阿部にへラケズリを地すものがみられる。

以前h陶器は皿と碗が雌認され、 ~llJ~は全て出け掛けである。 11 - 19 住 9 ・ 10 ・ 11 は底部が水準でな

く、やや |ごがり気味である。 I肌のIt，'j令は低く I~~TtfJi :. f {J )T~をふiする。 蹴iは同級古11の日間ょがややr~t く、体)午11

の!I語に張りがない。 rr 19住 11の刈台は械がゆるやかである。11-18住 3のIIlLはr1紋部がほ線的に聞き、

，:百台は低く断t(Ji二角形を2する。]-1- 11 住 13 ・ 11 - 1 8 住4のイ凶は、体部の服が張るもので、，I'，~台の織は

丸みをもちIJI1I1取でない。日ーlい 18号住民.111:はj厄浅山 1号

窯式j明に比kとされる。H叶 9号住居:'.111:は11-L8-tナ住民.J-tl:よ

りやや，'，'11、様相をポす。

vn期後半については、~j{必~:~J;f・碗は B系統のみとなる。

郎は口裕 LO--L 1 CI1l前後、制I:'，'j3 cml前後のものが多く、前

半に比べて小型化する。碗はliir半に比べ何台がやや尚いも

のが認められる(11-4住 3)0M1色J:部碗は後半で‘も碓~j容

されている。羽釜ばliir半とのlJi!u押なiEJILは見い1'1¥せない。
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灰事lU陶鼎は IlIl と仰が仰秘され、 ~Ih~はmけ掛けである。 J1JJ. I士山ftが低く、|析|市三角形を5きする。 腕は口

松郎が外!.iする。J}er克山 1号窯式Wlの新段階に比定される。

実年代について 灰利l陶却の年代仰や先学の研究成果を使用すると、 VWJに9111;紀郡31iq半期、 VIWl

に9世紀末諜......10世紀初朗、 vuJ明は 10世紀後半 (VIl則前、1':.: 10世紀加 3[Jq '1土期、 咽WJ後半:10世紀

節4山、1'..JlJJ)の年代観が与えられよう。

H -14号住居祉5の土師器聾について VII則前半に中11、1'1する住居J止のプJマド|ムlから出土した盟である。

球JI同形を呈し、 I I ~法制J'fIIをいHJUJIこm り返す鼎形で、 Jl~l部内外l師に粗いハケメ制盤が施される。 色調は街

地の七師器機に比べてr-Iく、 Jlf，'ヒに火剤f!物が少ない。sμ忠慌の般化焔焼成のような焼き上がりである。

本地域では当紘ftJにこのような上師拙慌を伴うことはなし、。搬入品とみられ、狼投取の点11172D-窯式

JlJJに出現する r{)ト釣型銅」と H‘Fばれるき!~と与えられる。

(3) 1-1-11りイ主m.hl:にみられる1-:r.'li端部破片-について

1 r 11 1}住凪:，:111:は 10世紀第3問、|土j明に比定される。カマドの右脇、床l而より 4cm上の位附から「作J

の出作 |士協が山 1:し、その下には 1:師総到の/I~，lml倣Jt (1ト 1J住 21)が敷かれていた。fH，':-J:~日は完

J形の須J以間郎(卜ト 11住 2)で、 j[{1L:の状態であった。 ヒralî端部はJlI~mllご、いからほ怖にかかる倣J"で、

木の~のようなメJーブを柑iいている。 ')'í'Jれ"はシャープで用品していない。 世)， ~ I-:~棋や仙の 1 1 1 1: 1:加と

は型式ヴ:的に泣が秘められ、目白 |てや掠Jr手 ・ 調整などから 8111:ff:dに比定される。 n，~;Wlのj込なるJ1:í物が/1.\ 1:: 

した場合、大低は!qlt生過耗や後 Utの出)~しなどによる紛れ込みであるが、本 'Jç例はその111 t状況から、住

民j克東時にM処から芯:除|的に持ち込んで、、虫干ド |二部とセットにして1はいたものと推測される。

時期のY4なる I-: ~:~が嘩穴住mt，l:から IJ1 1::する il!:例は、安'11市向原rnl立跡でも;秘められる。 81JI:紀の

11-5日・住J.lfJ:If:の出上 ドJ~/iから、 6 IIt紀の完形の t阿保却が 1 1 1 1二している。 ÿ.~~I I' /~では、 r)兜J.Wl による

悦在のnJ能性もあるが、共作している nJ能性も否定できない、との比併が不されている(井上 ・三illi

2007)。

(4 )胞形 1-.製品について(知的岡)

最後に、~遺跡1 1 1 仁の特殊辿物、胞のな匝をした上製品についてf~1!れたし、。 本資料は11 -20 り・住居JII:

の床面白ヒより繊倒しの状態で1111-.した。頭部のみで廿のドは欠損している。耳の後ろに角のJ<現があ

るため、雄j混と判断した。長さ 3.1cm、同さ 5.0cmを測る。制整は全体的に「市なナデが施されている。

服および品はJ!ilJ究・により、 11は切り込みにより作り出される。 片は民く点呪されている。Jl台|ては村微で、

焼成も良好である。 汁の |、ーの'，'1'1れ|ーlがノ')<11t.であることから、胴体とのはz令部で欠tJ1したものか、あるい

は |て掛から求Iwntしたものと推測される。11-208イUrfJiI:は、 J二器の山 l二JI(がごくわずかで時Wl~定が難

しいが、土師;tit小j隠聾のj形態から占出tn，'f代後半 (6jII:紀後半)と推定される。 鹿JT~土製品とともに、床

而山ヒからの・干し円板の破片が、 P-5磁土中から臼良治'1111二しており、イþ.J;可・廃絶a，'j'の捺)~日行為に係わる

nf能性も与えられよう。

欠損世11のドにイIIfが付くかを判Uj(ljすると、 ょに記したように、 111日l体または上総の IIJtì~性が与えられる。

まず、 1jl体の 1-:製品と仮定して、刷物)f手のJて製品の11¥1-:例を探ると、胤j阪のヒ製品に触れることができ

るのは附吋を遡った弥生時代後期になる。J↓i京都根崎区の四民地区泣跡 (1)、静岡県沼山市の雌Jj:g_底追

跡 (2)、愛知貼::?I'片屋市の高崎辿跡(3)出土の 3{91Jが知られている。 しかし、占泊時代では犬 ・新 ・
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~ーなどの|二製模造llhはあるものの(入江 2009) (4)、確実な鹿形はみられない。

-);、動物j隠のな|疋が付けられた|二器としては、装飾付・きの刻忠告誌が準げられる。 I'î担~IIN代後WIに刊:

られ、台付き1iiiのiIi;'fllに人物や刷物の小像、小引を付けた~ft(jj~~忠告話はよく知られている。 ζれらの小

像は狩りや角力、目的りなどのfliti去を返しているものが多く、胞の小倣はす~'I: りの掛l1Jiなどで確a~，される。

装飾付さ銅山~i棋の加納には、接的ih付き世以外にも峨々なものがみられる。 そのなかで、鹿の装飾が

施された締結には砲や1lE・必伐のセットなどがある。地には胤の{目下が孔の|二やj協に十1-くもの (fi)や、

j出の小仰がh-Jに飾られるもの(6)がある。ボ .iJ¥足立5のセットは、!誕の小{訟が函のJi/fnlおよびtiltdEの摘

みrMfllに付けられている (7)0 J砲に付く「胞の但下J は、lÍÚからけまでの，~匠でJII，~体はない。則的iには

ずlや.Lfが付けられ、 11民や品は~ilJ突で、 11 は切り込

みでぷ脱される。 汁は片く作られ、首の峡ノドが]強 固街中割遺跡出土鹿形土製品

本体と協合している。これらと本資料を比!映する

と、飢のJ.<mやfïのj惨状 .Jkさなど似ているl~が

多い。さらに、世持に付けられた胤も汁が長くぷ

現されており、本資料との共通点がみられる。 1:

11l刊誌に11山手の以釘liが付く例がイバ正するかはr~ヤ:の

ため不明であるが、創出日誌の'IC例から3JHitすれば、

本資料が同Ili慌のJ:i. J1I'・砲 ・唱などに付けられ

ていたIlf能性も何定できないと思われる。

このほか、 l片山時代におけるIlli~ほの辿物とし

てはM輸や鋭がめる。 J11'(愉は11m形のj限設埴輸がみ

られ、装飾急~).ι加と lì;1服、狩りの場闘を点してい

ることが多し、。県内では日11崎市太 f-塚?片山 (5世

紀末)で、矢-が~ill さり血を流している胞のJI([lI~令

がLlI1:している (8)。また、 ，¥百附rh自111附j訓静岡遺

跡 3り出では胤総点Ijの円f合'iMII輸が山|こしている

( !) )。鋭は伝市山(，tdi八1111ft原町川上の「利:猟文鋭J

がめる ( ~ O) O 4 111:紀後半---5 1I1:k:G11'民に比kとされ

る佑拠鋭で、内区に4人の人物と犬.1胞が附iかれ

る。狩猟の光公と吟えられたところから「狩猟丈

島~J と ~I付けられたが、 111'慨をj~・持し、 t'11人共食

の'泌を IJI~ く情J;l:とする説も祈力である。

ヒ述したような装飾付き須山総 ・J11!輪・備など

は、その多くが l'i.tJ'tへの供献や娯}叫に用いられた

ものである。本遺跡が帰属する凶術遺跡群は，liJti

併を内包している。本遺跡、でこのような資料が出

土するな味も、占JJ'wtと肯!ll~t下に 1)!1わる人々の集

落といった関係性のなかで、解釈していく ことが

できるのではないだろうか。
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ロ 川町刷

( 11I村 1992より1I品|配)

雌鹿塚遺跡、出土鹿形土製品
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[;11:] 

( J ) 凶柴地灰ìl:t跡{日lは州j'~I17地 BIベ 12 りfJ;'1械の泌 1:上hv)より 111 1: し、世1;11:時代後JVll段、I~の前野町式上日誌がiJ附a している。 iを

さ6，2CI11、向さ 3， 5 ，mを測る。1I1~ . n . lf .)己がm比され、性別I.t不明である。 fl)はないが、 l己が小占く I:})にはねる}(

i比などから!氾と判断されている。 114肢はIII，~仰とのj~{判明I~rで欠H\している. 外:triH土 n艇に111かれ、その |・に亦.:r~が δれる

(111村 1992)。
(2 )雌鹿島以巡I跡例lよM 1 2 グリ γ ドより 111 卜しているの rJ.i)ì~跡t1I 1:の事li1tJl年代後JQ)の 1:伐とAf;卜が1，，1ーでめるため、 I，;J時代に

帰属するとされている。j正e54， fi CI11、il1id:1.5仰を測る。 i.ffiH1!で、 11"" n '11) .)己 ."1:門が}.gはされ、細部は細いへラ状

の 1:iLで{I:.1:げられている. ドfmに彼介したji~Uiみが伐るため、 lニ甘誌のrlt(~など!:.{、tllしていたものとJt(ld1l)されている(r<1

7Iidl教行姿l.l会 1990).

( :1)向l滋泊跡f~lJlよ ~U~ワバにあたる二とができ r、抑制は不明である。 1 1I村 1992 にm~æされたび胤からは、lÌJI日刊が強謝され、

イ"Jかから止I)~(t したように凡える。

(<1) L:拠似ill ，'III，の'1'で、 I '.!，I~ は刷物Jr~とは)jI)(/)，f!fCJj'1 として倣われる。 1 ， 1.いと二ろでは，l，.Jctt Jl与代'1'JUIにはILP却するようでわるが、

多く IWUミWI-併比 ・ 、IUI"，' J1.'II~に多い(人rL 2009). 

( fi )公lu.~ia(119rd i/1I I' ， )j山~I大ヴ:文ヤ:1'<<IK~4免責ïÍl9r雌 (6111;紀)や‘判。uドM大飯~"I両:Ii IJç Jllf " f-I11:3 ~土庁股1 1 11:、向IJ~JIIr教)'f1.<'L-l

会減 (6111;紀)の例がんる (&1111996)。

( 6) J;C K11κl'i'f，fl怜UJJlII・大111己1l J-ttt川仁、的山Illr椴背後n会l践 (6111:紀)の例がめる(必UI1996)。

(7)大|散がm和IIJdi!.!.l.t:&!川氏LIJ1 :、以);( "N:I\~物館J淑 (6 IIt紀)のf~lJがめる(袋UI 1996). 

( 8) 1;9J fl .Yislltl: 2008 r発制された n本州向 2008~ 文化IÎ '

(9) !.I.I 11 1 地 2003 r剣山崎14:iRll州i!!tVliIi1 ~ ~'Ii山市 di教'(r~ll合、 '\'IIÎ附 "i " ， ~k~，1 さんt!Ll会 199!l r新制 尚附"1'':12 資料制 l
));(tll，I，代 IJ川崎山

(10)向的IJ， di公制さんたLl会 19¥)9 r新制 ，l)j.，かlì~ 資料制 1 /)j(T(3，'，.代 IJ高附di
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写真図版



PL.1 

loItl街中容1)辿跡、 全最(上が北京)



PL. 2 

H-7号住居祉辿物出上状況(北点から) J:-l-7iナ住居t止カマド完姻状況(南京から)

H - 8号住居士I~ 遺物出土状況(西から) H-8号住居士止カマド完掘状況(西から)



PL.3 

日目8サ住J.:!i-J:止完捌状況(西から)

11-8サ住居士l上泣物出土状況(西から) H-8号住居士11:辿物山上状況(南東から)

H-8号住居!.Il:P -5遺物出セ状況(阿から)



PL. 4 

Ir -9a . 9b号住周-士l上完捌状況(1十j阿から) 1-1-9a・9b分住居上止遺物111上状況(北京から)

トT-10号住居枇 完捌状況(南丙から)



PL. 5 

1-1 -LO号住居枇遺物出七状況(西から) H -10号住居111:辿物山仁状況(市凶から)

H -l3号住民;.jJ1:~己掘状況(南東から)

H-13iナ住居枇カマド完掘状況(南米から) H-13号住居士止カマド辿物/1¥土状祝(巾iJl!から)



PL. 6 

H-13号住居!ll:遺物/1¥土状況(南東から)

T r -20号住民止11:遺物出ヒ状況(市丙から)

lト20号住居士11:辿物山上状況(北阿から) H-20サ住居地遺物wヒ状況(丙から)

1 I -20号住居士1r.遺物出土状況(南西から) 1 r -20号住居士11:カマド完掘状悦(北西から)



Pし7

H-l日イ-t:J;J}hl:完掘状況(北刊から)

TT -2分住肘i止カマド辿物問土状況(~ヒ阿から)



PL.8 

卜I 2号住R・JII:辿物出七状iJG(北刊から)

H -3.g.住)t!l必J:え;掘状況(阿から) [-l-3号住日:'111:メ1マドプ己却l状況(阿から)

H-4サ住居枇カマド遺物出土状況(北西から) 1-1圃4号住居士11:メ1マド完楓状況(北西から)



PL. 9 

11-4号住)，JfJ士完納l状況(北凶から)

H-5号住)，'rJJJ:完掘状況(北凶から) H 5i:安住!日十J立メJマド先姻状況(北聞から)

L-i-ll号住民地完掘状況(雨?可から) U-ll号住)，5J]]:遺物出-1::状況(北西から)



PL.10 

卜 1 - 1 1 号住Jf:刈 プJマド~'ðfJiil状況(雨から)

{-l -1l 号イ主肘J止カマドi立物山 |て状況 (l'~jから)

H -11 iナ住居J止 布中111内聴出七状況 (;1ヒ西から) H-ll号住居士11:辿物出土状況(南西から)



PL.11 

1T -12号住届H止先捌状況(市西から)

1-1 -14号住居祉完掘状況(1将丙から) H-14号住居士11:P-l泣物出 l二状況(南阿から)

H -15 Dイセj部11:完掘状況(南凶から) H -15号住居士止遺物出土状況(1布丙から)



PL.12 

H -16号住居士11:完掘状況(北阿から) 1I-16 i}住肘I止jJマド完闘状祝(北凶から)

Hー17号住居祉光姻状況(南阿から) H -17号住民刈:プJマド先制状況(南西から)

H-19サ住居士11:完掘状況(北西から)



PL.13 

H -18号住居士11:完掘状況(北京から) J T -21号住居枇セクション(北京から)

D -1号土坑先細状況(嗣から) 0-2~ナ土抗先例状況(1判から)

1) -3i:テ七坑完捌状況(南西から) D - 4~}土坑完掘状況(南西から)

D-5号上坑先掘状況(南西から) 1)-6号土坑完畑状況(南西から)



PL.14 

M 2サr~w 先姻状況(北凶から)

M-4{手術 完椀状況(f判JUから) M-3号Uif.完姻状悦(南京から)

M-5号淋先掘状況(北京から) M-6号出 完掘状況(南西から)



PL.15 

向 』卓也・灘~'~・.. 角 ず

M-8号制完銅状況(北凶から)

ずま

M-l0号Wf.先捌状況(昨j西から)

基本K!!序(北京から) 開査状況 H-2J，ナ{主j削止(北から)

制査状況 H-7号住居士11: (束から) 閥抗状況 H-20号住居枇(北西から)
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H-8号住居枇出上辿物 (2)
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H-8iナ住居J止HI土辿物 (3)
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H-9b分住居枇出土辿物 (2)
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H-13号住居土U:出上泣物 (1)
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H-13号住居祉1111::辿物 (2)
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H -11 ~J'住肘地出土遺物
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PL.24 

9 

H -12~ト住帰i止出土遺物 (2)
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